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だ
け
で
あ
る
（
怪
↓
咎8

、
鑽
在
令
郎
肚
裡
↓
鑽
在
令
郎
肚
裏
去8

）。
ほ
ぼ
同
文
と
言
っ
て
よ
い
。

　　
『
笑
府
』
第
六
四
話
（
巻
二
・
腐
流
部
、
一
五
丁
表
）

　
　

教
法

主
人
咎
師
不
善
教
。
師
曰
。
汝
欲
我
與
令
郎
倶
死
耶
。
主
人

不
解
。
師
曰
。
我
教
法
已
盡
矣
。
只、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

除
非
要
我
鑚
在
令
郎
肚

裡、。
我、
、
、
、

便
悶
殺
。
令、
、
、
、
、

郎
便
脹
殺

　
余
説

　

例
に
よ
っ
て
、
無
能
な
家
庭
教
師
を
馬
鹿
に
し
た
話
で
あ
る
。
現
在
の
日
本
人
の
感
覚
か
ら
す
れ

ば
、
先
生
の
発
し
た
破
れ
か
ぶ
れ
の
捨
て
ゼ
リ
フ
の
言
い
回
し
が
、
少
々
面
白
い
と
い
う
程
度
に
し

か
感
じ
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
時
代
の
中
国
で
は
、
文
章
を
読
み
書
き
す
る
力
は
、
頭
や
心

で
は
な
く
、
お
腹な
か

（「
肚
」）
に
宿
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
念
頭
に
置
い
て
読
む
必
要
が
あ
る
。

『
訳
解
笑
林
広
記
』
第
一
一
話
「
無
一
物
」、
同
第
一
三
話
「
腹
内
全
無
」
と
合
わ
せ
て
味
わ
う
べ
き

笑
話
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
話
は
、「
も
う
わ
た
し
に
は
ど
う
や
っ
て
も
教
え
ら
れ
な
い
、
な
ん
な
ら
わ
た
し
を
丸
ご
と

息
子
に
食
べ
さ
せ
て
く
れ
」
と
言
わ
ん
ば
か
り
の
、
単
な
る
ナ
ン
セ
ン
ス
ギ
ャ
グ
に
も
見
え
る
が
、

実
は
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
学
問
は
お
腹な
か

に
宿
る
と
い
う
思
想
を
踏
ま
え
て
い
る
。「
息
子
の
文
章

力
を
高
め
る
た
め
に
は
、
も
は
や
わ
た
し
を
息
子
の
『
肚は
ら

』
に
入
れ
る
し
か
な
い
」
と
言
っ
て
い
る

の
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
「
で
も
そ
う
し
た
ら
、
わ
た
し
も
息
子
も
死
ぬ
け
ど
ね
」
と
主
人
に
対
す
る

日
頃
の
鬱
憤
を
、
こ
の
家
庭
教
師
は
こ
こ
ぞ
と
ば
か
り
に
ぶ
ち
ま
け
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　　（
附
記
）

　

本
稿
は
、
平
成
二
八
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
Ｃ
、
課
題
番
号
二
四
五
二
〇
二
四
四

「
東
ア
ジ
ア
の
笑
話
と
日
本
文
学
・
日
本
語
と
の
関
連
に
関
す
る
研
究
」）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部

で
あ
る
。
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（
す
る
と
、
ま
た
あ
る
人
は
、
こ
う
ツ
ッ
コ
ミ
を
入
れ
る
で
あ
ろ
う
。）「
た
だ
、
横
に
く
っ

つ
い
て
い
る
口く
ち

偏へ
ん

だ
け
が
、
不
服
を
申
し
立
て
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
ね
。」

　
余
説

　

最
も
基
礎
的
な
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
『
大
学
』
や
『
論
語
』
の
文
章
す
ら
、
正
し
く
読
む
こ
と
が
で

き
な
い
と
い
う
、
例
に
よ
っ
て
無
能
な
家
庭
教
師
を
馬
鹿
に
し
た
話
。
明
清
時
代
の
中
国
で
は
、
小

児
科
医
や
子
ど
も
相
手
の
家
庭
教
師
は
、
し
ば
し
ば
こ
の
よ
う
に
嘲
笑
さ
れ
た
。

　

儒
学
の
勉
強
は
、ま
ず
四
書
五
経
の
筆
頭
で
あ
る
『
大
学
』
か
ら
始
ま
り
、続
い
て
『
論
語
』『
孟
子
』

『
中
庸
』
の
順
に
学
習
し
た
。
今
で
言
う
な
ら
、小
学
校
一
年
生
あ
た
り
か
ら
『
大
学
』
を
読
み
始
め
、

一
年
次
の
年
度
末
に
『
論
語
』
郷
党
篇
（
第
十
篇
）
あ
た
り
に
さ
し
か
か
っ
た
、と
い
う
設
定
で
あ
る
。

か
な
り
具
体
的
に
、
明
清
時
代
の
知
識
人
家
庭
に
お
け
る
初
等
教
育
の
さ
ま
が
窺う
か
が

え
る
。

　　
㉖
教き
よ
う

法ほ
う

（
も
う
教
え
る
方
法
が
な
い
）

原
文

　
　

教
法

主
人
怪
二ムシ
ナ
ン
ガ
ヘ
タ
ナ
リ
ト
グ
ゼ
ル

師
ノ

不
一ル
レヲ

善
レカ
ラ

教
ニ

。師
曰
ク

。汝
チ

欲
下ス
ル
ヤ

我
與ト
二

令オム
ス
コ郎
一

倶
ニ

死
上セ
ン
コ
ト
ヲ

耶
。主
人
不
レ

觧
セ

。師
曰
ク

。

我
カ

教
│

法
已
ニ

盡
キ
タ
リ

矣
。
只
タ
│

除タ
│

非ダ

要
下ス
ル
ヤ

我
レ
ニハ

イ
リ
コ
ム
ヨ
リ
シ
カ
タ
ガ
ナ
イ

鑚
二
│

在
シ

令
郎
ノ

肚
裏
一ニ 

去
上ン
コ
ト
ヲ

。
我
レ
ハ

便
チ

悶ムセヒ
│

殺シス
シ

。
令
郎
ハ

便
チ

脹ハリサ
ケ
ル殺

セ
ン

。

　
書
き
下
し
文

　
　

教け
う

法は
ふ

主し
ゆ

人じ
ん 

師し

の
教
を
し
ふ
る

に
善よ

か
ら
ざ
る
を
怪あ
や
し

む
。
師し 

曰い
は

く
。
汝な
ん
ぢ 

我わ
れ 

令れ
い

郎ら
う

と
倶と
も

に
死し

せ
ん
こ
と
を
欲ほ
つ

す

る
や
。
主し
ゆ

人じ
ん 

解か
い

せ
ず
。
師し 

曰い
は

く
。
我わ

が 

教け
う

法は
ふ 

已す
で

に
尽つ
き

た
り
。
只た

だ 

除た

非だ 

我わ
れ

に
令れ
い

郎ら
う

の
肚と

裏り

に

鑽さ
ん

在ざ
い

し
去さ

る
を
要え
う

す
る
や
。
我わ
れ

は 

便す
な
は

ち 

悶も
ん

殺さ
つ

し
。
令れ
い

郎ら
う

は 

便す
な
は

ち 

脹ち
や
う

殺さ
つ

せ
ん
。

現
代
語
訳

　
（
家
庭
教
師
を
雇
っ
て
い
る
家
の
）
主
人
が
、
先
生
の
教
え
方
は
下
手
だ
と
文
句
を
言
っ
た
の
で
、

先
生
は
こ
う
言
っ
た
。

　
「
お
前
さ
ま
は
、
わ
た
し
に
御
子
息
と
一
緒
に
死
ね
と
で
も
言
う
の
で
す
か
。」

　

主
人
に
は
、
先
生
が
何
を
言
っ
て
い
る
の
か
分
か
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
先
生
は
言
っ
た
。

　
「
わ
た
し
は
ね
、も
う
す
で
に
、あ
ら
ゆ
る
手
を
尽
く
し
て
（
あ
な
た
の
息
子
さ
ん
に
）
教
え
て
や
っ

て
い
る
の
で
す
。
も
う
こ
れ
以
上
は
、
わ
た
し
が
御
子
息
さ
ま
の
お
腹な
か

の
な
か
に
入
り
込
む
よ
り
他

に
方
法
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
そ
う
す
れ
ば
、
私
は
窒
息
し
て
死
ん
で
し
ま
う
で
し
ょ
う
し
、
御
子

息
さ
ま
は
お
腹な
か

が
破
裂
し
て
死
ん
で
し
ま
う
こ
と
で
し
ょ
う
。」

　
注○

『
訳
解
笑
林
広
記
』
巻
之
上
・
腐
流
部
（
八
丁
裏
〜
九
丁
表
）。『
新
鐫
笑
林
広
記
』
巻
之
二
・
腐

流
部
（
第
一
一
一
話
、
一
二
丁
表
）。
○
怪
二ム

師
ノ

不
一ル
ヲレ

善
レカ
ラ

教
ニ

＝
先
生
の
教
え
方
が
下
手
で
あ
る

と
言
っ
て
責
め
立
て
た
。「
怪
﹇guài

﹈」（
＝「
責
怪
﹇zéguài

﹈」）
は
、
と
が
め
る
、
責
め
立
て
る

意
。
現
代
中
国
語
と
同
じ
。
左
訓
「
シ
ナ
ン
ガ
ヘ
タ
ナ
リ
ト
グ
ゼ
ル
」（
指
南
が
下
手
な
り
と
ぐ
ぜ

る
）。「
ぐ
ぜ
る
」
は
、
文
句
を
言
う
意
。「
口
舌
（
く
ぜ
ち
・
く
ぜ
つ
）」
が
動
詞
化
し
、
さ
ら
に
濁

音
化
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、「
ぐ
ぜ
る
」
の
用
例
未
見
。
○
令
郎
＝
御
子
息
。
左
訓
「
オ
ム
ス
コ
」

（
御
息
子
）。
○
耶
﹇yé

﹈＝
疑
問
の
助
詞
「
〜
か
」。
現
代
中
国
語
（
話
し
こ
と
ば
）
の
「

﹇m
a

﹈」

に
相
当
す
る
文
語
表
現
。
○
除
非
＝「
〜
し
な
い
限
り
は
」
と
い
う
意
味
の
接
続
詞
。
現
代
中
国
語

と
同
じ
。
こ
こ
で
は
「
た
だ
〜
す
る
以
外
に
方
法
は
な
い
」
意
。
右
傍
訓
「
タ
ヽ
（
た
だ
）」。
○
鑚

﹇zuān

﹈＝（
鑽き
り

で
）
穴
を
空
け
る
意
。
結
果
補
語
「
在
」
と
結
び
つ
き
、「
穴
を
空
け
て
〜
の
中
に

入
る
」意
と
な
る
。「
我
鑚
在
令
郎
肚
裏
去
」は「
私
が
御
子
息
の
腹
の
な
か
に（
穴
を
空
け
て
）入
っ

て
い
く
」
意
。
左
訓
「
ハ
イ
リ
コ
ム
ヨ
リ 

シ
カ
タ
ガ
ナ
イ
」（
入
り
込
む
よ
り
仕
方
が
な
い
）。
○

悶
殺
﹇m

ēnshā

﹈＝
息
が
出
来
ず
、
窒
息
死
す
る
。
和
刻
本
『
訳
解
笑
林
広
記
』
は
「
悶
﹇m

ēn

﹈」

を
「

﹇bì

﹈」
に
誤
刻
し
て
い
る
。
今
、
原
本
『
新
鐫
笑
林
広
記
』（
乾
隆
二
六
年
（
一
七
六
一
）

宝
仁
堂
刊
本
、京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
）
に
よ
り
改
め
た
。
左
訓
「
ム
セ
ヒ 

シ
ス
」（
噎
び
死
す
）。

○
脹
殺
﹇zhàngshā

﹈＝
腹
が
ふ
く
れ
て
死
ん
で
し
ま
う
。
左
訓
「
ハ
リ
サ
ケ
ル
」（
張
り
裂
け
る
）。

　
補
注

　

こ
の
話
は
、『
笑
府
』
巻
二
（
第
六
四
話
「
教
法
」）
に
類
話
が
あ
る
。『
笑
府
』
の
日
本
語
訳
は
、

松
枝
茂
夫
『
全
訳
笑
府
（
上
）』
七
三
頁
参
照
。
な
お
、和
刻
本
『
笑
府
』
三
種
な
ど
に
類
話
は
な
い
。

　
『
笑
府
』
収
録
話
の
原
文
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。『
笑
林
広
記
』
本
文
と
異
な
る
の
は
、
二
字
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六
〇
三
話
「
於
戯
」）、『
李
卓
吾
先
生
批
点
四
書
笑
』（
国
立
公
文
書
館
蔵
、
写
本
）
に
類
話
が
あ
る
。

『
笑
府
』
の
日
本
語
訳
は
、松
枝
茂
夫
『
全
訳
笑
府
（
上
）』
六
七
〜
六
八
頁
、大
木
康
『
笑
林
・
笑
賛
・

笑
府
他
〈
歴
代
笑
話
〉』（
中
国
古
典
小
説
選
12
、
明
治
書
院
、
二
〇
〇
八
年
、
二
四
八
〜
二
四
九
頁
）

参
照
。
な
お
、『
笑
府
』
所
収
話
は
、
和
刻
本
『
笑
府
』（
半
紙
本
、
明
和
五
年
（
一
七
六
八
）
京
都

刊
、
Ａ
本
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　
『
笑
府
』、
和
刻
本
『
笑
府
』（
半
紙
本
、
明
和
五
年
（
一
七
六
八
）
京
都
刊
、
Ａ
本
）、『
絶
纓
三
笑
』、

『
李
卓
吾
先
生
批
点
四
書
笑
』
の
原
文
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。『
笑
林
広
記
』
と
『
笑
府
』、『
絶
纓

三
笑
』
と
『
李
卓
吾
先
生
批
点
四
書
笑
』
は
、そ
れ
ぞ
れ
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
。『
絶
纓
三
笑
』
と
『
李

卓
吾
先
生
批
点
四
書
笑
』
に
は
末
尾
に
編
者
に
よ
る
コ
メ
ン
ト
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
笑
話
の
内
容

は
、四
種
す
べ
て
同
じ
で
あ
る
。『
絶
纓
三
笑
』
及
び
『
李
卓
吾
先
生
批
点
四
書
笑
』
に
見
え
る
「
編

者
の
コ
メ
ン
ト
」
に
つ
い
て
は
、
日
本
語
訳
（
拙
訳
）
を
添
え
る
。

　

『
笑
府
』
第
五
七
話
（
巻
二
・
腐
流
部
、
一
二
丁
裏
）

　
　

讀
別
字
﹇
呉
語
謂
之
白
字
﹈

有
訓

者
。
首
教
大
學
。
至
於
戯
前
王
不
忘
句
。
竟
如
字
讀

之
。
主
人
曰
。
誤
矣
。
宜
讀
作
嗚
呼
。
師
從
之
。
至
冬
間
讀
論
語

註
。
儺
雖
古
禮
而
近
於
戯
。
乃
讀
作
嗚
呼
。
主
人
曰
。
又
誤
矣
。

此
乃
於
戯
也
。
師
大
怒
。
訴
其
友
曰
。
這
東
家
甚
難
理
會
。
只

於、
、
、
、

戯
二
字
。
年、
、
、
、
、
、
、
、
、

頭
直
與
我
拗
到
年
尾

　

和
刻
本
『
笑
府
』（
半
紙
本
、
明
和
五
年
（
一
七
六
八
）
京
都
刊
、
Ａ
本
）
第
八
話
（
巻
上
、

　

三
丁
表
）

有
訓
レ

ヲ

コ
ド
モ

者 

首
メ

教
二

大
│

學
一ヲ 

至
二

於
│

戲
前
│

王
不
レ

忘
句
一ニ 

竟
ニ

如
レ

字
讀

　

之 

主
│

人
曰 

誤
レ
リ

矣 

宜
三

讀
テ

作
二ス

嗚
呼
一ト 

師
從
レ

之 

至
二リ

冬
間
一ニ

讀
二

論

　

語
ノ

註
一ヲ 

儺
ハ

雖
二

古
│

禮
一ト

而
近
二

於
戲
一ニ 

乃
讀
テ

作
二

嗚
│

呼
一ト 

主
│

人
曰 

又

　

誤
レ
リ

矣 

此
乃
於
│

戲
也 

師
大
ニ

怒
リ 

訴ツゲ
テ二

其
友
一ニ

曰 

這コ
ノ

東テイ
シ
ユ家
甚
難
二

　

理コヽロ
エ
ヌ會
一 

只
於
戯
ノ

二
│

字 

從
二

年
│

頭
一

直
與
レ

我
拗
セ
リ
ヨ
フ テ

到
二

年
尾
一ニ

　　

『
絶
纓
三
笑
』
第
六
〇
三
話
（
巻
四
・
儒
笑
九
）

　

◯
於
戲

師
敎
學
。
新
赴
館
。
先
讀
大
學
。
至
於
戲
前
王
不
忘
。

竟、
、
、
、

如
字
讀
。
主
人
曰
。

矣
。
此
宜
讀
作
嗚
呼
。
師
從
之
。

至
冬
間
讀
論
語
註
。
儺
雖
古
禮
而
近
於
戲
。
乃8

讀
作
8

8

嗚8

呼8

。
主
人
曰
。
又

矣
。
此
於
戲
也
。
師
大
怒
。
訴
其
友

曰
。
此
東
家
甚
難
理
會
。
只
於
戲
二
字

8

8

8

8

8

。
年
頭
直
與
我

8

8

8

8

8

抅8

至
年
尾

8

8

8

　

秀
才
不
識
字
。
只
讀
半
邊
。
如
此
二
字
。
只
宜
讀
方

　

虛
。
萬
無
一
失
。
曰
。
然
則
嗚
呼
二
字
。
只
消
讀
烏
乎

　

矣
。
曰
。
便
是
旁
邊
的
口
不
服
耳

8

8

8

8

8

8

8

8

8

　

『
李
卓
吾
先
生
批
点
四
書
笑
』（
国
立
公
文
書
館
、
写
本
）

蒙
師
敎
学
。
新
赴
館
。
先
読
大
学
。
至
於
戲
前
王
不
忘
。

竟
如
字
讀
。
主
人
曰
。
此
宜
讀
作
嗚
呼
。
師
從
之
。
至
冬

間
讀
論
語
註
。
儺
雖
古
禮
。
而
近
於
戯
。
乃
讀
作
嗚、
、呼。

主
人
曰
。
此
於、
、戯也
。
師
大
怒
而
別
。
歸
告
其
友
曰
。
此

東
家
甚
難
理
會
。
只、
、
、
、
、

於
戯
二
字
。
年、
、頭

拗、、
、
、
、

至
年
尾
。

畢、
、
、
、

竟
不
清
。

　

秀
才
不
識
字
。
只
讀
半
邉
。
如
此
二
字
。
只
宜
讀
方

　

虚
。
萬
無
一
失
。
曰
。
然
則
嗚
呼
二
字
。
只
消
讀
烏
乎

　

矣
。
曰
。
便
是
旁
邉
的
口
不
服
耳

　　
　
（
編
者
の
コ
メ
ン
ト
）
文
字
を
知
ら
な
い
秀
才
は
、
半
分
だ
け
文
字
を
読
む
。
こ
の
二
字
（「
於

戯
」）
の
よ
う
な
場
合
は
（
と
り
あ
え
ず
文
字
の
左
半
分
だ
け
を
読
ん
で
）、「
方
虚
﹇fāngxū

﹈」

と
読
ん
で
お
け
ば
、
万
に
一
つ
も
誤
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
（
と
、
こ
の
秀
才
な
ら
ば
考
え
る

に
ち
が
い
な
い
）。

　
　
　
（
あ
る
人
は
、
次
の
よ
う
に
言
う
。）「
そ
う
す
れ
ば
、『
嗚
呼
﹇w

ūhū

﹈』
の
二
字
は
、（
左
）

半
分
を
消
し
去
っ
て
、『
烏
乎
﹇w

ūhū

﹈』
と
読
ん
で
お
け
ば
よ
い
で
す
も
の
ね
。」
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書
き
下
し
文

　
　

於よ

戯ぎ

左さ

読ど
く

蒙も
う

訓く
ん

者し
や 
有あ

り
。
首は
じ
め

に
大だ
い

学が
く

を
教を
し

ふ
。
於あ

戯あ 

前ぜ
ん

王わ
う 

忘わ
す

れ
ず 

の
句く

に
至い
た
つ

て
。
竟つ
ひ

に
字じ

の
如ご
と

く
之こ
れ

を

読よ

む
。
主し
ゆ 
曰い
は

く
。
誤あ
や
ま

れ
り
。
宜よ
ろ
し

く
嗚あ

呼あ

と
作な

す
べ
し
。
師し 

之こ
れ

に
従し
た
が

ふ
。
冬と
う

間か
ん

に
至い
た
つ

て 

論ろ
ん

語ご

の

註ち
ゆ
う

を
読よ

む
。
儺だ

は
古こ

礼れ
い

と
雖い
へ
ど

も
而し
か

も
戯ぎ

に
近ち
か

し
。
乃す
な
は

ち
読よ
み

て
嗚あ

呼あ

と
作な

す
。
主し
ゆ

人じ
ん 

曰い
は

く
。
又ま
た

誤あ
や
ま

れ
り
。
此こ
れ 

乃す
な
は

ち 
於よ

戯ぎ

な
り
。
師し 

大お
ほ
い

に
怒い
か

り
。
其そ

の
友と
も

に
訴
う
つ
た
へ

て
曰い
は

く
。
這こ

の
東と
う

家か 

甚は
な
は

だ 

理り

会く
わ
い

し
難が
た

し
。
只た

だ 

於よ

戯ぎ

の
両り
や
う

字じ

。
年ね
ん

頭と
う

よ
り
直た
だ
ち

に
我わ
れ

と
拗あ
う

じ
て
年ね
ん

尾び

に
到い
た

る
。

　
現
代
語
訳

　

子
ど
も
向
け
の
家
庭
教
師
、ま
ず
最
初
に
（
四
書
五
経
の
最
も
基
礎
的
な
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
）『
大

学
』
を
教
え
た
。（
こ
の
テ
キ
ス
ト
の
第
三
章
に
出
て
く
る
文
章
）「
於あ

戯あ 

前ぜ
ん

王お
う 

忘わ
す

れ
ず
」
の
く
だ

り
ま
で
き
た
と
き
、（
こ
の
先
生
は
「
於よ

戯ぎ

﹇yúxì
﹈」
と
い
う
二
字
を
、
正
し
く
「
於あ

戯あ

﹇w
ūhū

﹈」

と
は
読
ま
ず
）
な
ん
と
文
字
通
り
に
（「
於よ

戯ぎ

﹇yúxì
﹈」
と
）
読
ん
で
し
ま
っ
た
。（
そ
れ
を
聞
い
て
）

主
人
が
、

　
「
間
違
っ
て
い
ま
す
ぞ
。
こ
こ
は
『
於あ

戯あ

﹇w
ūhū

﹈』
と
読
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。」

と
言
っ
た
の
で
、
先
生
は
そ
の
言
葉
に
従
っ
た
。

　
（
そ
れ
か
ら
一
年
が
過
ぎ
て
）
冬
に
な
り
、『
論
語
』（
郷
党
篇
）
の
注
「
儺だ
ハ

雖
二ド
モ

古
礼
一ト

而
モ

近
二シ

於
戯
一ニ

（
儺だ

は
古こ

礼れ
い

と
雖い
え
ど

も
而し
か

も
戯ぎ

に
近ち
か

し
）」（
朱
子
『
四し

書し
よ

集し
つ

注ち
ゆ
う

』
に
見
え
る
）
と
い
う
く
だ

り
を
読
ん
で
い
る
と
き
、（
か
つ
て
主
人
が
言
っ
た
通
り
に
「
於よ

戯ぎ

﹇yúxì

﹈」
の
二
字
を
）「
於あ

戯あ

﹇w
ūhū

﹈」
と
読
ん
だ
。（
す
る
と
、
そ
れ
を
聞
い
て
）
主
人
は
言
っ
た
。

　
「
ま
た
間
違
っ
て
い
ま
す
ぞ
。
こ
こ
は
『
於よ

戯ぎ

﹇yúxì

﹈』
と
読
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。」

　
（
今
度
ば
か
り
は
）
先
生
も
カ
ン
カ
ン
に
腹
を
立
て
、
怒
り
を
友
だ
ち
に
ぶ
ち
ま
け
た
。

　
「
こ
こ
の
主
人
は
、
ど
う
も
訳わ
け

の
分
か
ら
ん
奴
だ
ぜ
。『
於よ

戯ぎ

』
と
い
う
た
っ
た
二
文
字
の
こ
と
ぐ

ら
い
で
、
年
の
初
め
か
ら
年
の
終
わ
り
ま
で
、
ず
っ
と
ケ
チ
を
つ
け
通
し
て
い
や
が
る
。」

　
注○

『
訳
解
笑
林
広
記
』
巻
之
上
・
腐
流
部
（
八
丁
裏
）。『
新
鐫
笑
林
広
記
』
巻
之
二
・
腐
流
部
（
第

一
〇
九
話
、
一
一
丁
裏
）。
○
左
讀
＝
本
来
右
か
ら
左
へ
読
む
べ
き
文
章
を
、
左
か
ら
右
へ
読
む
こ
と
。

つ
ま
り
「
間
違
っ
た
読
み
方
を
す
る
」
意
。
左
訓
「
ヨ
ミ
チ
カ
イ
」（
読
み
違
い
）。
○

訓
＝「
訓

蒙
」、
児
童
を
教
え
導
く
こ
と
。「

」
は
「
蒙
」
の
異
体
字
。「
蒙
」
は
知
識
の
な
い
子
ど
も
、「
訓
」

は
教
え
さ
と
す
意
。
文
法
的
に
は
「
訓
蒙
（
動
詞
＋
目
的
語
）」
と
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
。『
笑
府
』
第

六
四
話
「
教
法
」、『
訳
解
笑
林
広
記
』
第
二
九
話
「
改
対
」
は
、「
訓
蒙
」
に
作
る
。
左
訓
「
コ
ド

モ
ジ
シ
ヤ
ウ
」（
子
供
師
匠
）。
○
首
メ
ニ

教
二ユ

大
學
一ヲ

＝
最
初
に
（
四
書
五
経
の
筆
頭
で
あ
る
）『
大
学
』

を
教
え
る
。「
教
ユ

」
と
あ
る
の
は
、
原
文
の
マ
マ
。
書
き
下
し
文
は
、
規
範
的
な
歴
史
的
仮
名
遣
い

「
教を
し

ふ
」
に
改
め
た
。
○
於
戯
8

8

前
王
不
レノ

忘
レ

句
＝『
大
学
章
句
』
伝
三
章
に
「
詩し
ニ

云い
は
ク

」
と
し
て
引
か

れ
る
『
詩
経
』
周
頌
・
烈
文
篇
の
一
節
。「
於あ

戯あ

」
の
二
字
は
、
文
字
通
り
に
発
音
す
れ
ば
「
於
戯

﹇yúxì

﹈」
と
な
る
が
、『
詩
経
』
の
こ
の
一
節
は
、例
外
的
に
「
於
戯
﹇w

ūhū

﹈（
感
嘆
詞
「
あ
あ
」）」

と
発
音
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。『
四し

書し
よ

集し
つ

注ち
ゆ
う

』（
元
禄
五
年
（
一
六
九
二
）
和
刻
、
巻
一
・
五
丁
表
、

早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
）
に
「
於
戲
。
音
嗚
呼
。」（「
於
戲
」
の
発
音
は
「
嗚
呼
﹇w

ūhū

﹈」
で
あ
る
）

「
於ヲ
│

戲コ
ハ

。
歎
辭
。（「
於
戲
」
は
感
嘆
詞
で
あ
る
）」
と
あ
る
。『
経
典
余
師
（
四
書
）』
巻
一
（
七
丁

裏
）
は
「
詩
ニ

│

云
ク 

於ア
│

戲ヽ
前
王
不
レ

忘
レ

（
詩し

に
云い
は

く 

於あ

戲ヽ
前ぜ
ん

王わ
う

忘わ
す

れ
不ず

）」
と
訓
読
し
、「
於あ

戲ゝ
と

は 

か
ん
し
ん
の
詞こ
と
ば

也
」
と
解
説
す
る
。『
訳
解
笑
林
広
記
』
は
「
於
戯
」
の
二
字
に
そ
れ
ぞ
れ
平ひ
よ
う

声し
よ
う

の
声し
よ
う

点て
ん

符
号
（
文
字
の
左
下
に
あ
る
小
さ
な
○
印
）
を
附
し
、
さ
ら
に
文
字
の
右
傍
に
圏
点
を

附
す
。
○
儺
ハ

雖
二ト
モ

古
禮
一ト

而
モ

近
二シ

於
戯
一ニ

。
＝
朱
子
に
よ
る
『
論
語
』
の
注
釈
書
『
四し

書し
よ

集し
つ

注ち
ゆ
う

』
に

見
え
る
。
和
刻
本
『
四し

書し
よ

集し
つ

注ち
ゆ
う

』（
元
禄
五
年
（
一
六
九
二
）
刊
、
巻
二
・
一
四
丁
裏
）
に
、「
儺
ハ

雖
二

古
ノ

禮
一ト

。
而
モ

近
二シ

於
戲
一ニ

。」
と
あ
る
。「
儺
お
に
や
ら
い
と
い
う
の
は
、（
理
想
的
な
時
代
で
あ
る
）
古
代

か
ら
伝
わ
る
儀
式
で
は
あ
る
が
、（
今
で
は
一
見
）
子
ど
も
の
遊
び
の
よ
う
に
見
え
る
。」
と
い
う
意
味
。

こ
の
場
合
の「（
近
）於
戯
」（
戯ぎ

に
近ち
か

し
）は
、文
字
通
り﹇yúxì

﹈と
読
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
儺
」

は
、『
四し

書し
よ

集し
つ

注ち
ゆ
う

』
に
「
儺
乃
多
反
」（「
儺
」
は
、「
乃だ
い

」「
多た

」
の
反
切
（
前
者
の
子
音
と
後
者
の

母
音
を
組
み
合
わ
せ
た
発
音
）で
あ
る
、つ
ま
り「
儺
」の
漢
字
音
は「
ダ
」）と
あ
る
の
に
従
い
、「
ダ
」

と
読
む
。
○
東
家
＝
主
人
、
亭
主
。
左
訓
「
テ
イ
シ
ユ
」（
亭
主
）。
○
難
二シ

理
會
一シ

＝
理
解
し
が
た
い
。

左
訓
「
ム
ツ
カ
シ
イ
」。
○
従
二リ

年
頭
一 

直
チ
ニ

與ト
レ

我
拗
シ
テ

到
二ル

年
尾
一ニ

。
＝
年
の
初
め
か
ら
、
年
の
終

わ
り
ま
で
、ず
っ
と
自
分
に
ケ
チ
を
つ
け
通
し
で
あ
る
。「
直
」＝「
一
直
﹇yìzhí

﹈」、（
〜
ま
で
）
ず
っ

と
、絶
え
間
な
く
。「
拗
﹇niù

﹈」
は
、反
対
方
向
に
ね
じ
曲
げ
る
、刃
向
か
う
意
の
動
詞
。
左
訓
「
ト

シ
ハ
シ
メ
ヨ
リ 
ト
シ
ズ
ヘ
マ
デ 

モ
カ
フ
テ
ヲ
ル
」（
年
始
め
よ
り
、
年
末
ま
で
、
向
か
ふ
て
を
る
）。

　
補
注

　

こ
の
話
は
、『
笑
府
』
巻
二
（
第
五
七
話
「
読
別
字
」）、『
絶
纓
三
笑
』
巻
四
・
儒
笑
九
（
第
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ミ
ヒ
ソ

伺ウ
カ
ヽフ 

師 

大
音ヲ
ン

ニ
テ 

這コ
ノ 

前
靣 

赤
壁
ノ
賊ゾ
ク

ハ 

ト
謂イ
ヒ

ケ
ル

ニ 

賊ゾ
ク 

大
ニ
驚ヲ
ド
ロ

キ
思
ヒ
ケ
ル
ハ 

前
靣
ニ 

ミ
ヒ
ソ

シ
ヲ 

已ス
デ

ニ
覺サ
ト

ラ
レ
タ
レ

ハ 
房イ
ヘ
ノ 

後ウ
シ
ロ

ヨ
リ 

穿ウ
ガ

チ
入
ン
ト 

夜 

已
ニ
深フ
ケ

テ 

師 

講コ
ウ 

完ヲ
ハ
ツ

テ 

後コ
ウ

房バ
ウ

ニ
徃ユ
キ 
寝イ
ネ

ン
ト
テ 

既ス
デ

ニ 

床
ニ
上
リ 

復マ
タ 

弟
子
ト 

論
シ
テ 

後
赤

壁
ノ
賦
ニ
及
ヒ 

後
赤
壁
ノ
賊ゾ
ク 

ト 

讀
ケ
レ
ハ 

偸ヌ
ス

児ビ
ト 

外
ニ
有

テ
嘆タ
ン

息ソ
ク

シ 

我 
前
後
ノ 

行ア
リ
カ藏 

悉
コ
ト
コ
ト

ク 

此 

先

ミ
ツ
ケ
ラ
ル

生
ニ 

識シ
キ

破ハ

セ
ラ

ル 

這コ
ノ

様ヤ
ウ

ノ 

先
生
ヲ 
招マ
ネ
ク 

家
ハ 

狗イ
ヌ

ヲ 

養カ
フ

ニ
及
ス
ト 

感カ
ン

ジ
テ
去サ
ル

　　
　
　
『
訳
準
笑
話
』
第
一
二
九
話
（
二
四
丁
裏
）

 　
■ザ
イ
ゴ
ガ
ク
シ
ヤ

村
學
究
■

二
ヤ
シ
ナ
ハ
ル
│

餬
ス

人
家
一ニ

。
夜
為
二

子
弟
一ノ

誦
レ

文
ヲ

。
讀
二テ

賦
ノ

字
一ヲ

為
レ

賊
ト

。
適ゝ
有
二

　
　

偸
兒
一

。
潜
ニ

造
二ル

窓
前
一ニ

。
聞
三

其
呼
二ヲ

前
赤
壁
ノ

賊
一ト

。ヒ
ソ
ヒ
ソ
ニ

悄
然
斂
レ

跡
ヲ

。
遶
テ

抵
二ル

後

　
　

庭
一ニ

。
亦
呼
二

後
赤
壁
ノ

賊
一ト

。
偸
兒
膽
潰
ル

。
曰
。
我
カ

之
所
レ

至
ル

。
彼
輙
識
破
ス

。

　
　

留
二

養
ス

如
レ

是
ノ

先
生
一ヲ

。
不
二

復
須
一
レ

畜
レコ
ト
ヲ

狗
ヲ

矣

　　
　
　

ぼ
ん
く
ら
の
田い
な
か舎
儒じ
ゆ

者し
や

（「
村
学
究
」
の
左
訓
「
ザ
イ
ゴ
ガ
ク
シ
ヤ
」
は
「
在ざ
い

郷ご
う

（
田
舎
）

の
学
者
」
の
意
）、
雇
わ
れ
教
師
と
し
て
、
何
と
か
糊こ

口こ
う

を
し
の
い
で
い
た
。

　
　
　

あ
る
夜よ

、
教
え
子
の
た
め
に
（
教
科
書
の
）
文
を
読
み
上
げ
て
い
た
と
こ
ろ
、（
文
体
名
の
）

「
賦ふ

」
と
い
う
文
字
を
（「
こ
そ
泥ど
ろ

」
と
い
う
意
味
の
）「
賊ぞ
く

」
と
読
ん
で
し
ま
っ
た
。
折
し
も
、

泥
棒
が
こ
っ
そ
り
窓
の
外
に
身
を
潜
め
て
い
る
最さ
い

中ち
ゆ
うだ
っ
た
の
で
、泥
棒
は
「（
家
の
）
前
（
に

い
る
）
赤
壁
の
泥
棒
（「
前
赤
壁
賊
」）」
と
呼
ば
わ
る
声
を
耳
に
し
て
、
抜
き
足
忍
び
足
で
そ

の
場
を
離
れ
、ぐ
る
っ
と
回
っ
て
、裏
庭
の
方
へ
や
っ
て
き
た
。
す
る
と
ま
た
し
て
も
、「（
家
の
）

後
ろ
に
い
る
赤
壁
の
泥
棒（「
後
赤
壁
賊
」）」と
呼
ば
わ
る
声
が
し
た
の
で
、泥
棒
は
肝き
も

を
潰つ
ぶ

し
て
、

こ
う
言
っ
た
。

　
　
　
「
私
が
行
く
と
こ
ろ
行
く
と
こ
ろ
、
す
べ
て
こ
の
人
に
見
破
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
先

生
を
抱
え
込
ん
で
い
る
な
ら
ば
、
も
は
や
狗い
ぬ

を
飼
う
必
要
な
ど
な
い
で
あ
ろ
う
。」

　　
『
訳
準
笑
話
』
の
本
文
は
、
内
容
は
『
笑
林
広
記
』
と
ほ
ぼ
同
じ
だ
が
、
文
体
は
古
典
的
な
漢
文

に
書
き
換
え
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、『
笑
林
広
記
』
に
用
い
ら
れ
て
い
た
会
話
文
中
の
語
気
助

詞
「
呀
」「
了
」
や
口
語
的
な
白
話
語
彙
「
這
様
（
こ
の
よ
う
な
）」「
都
（
み
な
）」
な
ど
は
削
除
さ
れ
、

文
言
語
彙
で
あ
る
「
寄
餬
」「
斂
跡
」「
如
是
」
な
ど
が
書
き
加
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。「
訳
準
」、

つ
ま
り
「
日
本
人
が
正
し
い
漢
文
で
文
章
を
作
成
す
る
と
き
の
模
範
例
文
（
漢
訳8

に
あ
た
っ
て
の
基

準8

）」を
示
す
と
い
う
本
書
の
表
向
き
の
出
版
意
図
を
反
映
し
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。『
訳

準
笑
話
』
の
文
章
は
、
こ
の
よ
う
に
概
ね
極
め
て
古
典
的
な
文
言
で
綴
ら
れ
て
い
る
。
言
い
替
え
れ

ば
、
古
代
中
国
語
の
語
法
に
従
っ
た
難
解
な
文
章
で
あ
り
、
一
般
的
な
中
国
人
に
と
っ
て
は
読
み
に

く
い
（
高
級
な
）
文
章
に
な
っ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
余
説

　

ぼ
ん
く
ら
教
師
の
読
み
違
い
が
、
今
度
は
泥
棒
を
追
い
払
っ
た
と
い
う
笑
い
話
。

　

こ
れ
ま
で
の
話
は
、
読
み
違
い
に
よ
る
失
敗
譚
ば
か
り
で
あ
っ
た
が
、
今
回
は
、「
読
み
違
い
に

よ
る
儲も
う

け
話
」
と
い
う
趣
向
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
あ
く
ま
で
も
「
ぼ
ん
く
ら
教
師
」
を
馬
鹿
に
す

る
の
が
こ
の
話
の
狙
い
で
あ
り
、「
へ
っ
ぽ
こ
儒
者
の
読
み
違
い
で
泥
棒
が
退
散
し
た
な
ど
と
い
う
、

そ
ん
な
馬
鹿
げ
た
こ
と
が
実
際
に
あ
っ
て
た
ま
る
も
の
か
」
と
い
う
痛
烈
な
皮
肉
を
、
こ
こ
に
も
敏

感
に
嗅か

ぎ
取
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

な
お
、「
こ
の
よ
う
な
先
生
を
雇
っ
て
い
る
な
ら
ば
、
番
犬
を
飼
う
必
要
な
ど
あ
り
は
す
ま
い
」

と
い
う
最
後
の
一
句
を
、『
訳
解
笑
林
広
記
』
第
一
七
話
「
狗く

頭と
う

師し

（
戌い
ぬ

年ど
し

生
ま
れ
の
バ
カ
教
師
）」

の
場
合
と
同
じ
よ
う
に
、
こ
の
ぼ
ん
く
ら
教
師
を
人
間
以
下
の
獣
け
だ
も
の

で
あ
る
「
狗い
ぬ

」
並な
み

に
取
り
扱
お

う
と
し
て
い
る
、
と
解
釈
す
れ
ば
、
さ
ら
に
一
層
シ
ニ
カ
ル
で
あ
る
。

　　
㉕
於よ

戯ぎ

左さ

読ど
く

（「
於あ

戯あ

」
の
二
文
字
を
読
み
間
違
え
る
）

原
文

　
　

於
│

戯
ヨ
ミ
チ
カ
イ

左
讀

有
二リ　

訓

コ
ド
モ
ジ
シ
ヤ
ウ者
一

。
首
メ
ニ

教
二ユ

大
學
一

。
至
二テ

於
戯
8

8

前
王
不
レノ

忘
レ

句
一ニ

。
竟
ニ

如
レク

字
ノ

讀
レム

之
ヲ

。
主
曰
ク

。

誤
レ
リ

矣
。
宜シ
三ク

讀
テ

作
二ス

嗚
呼
8

8

一ト

。
師
従
レフ

之
ニ

。
至
二テ

冬
間
一ニ

讀
二ム

論
語
ノ

註
一ヲ

。
儺
ハ

雖
二ト
モ

古
禮
一ト

而
モ

近
二シ

於

戯
一ニ

。
乃
チ

讀
テ

作
二ス

嗚
呼
一ト

。
主
人
曰
ク

。
誤
レ
リ

矣
。
此
レ

乃
チ

於
戯
8

8

也

也
。
師
大
ニ

怒
リ

。
訴
二テ

其
ノ

友
一ニ

曰
ク

。

這
ノ

東テイ
シ
ユ家
甚
タ

難ム
ツ
カ
シ
イ

二シ

理
會
一シ

。
只ゝ
於
│

戯
ノ

両
│

字
。
従
二リ
ト
シ
ハ
シ
メ
ヨ
リ

年
頭
一

ト
シ
ズ
ヘ
マ
デ

直
チ
ニ

與
レ
ト

我
モ
カ
フ
テ
ヲ
ル
拗
シ
テ

到
二

年
尾
一ニ

。
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違た
が

へ
り
）」
と
い
う
訳
注
が
附
さ
れ
て
い
る
。
○
赤
﹇
作
二ス

拆
ノ

字
一ト

﹈（
割
注
）＝「
赤
﹇chì

﹈」
と
い

う
文
字
を
「
拆
﹇chāi

﹈」
と
い
う
語
の
意
味
で
理
解
す
る
（
原
注
）。
明
清
時
代
の
呉
方
言
で
は
「
赤
」

と
「
拆
」
は
同
じ
発
音
で
あ
っ
た
（『
笑
府
』
巻
十
・
形
体
部
、第
四
四
四
話
「
赤
鼻
」
の
原
注
に
「
呉

語
赤
拆
同
音
」（
五
丁
裏
）
と
あ
る
）。
三
国
時
代
の
古
戦
場
で
あ
り
、
明
代
白
話
小
説
『
三
国
演

義
』
の
名
場
面
と
し
て
有
名
な
「
赤
壁
」
の
二
字
を
、
同
音
の
別
字
「
拆
壁
」
と
解
釈
し
た
場
合
に

は
、「
壁
を
こ
わ
す
」
と
い
う
意
味
に
な
る
。
た
だ
し
、
和
刻
本
『
訳
解
笑
林
広
記
』
の
テ
キ
ス
ト

は
「
拆
﹇chāi

﹈」
を
「
折
﹇zhé

﹈」
に
誤
刻
し
て
い
る
。
今
、原
本
（
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
『
新

鐫
笑
林
広
記
』
乾
隆
二
六
年
（
一
七
六
一
）
宝
仁
堂
刊
本
）
に
よ
り
改
め
た
。
○
前
│

面
ハ

既
ニ

覺
フ

＝

こ
ち
ら
側
（
の
建
物
に
泥
棒
が
潜
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
）
は
、す
で
に
気
づ
か
れ
て
い
る
。「
覺
フ

」

（
お
ぼ
ふ
）、
原
文
の
マ
マ
。
書
き
下
し
文
に
お
い
て
は
、
規
範
的
な
歴
史
的
仮
名
遣
い
「
覚お
ぼ

ゆ
」
に

改
め
た
。
○
穿

﹇chuān yú

﹈＝「
穿
踰
」、
壁
に
穴
を
開
け
て
（
穿
）、
塀
を
乗
り
越
え
る
（

）

こ
と
。
古
代
中
国
に
お
い
て
は
も
と
よ
り
、
明
清
時
代
に
至
る
ま
で
、
泥
棒
は
実
際
に
壁
に
穴
を
開

け
て
家
の
中
に
忍
び
込
み
、
物
品
財
宝
を
盗
み
取
っ
た
。『
論
語
』
陽
貨
篇
一
二
に
、「
子
ノ

曰
。
色

厲
ク

而
内
荏
ナ
ル

。
譬
二フ

諸
ヲ

小
│

人
一ニ

。
其
レ

猶
二キ

穿
│

ノ

之
盗
一ノ

也
與カ

（
色い
ろ

厲は
げ

し
く 

内う
ち 

荏じ
ん

な
る 

諸こ
れ

を
小せ
う

人じ
ん

に
譬た
と
ふ 

其そ
れ 

穿せ
ん

之
ゆ

盗
の

の
と
う

猶ご
と

き
與か

）」（
訓
点
お
よ
び
書
き
下
し
文
は
『
経
典
余
師
（
四
書
之
部
）』

巻
四
（
二
五
丁
裏
）
に
よ
る
）
と
あ
る
。
○
後
房
＝
母お
も

屋や

の
裏
側
に
建
て
ら
れ
た
家
屋
の
こ
と
。
母

屋
を
「
正
房
」「
前
房
」
と
い
う
の
に
対
し
て
、
裏
側
の
家
屋
を
「
後
房
」
と
い
う
。
多
く
は
妾め
か
け

の

住
む
建
物
と
し
て
利
用
さ
れ
た
が
、『
笑
林
広
記
』
の
用
例
に
よ
り
、
お
抱
え
の
家
庭
教
師
の
寝
所

と
し
て
も
利
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
本
話
で
は
、
さ
ら
に
家
庭
教
師
が
教
え
子
（
家
の
主

人
の
息
子
）
と
寝
所
で
ベ
ッ
ド
に
横
に
な
り
な
が
ら
、
こ
の
日
の
講
義
内
容
（「
赤
壁
の
賦
」）
に
つ

い
て
話
し
続
け
て
い
る
設
定
に
な
っ
て
い
る
。『
笑
林
広
記
』
の
記
述
か
ら
、
明
清
時
代
の
知
識
人

家
庭
に
お
け
る
日
常
生
活
が
垣か
い

間ま

見み

ら
れ
る
こ
と
は
、
こ
の
笑
話
集
が
一
級
の
風
俗
資
料
と
し
て
の

価
値
を
有
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
○
後
面
ノ

赤
壁
賦
＝
蘇そ

軾し
よ
く「
後
赤
壁
の
賦
」（「
赤
壁
の
賦
」

の
後
半
部
分
）
の
こ
と
。「
後
」、
左
訓
「
ア
ト
ノ
」（
後
の
）。
○
亦
ヲ

如
レク

前
ノ

読
ム

。
＝
ま
た
し
て
も
、

さ
き
ほ
ど
と
同
じ
よ
う
に
読
ん
だ
。「
亦ま
た

」
を
「
な
を
」
と
読
む
の
は
珍
し
い
が
、
こ
の
文
章
の
語

勢
と
し
て
は
適
切
で
あ
る
。「
ま
た
し
て
も
、さ
っ
き
と
同
じ
よ
う
に
（
間
違
っ
て
文
字
を
）
読
ん
だ
」

の
意
。
○
我
レ

前アト
サ
キ
ノ
後
ノ

行
│
シ
ハ
サ藏
。
悉
ク

被
二

此
ノ

人
ニ
■シ
リ
ヌ
カ
レ
タ

識
破
■
一セ

。
＝
私
の
行
動
は
、
始
め
か
ら
終
わ
り
ま
で
、

す
べ
て
こ
の
人
に
見
透
か
さ
れ
て
い
る
。「
我
レ

」、原
文「
我
シ

」。
今
、意
に
よ
っ
て
改
め
た
。「
前
後
」、

さ
っ
き
の
こ
と
と
、
そ
の
後
で
し
た
、
今
の
こ
と
。
左
訓
「
ア
ト
サ
キ
ノ
」。「
行
藏
﹇xíngcáng

﹈」

は
、
動
静
、
秘
密
、
内
幕
の
意
。
左
訓
「
シ
ハ
サ
」。「
識
破
」
は
、
見
破
る
、
見
透
か
す
こ
と
。
左

訓「
シ
リ
ヌ
カ
レ
タ
」（
知
り
抜
か
れ
た
）。
○
人
家
＝
話
し
こ
と
ば
で
は
、「
他ひ
と人
様さ
ま

」「
ひ
と（
他
人
）」

の
意
で
使
用
す
る
の
が
普
通
だ
が
、こ
こ
は
文
字
通
り「
人
の
家
」「
家
庭
」の
意
。
そ
の
よ
う
な「
家
」

で
は
、
番
犬
を
飼
う
必
要
が
な
い
、
と
い
う
次
の
一
文
に
も
か
か
っ
て
い
る
。
左
訓
「
ヒ
ト
〳
〵
」

（
人
々
）。
○
看
カ
ヒ
イ
ヌ

│

家
│

狗
﹇kānjiāgǒu

﹈＝
家
を
見
守
る
犬
、
つ
ま
り
番
犬
の
こ
と
。「
看
」
は
、「
見

る
」
意
の
と
き
は
﹇kàn

﹈
と
発
音
さ
れ
る
が
、「
家
を
見
守
る
」
意
の
場
合
は
﹇kān

﹈
と
声
調
が

変
わ
る
。
左
訓
「
カ
ヒ
イ
ヌ
」（
飼
ひ
犬
）。
○
不
レ

消
二ヒ

養
ヒ

得
一ル
ヲ

了
＝
飼
う
必
要
が
な
い
。
左
訓
「
カ

ウ
ニ
モ
ヲ
ヨ
バ
ヌ
」（
飼
う
に
も
及
ば
ぬ
）。
○
﹇
呀
ハ

助
詞
也
﹈（
割
注
）＝「
呀
」
は
、
助
詞
で
あ
る
、

と
い
う
意
味
。「
呀
﹇ya

﹈」
と
い
う
語
は
、
文
の
中
間
ま
た
は
文
末
に
用
い
ら
れ
る
語
気
助
詞
。
日

本
語
の
「
〜
な
ぁ
」「
〜
よ
」
に
当
た
る
。
こ
の
割
注
は
、
遠
山
荷
塘
に
よ
る
訳
注
で
あ
り
、
原
本

に
は
な
い
。

　
補
注

　

こ
の
話
は
、
原
本
『
笑
府
』、
和
刻
本
『
笑
府
』
三
種
、
ま
た
『
笑
顔
は
じ
め
』『
解
顔
新
話
』

『
即そ
く

当と
う

笑え

合あ
わ
せ

』
に
類
話
は
な
い
。『
笑
林
広
記
』
所
収
話
の
翻
訳
が
、
東
洋
文
庫
24
『
中
国
笑
話
選

　

江
戸
小
咄
と
の
交
わ
り
』（
松
枝
茂
夫
・
武
藤
禎
夫 

編
訳
、
平
凡
社
、
一
九
六
四
年
、
二
六
四

頁
）、
中
国
古
典
文
学
大
系
59
『
歴
代
笑
話
集
』（
松
枝
茂
夫
訳
、
平
凡
社
、
一
九
七
〇
年
、
三
五
八

頁
）
に
備
わ
る
。

　

な
お
、伊
丹
椿
園
に
よ
る
『
笑
林
広
記
鈔
』（
安
永
七
年
（
一
七
七
八
）
刊
、第
一
一
話
「
赤セ
キ

壁ヘ
キ
ノ

賦フ

」、

四
ノ
五
丁
裏
〜
六
丁
表
）
に
、
漢
字
カ
タ
カ
ナ
交
じ
り
文
に
よ
る
和
文
訳
が
備
わ
り
、
津
阪
東
陽
に

よ
る
『
訳
準
笑
話
』（
文
政
七
年
（
一
八
二
四
）
刊
、
第
一
二
九
話
、
二
四
丁
裏
）
に
は
、『
笑
林
広

記
』
所
収
話
を
古
典
漢
文
の
文
体
（
文
言
）
に
書
き
直
し
た
漢
文
笑
話
（
内
容
は
同
じ
）
が
収
ま
る
。

　
『
笑
林
広
記
鈔
』
お
よ
び
『
訳
準
笑
話
』
の
原
文
は
、
そ
れ
ぞ
れ
以
下
の
通
り
。『
訳
準
笑
話
』
に

つ
い
て
は
、
拙
訳
を
添
え
て
お
く
。

　

『
笑
林
広
記
鈔
』
第
一
一
話
（
四
ノ
五
丁
裏
〜
六
丁
表
）

　
　

赤セ
キ

壁ヘ
キ
ノ

賦フ

 

庸
ヤ
ク
ザ
ナ
ル

師シ 

一
夜 
弟
子
ト
前
後
赤
壁ヘ
キ

ノ
両
賦フ

ヲ
講コ
ウ

論
ス 

賦

　

ノ
字
ヲ
賊ゾ
ク

ノ
字
ト

思
ヒ
イ
タ
リ
ケ
ル
ニ 

適
タ
マ
タ
マ 

偸ヌ
ス

児ビ
ト

ア
ツ
テ 

窻
外
ニ

54
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先
生
一ヲ

。
看カヒ
イ
ヌ
│

家
│

狗
モ

都ミ
ナ

不カウ
ニ
モ
ヲ
ヨ
バ
ヌ

レ

消
二ヒ

養
ヒ

得
一ル
ヲ

了
﹇
呀
ハ

助
詞
也
﹈

　
書
き
下
し
文

　
　

赤せ
き

壁へ
き

の
賦ふ

庸よ
う

師し 

別べ
つ

字じ

を
慣く
わ
ん

読ど
く

す
。
一い
ち

夜や 

徒と

と 

前ぜ
ん

後こ
う

赤せ
き

壁へ
き

の
両り
や
う

賦ふ

を
講か
う

論ろ
ん

す
。
竟つ
ひ

に
賦ふ

字じ

を
念ね
ん

じ
て
賊ぞ
く

字じ

と
為な

す
。
適た
ま

た
ま 
偸ち
ゆ
う

児じ 

有あ
つ

て
潜ひ
そ
か

に
窓さ
う

外ぐ
わ
い

に
伺う
か
が

ふ
。
師し 

乃す
な
は

ち 

朗ら
う

誦し
よ
う

大た
い

言げ
ん

し
て
曰い
は

く
。
這こ

の

前ぜ
ん

面め
ん

の
赤せ
き

﹇
拆た
く

の
字じ

と
作な

す
﹈
壁へ
き

賊ぞ
く

呀や
あ

。
賊ぞ
く 

大お
ほ
い

に
驚お
ど
ろ

き
。
因よ
つ

て
思お
も

ふ 

前ぜ
ん

面め
ん

は 

既す
で

に
覚お
ぼ

ゆ
。
若し

か
ず 

後こ
う

房ば
う

に
往ゆ
き

て 

穿せ
ん

し
ゆ

て
入い
ら

ん
に
は
。
時と
き 

已す
で

に 

夜よ 

深ふ
か

く
。
師し 

講か
う

し
完を
は

り 

後こ
う

房ば
う

に
往ゆ
き

て 

寝し
ん

に
就つ

く
。
既す
で

に 

床と
こ

に
上の
ぼ

る
。
復ま

た 
徒と

と 

後こ
う

面め
ん

の
赤せ
き

壁へ
き

賦ふ

に
論ろ
ん

及き
ふ

す
。
亦な

を 

前ま
え

の
如ご
と

く
読よ

む
。
偸ち
ゆ
う

児じ 

外そ
と

に
在あ

り 

嘆た
ん

息そ
く

し
て
曰い
は

く
。
我わ
れ 
前ぜ
ん

後ご

の
行か
う

蔵ざ
う

。
悉
こ
と
ご
と

く 

此こ

の
人ひ
と

に
識し
き

破は

せ
ら
る
。
人じ
ん

家か 

這こ

の
様や
う

な
る
先せ
ん

生せ
い

を
請せ
い

了れ
う

せ
ば
。
看か
ん

家か

狗く

も 
都み
な 
養や
し
な

ひ
得う

る
を
消も
ち

ひ
ず
。﹇
呀や
あ

は 

助じ
よ

詞し

也な
り

﹈

　
現
代
語
訳

　

ぼ
ん
く
ら
教
師
、
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
文
字
を
読
み
間
違
え
る
。
あ
る
夜
、
弟
子
と
い
っ
し
ょ
に
「
前ぜ
ん

赤せ
き

壁へ
き

の
賦ふ

」「
後こ
う

赤せ
き

壁へ
き

の
賦ふ

」
を
講
読
し
て
い
る
と
、
こ
と
も
あ
ろ
う
に
「
賦ふ

」
を
「
賊ぞ
く

」
と
読
み

間
違
え
た
。

　

ち
ょ
う
ど
そ
の
と
き
、
泥
棒
が
こ
っ
そ
り
窓
の
外
か
ら
中
を
う
か
が
っ
て
い
た
。
先
生
は
、
大
き

な
声
を
張
り
上
げ
て
、次
の
よ
う
に
朗
々
と
（
蘇そ

軾し
よ
く

の
有
名
な
「
賦
」
の
タ
イ
ト
ル
を
）
読
み
あ
げ
た
。

　
「
こ
の
、
前
の
赤
壁
の
賊ぞ
く

に
つ
い
て
だ
が
な
…
…
（
訳
者
注
…
ぼ
ん
く
ら
教
師
は
「
こ
の
、『
赤8

壁

の
賦8

』の
前
半
部
分
に
つ
い
て
だ
が
な
…（「
這
前
面
赤8

壁
賦8

呀
」）」と
言
っ
た
つ
も
り
な
の
だ
が
、「
赤

﹇chì

﹈」
と
「
拆
﹇chāi

﹈」
の
発
音
が
呉
方
言
で
は
同
じ
で
あ
る
上
に
、「
賦
﹇fù

﹈」
を
「
賊
﹇zéi
﹈」

と
読
み
間
違
え
て
し
ま
っ
た
た
め
、
壁
を
こ
わ
し
て
家
宅
侵
入
を
た
く
ら
ん
で
い
た
泥
棒
の
耳
に
は
、

「
壁
を
こ
わ
そ
う
と
し
て
い
る
、
こ
ち
ら
側
の
泥
棒
よ
（「
這
前
面
拆8

壁
賊8

呀
」）」
と
い
う
意
味
に
聞

こ
え
た
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
蘇そ

軾し
よ
く

の
「
赤
壁
の
賦
」
は
、
前
半
部
分
の
「
前ぜ
ん

赤せ
き

壁へ
き

の
賦ふ

」
と

後
半
部
分
の
「
後こ
う

赤せ
き

壁へ
き

の
賦ふ

」
の
二
部
に
分
か
れ
て
い
る
。）」

　

泥
棒
は
、（
こ
れ
を
聞
い
て
）
び
っ
く
り
仰
天
。「
も
う
こ
ち
ら
側
の
壁
（
に
泥
棒
が
潜
ん
で
い
る

こ
と
）
は
バ
レ
て
い
る
、
母お
も

屋や

の
向
こ
う
側
へ
行
っ
て
、
壁
に
穴
を
開
け
て
侵
入
し
た
方
が
よ
い
。」

と
考
え
た
。

　

夜よ

も
更ふ

け
て
く
る
と
、先
生
は
講
読
を
終
え
、（
母お
も

屋や

の
裏
側
に
あ
る
）奥
の
建
物（
寝し
ん

所じ
よ

）に
下
が
っ

て
寝
る
こ
と
に
し
た
。
ベ
ッ
ド
に
入
り
、
弟
子
と
ふ
た
た
び
「
後こ
う

赤
壁
の
賦ふ

」
に
つ
い
て
語
り
始
め

た
と
こ
ろ
、
今
度
も
ま
た
さ
っ
き
と
同
じ
よ
う
に
、（「
後こ
う

赤8

壁
の
賦8

」
を
「
こ
の
後
ろ
側
の
壁
を
こ

わ
そ
う
と
し
て
い
る
泥
棒
よ
（「
這
後
面
拆8

壁
賊8

呀
」）」
と
聞
こ
え
る
よ
う
な
発
音
で
）
読
み
あ
げ
た
。

泥
棒
は
、
外
で
溜た
め

息い
き

を
吐つ

き
な
が
ら
、
こ
う
言
っ
た
。

　
「
や
れ
や
れ
、
俺
の
行
動
は
始
め
か
ら
終
わ
り
ま
で
、
す
べ
て
こ
の
人
に
見み

透す

か
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
先
生
を
家
庭
教
師
に
雇や
と

っ
て
い
る
家
で
は
、
番
犬
を
飼
う
必
要
な
ど
あ
り
は
す
ま
い
。」

　
注○

『
訳
解
笑
林
広
記
』
巻
之
上
・
腐
流
部
（
八
丁
表
〜
裏
）。『
新
鐫
笑
林
広
記
』
巻
之
二
・
腐
流
部

（
第
一
〇
八
話
、
一
一
丁
表
〜
裏
）。
○
赤
壁
賦
＝
宋
代
の
文
人
、
蘇そ

軾し
よ
く

（
字あ
ざ
な

は
東と
う

坡ば

）
が
作
っ
た

「
賦ふ

」。「
賦ふ

」
と
は
、
韻
文
と
散
文
を
組
み
合
わ
せ
た
文
体
の
こ
と
。
多
く
歴
史
的
な
事
件
や
風
物

が
描
か
れ
る
。
江
戸
時
代
の
文
人
た
ち
の
基
礎
的
漢
文
読
本
で
あ
っ
た
『
古こ

文ぶ
ん

真し
ん

宝ぽ
う
（
後こ
う

集し
ゆ
う

）』（
中

国
宋
代
に
編
集
さ
れ
た
注
釈
付
き
の
詩
文
集
、
江
戸
時
代
の
日
本
で
は
、
和
刻
本
と
し
て
、
元
文
五

年
（
一
七
四
〇
）
刊
、
宝
暦
十
二
年
（
一
七
六
二
）
重
刻
、
文
化
十
五
年
（
一
八
一
八
）
補
刻
な
ど
、

数
多
く
出
板
さ
れ
た
）
に
は
、「
賦ふ

」
の
す
ぐ
れ
た
作
品
例
と
し
て
、蘇
軾
「
前
赤
壁
賦
」「
後
赤
壁
賦
」

の
ほ
か
、賈
誼
「
弔
屈
原
賦
」、杜
牧
「
阿
房
宮
賦
」、欧
陽
脩
「
秋
声
賦
」
な
ど
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

○
庸
師
＝
平
凡
な
先
生
。
伊
丹
椿
園
訳
『
笑
林
広
記
鈔
』（
安
永
七
年
（
一
七
七
八
）
刊
、
六
丁
表
）

に
は
「
庸
ヤ
ク
ザ
ナ
ル

師シ

」
と
訳
さ
れ
て
い
る
。
○
偸
児
﹇tōur

﹈＝「
小
偸
」、
泥
棒
、
こ
そ
泥ど
ろ

の
こ
と
。
左

訓
「
ヌ
ス
ヒ
ト
」（
盗
人
）。
○
這
前
面
赤
壁
賊
呀
＝
発
話
者
（
ぼ
ん
く
ら
教
師
）
と
し
て
は
、「
こ
の
、

『
赤
壁
の
賦
』
の
前
半
部
分
に
つ
い
て
は
な
ぁ
…
」
と
い
う
つ
も
り
で
言
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
が
、

「
賦ふ

」
を
「
賊ぞ
く

」
と
読
み
間
違
え
て
し
ま
っ
た
た
め
、外
か
ら
中
を
窺う
か
が

っ
て
い
る
泥
棒
の
耳
に
は
、「
こ

の
、
前
の
方
の
壁
を
こ
わ
そ
う
と
し
て
い
る
泥
棒
め
が
!
」
と
聞
こ
え
た
の
で
あ
る
。「
呀
﹇ya

﹈」

は
、語
勢
を
整
え
る
た
め
の
語
気
助
詞
。
文
の
中
間
に
用
い
ら
れ
た
場
合
は
、「
〜
に
つ
い
て
は
な
ぁ
」

の
「
な
ぁ
」
に
相
当
す
る
語
気
を
添
え
る
。
た
だ
し
、「
こ
っ
ち
へ
来
い
よ
（「
你
来
呀
!
」）」
の
「
よ
」

の
よ
う
に
、
文
末
に
用
い
ら
れ
れ
ば
、
呼
び
か
け
る
よ
う
な
語
気
が
加
わ
る
。
ぼ
ん
く
ら
教
師
の
意

識
で
は
「『
前
赤
壁
の
賦
』
に
つ
い
て
だ
が
な
ぁ
」
と
話
し
て
い
た
だ
け
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
泥
棒

の
耳
に
は
、「
こ
の
こ
ち
ら
側
の
壁
を
こ
わ
そ
う
と
す
る
泥
棒
め
、
お
い
!
」
と
い
う
意
味
に
聞
こ

え
た
の
で
あ
る
。「
前
」、
左
訓
「
マ
ヘ
ノ
」（
前
の
）。
な
お
、
和
刻
本
『
訳
解
笑
林
広
記
』
に
は
、

こ
の
箇
所
の
上
段
欄
外
に
「
カ
ベ
ヲ
ホ
ジ
ル
ヌ
ス
ビ
ト
ト
ヨ
ミ
タ
カ
ヘ
リ
（
壁か
べ

を
穿ほ
じ

る
盗ぬ
す

人び
と

と
読よ

み
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二
升
」
で
あ
る
が
、『
笑
林
広
記
』
に
お
い
て
は
「
銀
三
分
」
と
な
っ
て
い
る
点
、ま
た
『
笑
林
広
記
』

で
は
、『
孝
経
』「
是
何
言
與
。
是
何
言
與
。」
に
加
え
て
、『
論
語
』
先
進
篇
一
四
「
夫
人
不
言
。
言

必
有
中
」
の
読
み
間
違
い
も
追
加
し
て
い
る
点
が
異
な
っ
て
い
る
。

　　
『
絶
纓
三
笑
』第
五
九
五
話「
大
学
序
」の
原
文
と
拙
訳
は『
訳
解
笑
林
広
記
』第
二
三
話「
退
束
修
」

の
補
注
に
掲
載
し
て
お
い
た
が
（
六
一
〜
六
〇
頁
）、『
李
卓
吾
先
生
批
点
四
書
笑
』
所
収
の
原
文
と

併
せ
て
、
該
当
箇
所
の
原
文
と
拙
訳
を
こ
こ
に
再
録
し
て
お
く
。『
四
書
笑
』
お
よ
び
『
絶
纓
三
笑
』

掲
載
話
は
、「
下
士
」
の
コ
メ
ン
ト
が
加
え
ら
れ
て
い
る
以
外
は
、『
笑
府
』
所
収
話
と
ほ
ぼ
同
文
で

あ
る
。

　

『
李
卓
吾
先
生
批
点
四
書
笑
』（
国
立
公
文
書
館
蔵
、
写
本
）

有
主
人
以
米
數
石
延
蒙
師
。
与
之
約
。
讀
一
別
字
。

罰
米
一
升
。
至
散
館
。
計
一
年
所
讀
退
却
。
止
存
米

二
升
耳
。
師
大
失
望
。
歎
曰
。
是
何
言
興
。
是
何
言
興

蓋
誤
與
為
興
也
。
主
人
曰
。
連
二
升
一

。
無
有
了
。

　

下
士
曰
。
生
前
。
既
已
。
退
訖
。
死
後
或
無
果
報
。
○

　

又
曰 

親
當
作
新 

身
當
作
心 

有
果
報 

無
果
報

　　
　
『
絶
纓
三
笑
』
第
五
九
五
話
「
大
学
序
（
一
説
の
二
）」（
巻
四
、
儒
笑
一
）

　

○
有
主
人
以
米
數
石
延
蒙
師
。
與
之
約
。
讀

　

一
別
字
。
罰
米
一
升
。
至
散
館
。
計、
、
、
、
、
、
、

一
年
所
讀
退
卻

　

止、
、
、
、
、
、

存
米
二
升
耳
。
主
人
取
置
案
上
。
師
大
失
望
。
歎

　

曰
。
是
何
言
興
是
何
言
興

8

8

8

8

8

8

8

8 

葢
誤
與
爲
興
也
。
主
人

　

願
童
子
曰
。
連
二
升
一

8

8

8

8

■8

拿
進
8

8　

下
士
曰
。
生
前
8

8

　
 

既8

已
退
卻

8

8

8

。
死
後
或
無
果
報

8

8

8

8

8

8

。

　　
　

○
あ
る
主
人
、
米
数
石
で
ぼ
ん
く
ら
教
師
を
招
き
入
れ
、
文
字
を
一
つ
読
み
間
違
え
た
ら
、
罰

と
し
て
米
一
升
を
減
額
す
る
と
約
束
さ
せ
た
。
家
庭
教
師
の
任
が
明
け
た
と
き
、
一
年
間
で
読

み
間
違
え
た
分
を
精
算
し
、
給
料
か
ら
差
し
引
く
と
、
米
二
升
し
か
残
ら
な
か
っ
た
。
主
人
は

（
そ
の
二
升
の
米
を
）
机
の
上
に
ド
ン
と
置
い
た
。
ぼ
ん
く
ら
教
師
は
が
っ
か
り
し
て
、言
っ
た
。

　
　
　
「（『
孝
経
』
の
文
句
を
引
き
な
が
ら
）『
是こ
れ

何な
ん
ノ

言げ
ん

興き
よ
う

。
是こ
れ

何な
ん
ノ

言げ
ん

興き
よ
う

。（
こ
れ
は
何
た
る
こ

と
き
ゃ
。
こ
れ
は
何
た
る
こ
と
き
ゃ
。）』」（
正
し
く
は
、「
是こ
れ

何な
ん
ノ

言こ
と

ぞ
與や

。
是こ
れ

何な
ん
ノ

言こ
と

ぞ
與や

。（
こ

れ
は
何
た
る
こ
と
か
。
こ
れ
は
何
た
る
こ
と
か
）」
と
い
う
意
味
な
の
に
、
ま
た
し
て
も
文
字

を
読
み
間
違
え
た
の
で
あ
る
。）

　
　
　
「
與よ

﹇yú

﹈」
を
「
興き
よ
う﹇xīng

﹈」
と
間
違
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
主
人
は
、
下
僕
の
少
年
に
言

い
つ
け
た
。

　
　
　
「
残
り
の
二
升
も
、
ご
っ
そ
り
片
づ
け
て
し
ま
い
な
さ
い
。」

　
　
　

聞
道
下
士
（『
絶
纓
三
笑
』
の
評
者
）
曰
く
、（
こ
の
先
生
の
よ
う
に
）
こ
の
世
で
す
で
に
罰

金
を
支
払
っ
て
い
る
場
合
、
あ
の
世
に
行
っ
て
か
ら
因
果
の
報
い
を
受
け
ず
に
済
む
の
だ
ろ
う

か
。

　
余
説

　

文
字
の
読
み
違
い
が
多
す
ぎ
る
家
庭
教
師
、つ
い
に
罰
金
制
度
が
導
入
さ
れ
、給
料
は
ゼ
ロ
に
な
っ

た
と
い
う
笑
い
話
。

　

話
し
こ
と
ば
の
中
国
語
を
自
由
に
話
せ
る
中
国
人
で
あ
っ
て
も
、『
論
語
』
や
『
孝
経
』
と
い
っ

た
古
代
中
国
語
で
書
か
れ
た
古
典
漢
文
は
、
し
っ
か
り
と
し
た
教
育
を
受
け
な
け
れ
ば
、（
今
も
昔

も
同
じ
よ
う
に
）
自
在
に
読
み
こ
な
せ
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
手
の
笑
話
に
は
、
中
国
人
に
よ
る

古
文
読
解
の
誤
読
例
が
い
く
つ
も
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
興
味
深
い
。

　　
㉔
赤せ
き

壁へ
き

賦ふ

（
ぼ
ん
く
ら
教
師
、「
赤せ
き

壁へ
き

の
賦ふ

」
を
「
拆た
く

壁へ
き

の
賊ぞ
く

」
と
読
み
間
違
え
る
）

原
文

　
　

赤
壁
賦

庸
師
慣
二
│

讀
ス

別
字
一ヲ

。
一
夜
與
レ

徒
講
二
│

論
ス

前
│

後
赤
壁
ノ

両
賦
一ヲ

。
竟
ニ

念
二シ
テ

賦
字
一ヲ

為
二ス

賊
字
一ト

。
適ゝ

有
二ツ
テ

偸ヌス
ヒ
ト児
一

潜
ニ

伺
二フ

窓
外
一ニ

。
師
乃
チ

朗
│

誦
大
│

言
シ
テ

曰
ク

。
這
ノ

前マヘノ
面
ノ

赤
﹇
作
二ス

拆
ノ

字
一ト

﹈
壁
賊
呀ヤ
ア

。
賊

大
ニ

驚
キ

。
因
テ

思
フ

前
│

面
ハ

既
ニ

覺
フ

。
不
レ

若
カ

往
二テ

房
後
一ニ

穿
│

シ
テ

而
入
ン
ニ
ハ

。
時
已
ニ

夜
深
ク

。
師 

講
シ

完
リ

往
二テ

後
房
一ニ

就
レク

寝
ニ

。
既
ニ

上
レル

床
ニ

。
復
タ

與
レ

徒
論
二シ
│

及
ス

後アトノ
面
ノ

赤
壁
賦
一ニ

。
亦
ヲ

如
レク

前
ノ

讀
ム

。
偸

児
在
レリ

外
ニ

嘆
息
シ
テ

曰
ク

。
我
レ

前アト
サ
キ
ノ
後
ノ

行
│
シ
ハ
サ藏
。
悉
ク

被
二

此
ノ

人
ニ
■シ
リ
ヌ
カ
レ
タ

識
破
■
一セ

。
人ヒト
ヒ
ト
│

家 

請
二
│

了
セ
ハ

這
ノ

様
ナ
ル
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孔
子
の
弟
子
、閔び
ん

子し

騫け
ん

）
の
こ
と
で
あ
り
、「
夫
人
﹇fūrén

﹈（
主
人
の
妻
）」
で
は
な
い
。
こ
の
文
は
、

「
閔び
ん

子し

騫け
ん

は
普
段
は
ほ
と
ん
ど
口
を
利
か
な
い
が
、
口
を
開
け
ば
必
ず
的
確
な
こ
と
を
言
う
」
と
い

う
意
味
で
あ
る
。
そ
れ
な
の
に
、
こ
の
無
知
な
家
庭
教
師
は
「
夫
人
」
を
「
主
人
の
奥
さ
ま
」
と
い

う
意
味
に
誤
読
し
た
の
で
あ
る
。
○
東
家
母
＝
主
人
の
家
の
奥
さ
ま
（
息
子
の
母
親
）。
和
刻
本
『
訳

解
笑
林
広
記
』
は
「
東
家
毋
﹇w

ú

﹈」
に
作
る
が
、原
刊
本
『
新
鐫
笑
林
広
記
』（
京
大
本
）
に
よ
り
、

「
東
家
母
﹇m

ǔ

﹈」
に
改
め
た
。
○
恰
好
﹇qiàhǎo

﹈＝
ち
ょ
う
ど
、都
合
よ
く
、ま
さ
し
く
〜
に
ぴ
っ

た
り
。
現
代
中
国
語
と
同
じ
。
左
訓
「
チ
ヤ
ウ
ト
」（
丁
度
）。
○
連
＝「
〜
さ
え
も
」「
〜
ま
で
も
」

と
い
う
意
味
の
前
置
詞
（
介
詞
）。
し
ば
し
ば
「
也
﹇yě

﹈」「
都
﹇dōu

﹈」「
還
﹇hái

﹈」
と
呼
応
す

る
。「
〜
を
つ
ら
ね
て
」
と
い
う
古
典
訓
読
語
と
は
か
な
り
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
異
な
る
白
話
語
彙
で
あ

る
。
○
乾
浄
﹇gānjìng

﹈＝
き
れ
い
に
、
す
っ
か
り
、
清
潔
で
あ
る
。
現
代
中
国
語
と
同
じ
。
左
訓

「
サ
ツ
ハ
リ
ト
」（
さ
っ
ぱ
り
と
）。
○
拿
進

＝（
あ
ち
ら
に
）
持
っ
て
行
き
な
さ
い
。「
拿
」
は
「（
手

に
）
持
つ
」
意
。「

」
は
「
去
」
の
異
体
字
。「
進
去
」
は
、
動
詞
の
後
ろ
に
付
い
て
、
向
こ
う
側

へ
移
動
し
離
れ
て
い
く
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
添
え
る
複
合
方
向
補
語
。
す
べ
て
現
代
中
国
語
と
同
じ
用
法

で
あ
る
。
つ
ま
り
、『
笑
林
広
記
』
に
見
え
る
会
話
文
は
、
き
わ
め
て
口
語
的
な
表
現
に
溢
れ
て
い
る
、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
補
注

　

こ
の
話
は
、
宋
元
期
に
成
立
し
た
と
目
さ
れ
る
中
国
笑
話
集
『
笑
海
叢
珠
』（
第
一
二
話
「
准
折

学
銭
﹇
笑
秀
才
誤
字
﹈」）
に
部
分
的
な
類
話
が
見
ら
れ
る
ほ
か
、『
笑
府
』
巻
二
（
第
五
八
話
「
又
（
読

別
字
）」）、『
李
卓
吾
先
生
批
点
四
書
笑
』、『
絶
纓
三
笑
』
第
五
九
五
話
「
大
学
序
（
一
説
）」（
巻
四
、

儒
笑
一
）
に
類
話
が
あ
る
。

　
『
笑
海
叢
珠
』の
日
本
語
訳
は
、『
中
国
の
笑
話（
笑
海
叢
珠　

笑
苑
千
金
）』（
荘
司
格
一
・
清
水
栄
吉
・

志
村
良
治 

訳
、筑
摩
書
房
、一
九
六
六
年
）三
四
〜
三
六
頁
、『
笑
府
』の
日
本
語
訳
は
、松
枝
茂
夫『
全

訳
笑
府（
上
）』六
八
頁
参
照（
岩
波
文
庫
本
の
話
数
表
示
は
、本
話
よ
り
一
話
ず
つ
ず
れ
て
い
る
の
で
、

注
意
を
要
す
る
）。
さ
ら
に
、『
笑
府
』所
収
話
は
、和
刻
本『
笑
府
』（
半
紙
本
、明
和
五
年（
一
七
六
八
）

京
都
刊
、
Ａ
本
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　
『
笑
海
叢
珠
』
所
収
話
（
原
本
は
内
閣
文
庫
蔵
写
本
と
上
村
幸
次
氏
旧
蔵
写
本
、
前
掲
書
『
中
国

の
笑
話
』
二
六
八
頁
の
校
訂
本
文
に
よ
っ
て
示
す
）、
お
よ
び
『
笑
府
』
所
収
話
、
和
刻
本
『
笑
府
』

（
半
紙
本
、
明
和
五
年
（
一
七
六
八
）
京
都
刊
、
Ａ
本
）
所
収
話
、『
李
卓
吾
先
生
批
点
四
書
笑
』
所

収
話
、『
絶
纓
三
笑
』
所
収
話
の
原
文
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
な
お
、﹇　

﹈
に
入
れ
た
文
字
は
、

割
注
で
あ
る
。『
笑
海
叢
珠
』
は
『
笑
林
広
記
』
本
文
と
は
異
な
る
。

　

『
笑
海
叢
珠
』
第
一
二
話

　
　

准
折
學
錢
﹇
笑
秀
才
誤
字
﹈

昔
有
人
、
請
秀
才
敎
子
。
念
書
多
錯
字
。
主
人
與
之
約
曰
、
今
後
念
書
、
如
錯
一
字
、
定
折
學

錢
一
月
。
直
至
歳
晩
、
主
人
計
其
誤
字
、
學
錢
但
餘
二
月
。
因
面
言
之
。
先
生
曰
、
是
何
言
興
、

是
何
言
興
。
主
人
揖
之
曰
、
且
得
兩
无
少
欠
。
謂
其
以
兩
个
言
與
字
、
皆
作
興
字
讀
也
。
次
年

主
人
又
與
先
生
立
約
、
如
前
入
齋
讀
書
。
孝
經
第
一
章
作
曾
子
待
、
又
郷
大
夫
章
第
四
。
忽
先

生
之
父
有
家
書
來
、
令
其
子
借
學
錢
。
其
子
回
父
書
云
、
前
月
誤
說
曾
子
待
、
今
月
又
遇
郷
大

夫
、
所
以
兩
月
學
錢
主
人
折
盡
。
其
父
見
書
大
怒
、
謂
其
朋
友
曰
、
我
子
无
知
曾
子
、
待
它
去

說
它
。
又
與
郷
大
夫
相
處
、
如
何
得
有
學
錢
歸
。
朋
友
曰
、
必
是
錯
讀
。
待
郷
二
字
、
被
主
人

折
了
學
錢
。
其
父
方
悟
、
有
慚
色
。

　『
笑
府
』
第
五
八
話
（
巻
二
・
腐
流
部
、
一
二
丁
裏
〜
一
三
丁
表
）

　
　

又
（
讀
別
字
）

有
主
人
以
米
數
石
。
延

師
。
與
之
約
。
讀
一
別
字
。
罰
米
一

升
。
至
散
館
。
計
一
年
所
讀
退
却
。
僅、
、
、
、
、

存
米
二
升
。
主
人
取
置

案
上
。
師
大
失
望
。
嘆
曰
。
是、
、
、
、

何
言
興
﹇
與
﹈
是、
、
、
、

何
言
興
。
主
人
　

童
子
曰
。
連8

二8

升8

一8

併8

拿8

進8

　

和
刻
本
『
笑
府
』（
半
紙
本
、
明
和
五
年
（
一
七
六
八
）
京
都
刊
、
Ａ
本
）
第
九
話
（
巻
上
、

　

三
丁
表
〜
裏
）

有
下

主
人
以
二

米
數
│

石
一ヲ 

延
中

│

師
上ヲ 

與
レ

之 

約
下ス 

讀
二メ
ハ

一
ヨ
ミ
チ
ガ
ヘ

別
字
一ヲ 

罰
中セ
ン
ト 

米
一

　

升
上ヲ 

至
二
ヤ
メ
カ
ヘ
ル
ヰ

散
│

舘
一ニ 

計
二リ
テ

一
│

年
所
レヲ

讀
■ヒ
キ
ハ
ラ
ヒ

退
却
■

僅
ニ

存
二ス 

米
二
│

升
一ヲ 

主
│

人
取
テ

　

置
二

案
│

上
一ニ 

師
大
失
レ

望
ヲ 

嘆
シ
テ

曰 

是
何
ノ

言
興
ル

﹇
與
﹈ 

是
何
ノ

言
興
ル

﹇
與
﹈

　

主
│

人
顧
二

童
子
一ヲ

曰 

連
二

二
│

升
一ヲ
■
イ
ツ
シ
ヨ
ニ

一
併
■
拿トリ
テ
ハ
イ
レ

進
去

　　
『
笑
府
』に
お
い
て
は
、文
字
の
読
み
間
違
え（「
読
別
字
」）に
よ
る
罰
金
を
差
し
引
い
た
給
与
は「
米
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た
。
家
庭
教
師
は
、（
あ
ま
り
に
も
少
な
く
な
っ
た
そ
の
給
料
を
見
て
）
怒
っ
て
言
っ
た
。

　
「
是こ
れ 

何な
ん

の
言げ
ん

興き
よ
う

。
是こ
れ 

何な
ん

の
言げ
ん

興き
よ
う

。（
こ
れ
は
何
の
つ
も
り
き
ゃ
あ
。
こ
れ
は
何
の
つ
も
り
き
ゃ

あ
。）」（
訳
者
注
…
『
古
文
孝
経
』
第
二
十
章
に
見
え
る
言
葉
だ
が
、
正
し
く
は
「
是こ
れ 

何な
ん

の
言こ
と

ぞ
與や

。

是こ
れ 

何な
ん

の
言こ
と

ぞ
與や

。（
な
ん
と
い
う
こ
と
を
言
う
の
か
。
な
ん
と
い
う
こ
と
を
言
う
の
か
。）」
と
読
む

べ
き
と
こ
ろ
。
無
知
な
先
生
は
、
ま
た
し
て
も
「
與よ

」
と
い
う
文
字
を
、
字
形
の
類
似
し
た
「
興き
よ
う

」

と
い
う
文
字
に
、
二、
、
、
度
も
読
み
誤
っ
た
の
で
あ
る
。）

　

そ
こ
で
、
主
人
は
言
っ
た
。

　
「
今
ま
た
、
銀
二に

分ぶ

（
約
二
万
八
千
円
）
を
差
し
引
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
残
金
は
一い
ち

分ぶ

（
約

一
万
四
千
円
）
で
す
。」

　

そ
こ
へ
、
主
人
の
奥
さ
ん
が
現
れ
て
、
こ
う
言
っ
た
。

　
「（
先
生
は
）
一
年
間
、（
息
子
の
教
育
に
）
苦
労
し
て
く
だ
さ
っ
た
ん
だ
か
ら
、
給
料
は
半
分
差

し
引
く
、
と
い
う
こ
と
で
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
。」

　
（
そ
れ
を
聞
い
て
）
先
生
は
、前
に
ぐ
い
と
進
み
出
て
、感
謝
の
気
持
ち
を
表
し
な
が
ら
、こ
う
言
っ

た
。

　
「
夫ふ

人じ
ん 

言も
の
い

わ
ず
。
言い

え
ば
必か
な
ら

ず
中あ
た

る
こ
と
有あ

り
。」（
訳
者
注
…
『
論
語
』
先
進
篇
に
見
え
る
言

葉
だ
が
、
正
し
く
は
「
夫か

の
人ひ
と

」
で
あ
っ
て
、「
夫ふ

人じ
ん

」
で
は
な
い
。）

　

主
人
は
言
っ
た
。

　
「
ち
ょ
う
ど
今
の
（
罰
金
）
一い
ち

分ぶ

（
約
一
万
四
千
円
）
も
合
わ
せ
て
（
差
し
引
く
と
、
給
料
と
罰

金
の
合
計
は
、
＋プ
ラ

－マ
イ

ゼ
ロ
。
残
金
は
）、
き
れ
い
さ
っ
ぱ
り
（
あ
ち
ら
へ
）
持
っ
て
行
き
な
さ
い
。」

　
注○

『
訳
解
笑
林
広
記
』
巻
之
上
・
腐
流
部
（
七
丁
裏
〜
八
丁
表
）。『
新
鐫
笑
林
広
記
』
巻
之
二
・
腐

流
部
（
第
一
〇
七
話
、
一
一
丁
表
）。
○
束
修
＝「
束
脩
」、
弟
子
が
師
匠
に
支
払
う
謝
礼
金
。
古
く

は『
論
語
』述
而
篇
七
に「
子
ノ

曰
。
自
ラ

行
二

束
│

脩
以
│

上
一ヲ

。
吾
レ

未
二タ

嘗
テ

無
一ン
ハレ

誨
コ
ト

焉
」と
あ
り
、『
経

典
余
師
（
論
語
）』（
天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
刊
、
巻
二
・
一
二
丁
裏
）
に
「
束そ
く

脩し
う

と
は
始は
じ
め

て
来き
た

る

時と
き

の
進し
ん

物も
つ

な
り 

至い
た
つ

て
軽け
い

薄は
く

な
る
に
た
と
ふ 

束そ
く

脩し
う

を
行も
て
な
し来
入に
う

門も
ん

と
さ
へ
唱
と
な
ふ
る
以い

上じ
や
う

の
人ひ
と

は
吾わ
れ

嘗
か
ね
か
ね

よ
り
誨を
し
ゆ

る
こ
と
の
無な
き

事こ
と

あ
ら
ず
と
也 

束そ
く

脩し
う

は
脩ほ
し

た
る
に
く
を
束つ
か

ぬ
る
も
の
な
り
」
と
解
説
さ
れ
る
。

『
論
語
』の
時
代
に
は
、束た
ば

ね
た
干
し
肉
を
先
生
へ
の
謝
礼
と
し
て
支
払
っ
て
い
た
よ
う
だ
が
、『
笑
府
』

の
時
代
（
明
末
）
に
は
「
米
」
で
、『
笑
林
広
記
』
の
時
代
（
清
代
）
に
は
「
銀
」
で
家
庭
教
師
へ

支
給
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る（『
笑
府
』原
文
は
補
注
参
照
）。
左
訓「
デ
シ
イ
リ 

ツ
カ
ヒ
モ
ノ
」

（
弟
子
入
り（
の
）遣
物
）。「
つ
か
ひ
も
の（
遣
物
）」と
は
、贈
り
物
・
進し
ん

物も
つ

の
こ
と
。
○
別
字
＝「
白
字
」

（
第
二
二
話
）、
読
み
間
違
え
の
文
字
。
左
訓
「
ソ
ラ
ジ
」（
空
字
）。
○
約
＝
相
談
し
て
決
め
る
、
約

束
す
る
。
左
訓
「
イ
ヒ
ア
ハ
セ
」（
言
ひ
合
は
せ
）。
○
毎
レニ

讀
二ム

一
別
字
一ヲ

。
除サシ
ヒ
ク
中ン

修
ツ
ケ
ト
ヽ
ケ

一
分
上ヲ

。
＝

一
つ
文
字
を
読
み
間
違
え
る
ご
と
に
、家
庭
教
師
へ
の
謝
礼
を
銀
一
分
ず
つ
差
し
引
く
。銀
一
分
と
は
、

天
保
一
四
年
（
一
八
四
三
）
の
貨
幣
価
値
に
よ
っ
て
換
算
す
る
と
、
約
一
万
四
千
円
に
な
る
（
磯
田

道
史
『
武
士
の
家
計
簿
』（
新
潮
社
、二
〇
〇
三
年
）
参
照
）。「
除
」
は
、差
し
引
く
こ
と
。
左
訓
「
サ

シ
ヒ
ク
」。「
修
」
は
、「
束
修
」（
家
庭
教
師
へ
の
謝
礼
）
の
こ
と
。
左
訓
「
ツ
ケ
ト
ヽ
ケ
」（
付
け

届
け
）。「
付
け
届
け
」
と
は
、
謝
礼
の
お
金
、
祝
儀
、
心
付
け
の
こ
と
。
○
是
レ

何
ン
ノ

言
│

興
。
是
何

言
興
。
＝『
古
文
孝
経
』諫
争
章
第
二
十
の
一
節
を
誤
読
し
た
も
の
。『
経
典
余
師（
孝
経
之
部
）』（
天

明
七
年
（
一
七
八
七
）
刊
、
一
八
丁
裏
）
に
よ
る
原
文
お
よ
び
訓
読
は
、
次
の
通
り
。「
子
ノ

曰
。
參

是
レ

何
ノ

言
ソ

與ヤ

。
是
レ

何
ノ

言
ソ

與ヤ

。
言
ノ

之
不
レル

通
セ

邪ヤ

（
子
曰 

参し
ん 

是こ
れ

何な
ん

の
言こ
と

ぞ
與ヤ

。
是こ
れ

何な
ん

の
言こ
と

ぞ
與ヤ

。

言こ
と

之の

通つ
う

ぜ
不ざ
る

邪ヤ

）」。『
古
文
孝
経
』
の
本
文
は
、
父
の
命
に
従
う
の
が
「
孝
」
と
い
う
も
の
な
の
か
、

と
い
う
曽
子
の
質
問
に
対
し
て
、
孔
子
が
「
お
前
は
何
を
言
う
か
。
い
っ
た
い
何
を
言
う
の
か
。
お

か
し
な
こ
と
を
言
う
な
。」
と
応
じ
、
天
子
、
主
君
、
父
兄
な
ど
、
目
上
の
人
が
間
違
っ
て
い
る
と

き
に
は
、そ
れ
を
諫い
さ

め
る
こ
と
こ
そ
が
、真
の
「
孝
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
、と
教
え
諭さ
と

す
内
容
に
な
っ

て
い
る
。「
與
」
は
、
日
本
語
の
感
嘆
詞
「
や
」「
か
」
に
相
当
す
る
文
末
の
語
気
助
詞
。
こ
の
無
知

な
家
庭
教
師
は
、字
形
の
類
似
か
ら
「
與
」
と
「
興
」
を
読
み
間
違
え
た
の
で
あ
る
。
○
﹇
原
與
字
﹈

（
割
注
）＝「
興
」
は
、
も
と
も
と
（『
孝
経
』
の
本
文
で
は
）「
與
」
と
い
う
文
字
で
あ
る
、
と
い
う

意
味
。
こ
の
割
注
は
、和
刻
本
『
訳
解
笑
林
広
記
』
に
は
な
い
。
今
、原
刊
本
『
新
鐫
笑
林
広
記
』（
京

大
本
）
に
よ
り
補
っ
た
。
○
扣
﹇kòu

﹈＝
差
し
引
く
、
割
り
引
く
。
左
訓
「
ヒ
ク
」。
○
存
銀
＝
残

り
の
お
金
（
銀
貨
）。
左
訓
「
ノ
コ
リ
」。
○
半
ハ

除
ケ
ハ

也
罷
ヨ
カ
ラ
ン

＝
（
給
料
を
）
半
分
差
し
引
く
だ
け
で
、

や
め
に
し
ま
し
ょ
う
よ
。「
罷
」
の
原
義
は
「
や
め
る
」。「
也
罷
﹇yěbà

﹈」（
＝
「
罷
了
﹇bàle

﹈」「
算

了
﹇suànle

﹈」）
は
、「
〜
で
も
よ
い
」「
も
う
そ
れ
で
よ
い
」
と
い
う
意
味
を
添
え
る
文
末
の
語
気

助
詞
。
○
近
前
＝
近
づ
き
、
前
に
進
む
こ
と
。
和
刻
本
は
「
近き
ん
│

前ぜ
ん
シ

」
と
音
読
さ
せ
て
い
る
が
、
訓

読
す
る
な
ら
ば
「
近ち
か
ヅ
キ

前す
す
ミ

」
と
な
る
。
○
夫
│

人
不
レ

言
ハ

。
言
ヘ
ハ

│

必
ス

有
レリ

中
ル

。
＝『
論
語
』
先
進

篇
一
四
の
一
節
。『
経
典
余
師
（
論
語
）』（
天
明
六
年（
一
七
八
六
）刊
、
四
丁
裏
〜
五
丁
表
）
の
訓

読
は
、
次
の
通
り
。「
子
ノ

曰
。
夫
ノ

│

人
不
レ

言
イ
ハ

。
言
ヘ
ハ

│

必
ス

有
レリ

中
ル
コ
ト

（（
子し

曰の
た
まは
く
）
夫か
の

人ひ
と 

言も
の

い
は
不ず 

言い
へ

ば
必か
な

ら
ず
中あ
た
る

こ
と
有あ
り

）」。
こ
の
文
に
見
え
る
「
夫
人
﹇fúrén

﹈」
は
「
か
の
人
」（
＝
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斷
獄
也
。
論
語
不
云
乎
。
朝
聞
盜
席
﹇
道
夕
﹈
死
可
矣
。
夫

子
之
盜
鐘
﹇
道
忠
﹈。
恕
而
已
矣
。

　

聖
人
不
死

8

8

8

8

。
大
盜
不
止

8

8

8

8

。
聖
人
未
嘗
招
盜

8

8

8

8

8

8

。
皆8

引
經
8

8

　

斷
獄
者
爲
之
也

8

8

8

8

8

8

。

　　
　

孔
子
先
生
の
道

　
　

昔
、
蓆む
し
ろ

を
盗
ん
だ
人
と
、
鐘か
ね

を
盗
ん
だ
人
が
い
て
、
と
も
に
主
人
に
裁
か
れ
た
。
主
人
は
、

蓆む
し
ろ

を
盗
ん
だ
者
を
死
刑
に
し
、
鐘か
ね

を
盗
ん
だ
者
を
釈
放
し
た
。
そ
の
理
由
を
聞
か
れ
る
と
、（
主

人
は
）
こ
う
言
っ
た
。

　
　
「
こ
れ
は
経
典
の
言
葉
に
も
と
づ
い
て
、
厳
し
く
断
罪
し
た
の
じ
ゃ
。『
論
語
』
に
言
っ
て
い

る
で
は
な
い
か
。『
朝あ
し
た
ニ

聞
レケ
バ

盗
レム
ト

蓆む
し
ろ
ヲ

死
ス
ト
モ

可
ナ
リ

矣
。（
朝
、
蓆む
し
ろ

を
盗
ん
だ
と
聞
け
ば
、
殺
し

て
し
ま
っ
て
も
構
わ
な
い
。）』『
夫ふ
う

子し

之
盗
レメ
バ

鐘か
ね
ヲ

。
恕じ
よ
ス
ル

而の
み已
矣
。（
人に
ん

足そ
く

が
鐘か
ね

を
盗
ん
だ
場
合
、

許
し
て
や
れ
ば
そ
れ
よ
い
。）』
と
。」（
訳
者
注
…
正
し
く
は
、「
夫ふ
う

子し

之
道
ハ

忠ち
ゆ
う

恕じ
よ

而の
み已
矣
。（
孔

子
先
生
の
「
道
」
と
い
う
も
の
は
、
た
だ
「
忠
恕
（
ま
ご
こ
ろ
を
も
っ
て
、
他
人
の
気
持
ち
を
思

い
や
る
こ
と
）」に
こ
そ
あ
る
。）」と
い
う
意
味
な
の
に
、「
道
夕﹇dàoxī

﹈」を「
盗
蓆﹇dàoxí

﹈」、「
道

忠
﹇dàozhōng

﹈」
を
「
盗
鐘
﹇dàozhōng

﹈」
と
誤
読
し
、そ
の
た
め
に
人
を
殺あ
や

め
る
こ
と
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。）

　
　
　
（
編
者
の
コ
メ
ン
ト
）
聖
人
は
死
に
絶
え
て
い
な
い
し
、
大
泥
棒
も
常
に
い
る
。
し
か
し
、

未い
ま

だ
か
つ
て
聖
人
が
盗
み
を
引
き
起
こ
す
き
っ
か
け
を
作
っ
た
こ
と
な
ど
一
度
も
な
い
。
す

べ
て
は
「
経
典
の
言
葉
に
も
と
づ
い
て
、
厳
し
く
断
罪
（「
引
経
断
獄
」）」
し
よ
う
と
し
た

者
が
、
引
き
起
こ
し
た
こ
と
な
の
で
あ
る
（「
誤
読
」
の
罪
は
極
め
て
重
い
こ
と
を
知
る
べ

き
で
あ
る
）。

　　

な
お
、
和
刻
本
『
訳
解
笑
林
広
記
』
上
巻
は
、
二
丁
表
（
第
四
話
「
贄
礼
」
の
途
中
）
か
ら
、
原

文
の
右
脇
に
添
え
ら
れ
て
い
た
句
点
（
、
）
が
脱
落
し
て
い
た
が
、
ま
さ
に
「
句く

読と
う

」
の
切
り
方
が

問
題
と
さ
れ
る
本
話
（
第
二
二
話
「
読
破
句
」、七
丁
表
）
以
降
、再
び
（
原
則
的
に
）
原
刊
本
に
従
っ

た
句
点
が
附
さ
れ
て
い
る
。

　　

余
説

　

ぼ
ん
く
ら
教
師
の
読
み
違
い
が
、
人
を
殺
し
た
と
い
う
話
。
こ
こ
ま
で
く
る
と
、
一
知
半
解
の

似え

せ
而
非
知
識
人
は
、文
字
通
り「
有
害
無
益
な
大
罪
人
」で
あ
る
こ
と
を
、つ
く
づ
く
思
い
知
ら
さ
れ
る
。

　　
㉓
退た
い

束そ
く

修
し
ゆ
う（
給
料
を
差
し
引
く
）

原
文

　
　

退
二ク
デ
シ
イ
リ
ノ
ツ
カ
ヒ
モ
ノ

束
│

修
一ヲ

一
師
學
淺
シ

。
善
ク

讀
二ム

別ソラ
ジ字
一ヲ

。
主
人
悪
レン
テ

之
ヲ 

與
レ

師 

約イヒ
ア
ハ
セ

下ス

。
毎
レニ

讀
二ム

一
別
字
一ヲ

。
除サシ
ヒ
ク
中ン

修
ツ
ケ
ト
ヽ
ケ

一

分
上ヲ

。
至
二テ 

終
一ニ 

退
│

除
将
レニ

尽
ン
ト

。
止ゝ
餘
二ス

銀
三
分
一ヲ

封
シ
テ

送
レル

之
ヲ

。
師
怒
テ

曰
ク

。
是
レ

何
ン
ノ

言
│

興
。

是
何
言
興
﹇
原
與
字
﹈。
主
人
曰
ク

。
如
│

今
再マ
タ

扣ヒク
二シ
テ

二
分
一ヲ

。
存ノ
コ
リ
│

銀
一
│

分
ナ
リ

矣
。
東
家
ノ

母
在
レリ

傍
ニ

曰
ク

。
一
年
辛
│

苦
ス

。
半
ハ

除
ケ
ハ

也
罷
ヨ
カ
ラ
ン

。
先
生
近
│

前
シ 

作
レシ
テ

謝
ヲ

曰
ク

。
夫
│

人
不
レ

言
ハ

。
言
ヘ
ハ

必
ス

有
レリ

中
ル

。
主
人
曰
ク

。
恰チヤ
ウ
ト
│

好
連
二テ

這
一
分
一ヲ

乾サツ
ハ
リ
ト

│

浄
ニ

拿ヒツ
コ
マ
シ
テ

シ

進
ミ

ラ
ン

。

シ
マ
ハ
ン

　
書
き
下
し
文

　
　

束そ
く

修し
う

を
退し
り
ぞ

く

一い
ち

師し 

学が
く 

浅あ
さ

し
。
善よ

く
別べ
つ

字じ

を
読よ

む
。
主し
ゆ

人じ
ん 

之こ
れ

を
悪に
く

ん
で 

師し

と
。
一い
ち

別べ
つ

字じ

を
読よ

む
毎ご
と

に
。
修し
う

一い
ち

分ぶ

を
除の
ぞ
か

ん
と
約や
く

す
。
歳さ
い

終し
ゆ
う

に
至い
た
つ

て 

将ま
さ

に
尽つ
き

ん
と
す
。
止た

だ 

銀ぎ
ん

三さ
ん

分ぶ

を
餘あ
ま

す 

封ふ
う

じ
て 

之こ
れ

を
送お
く

る
。

師し 

怒い
か
つ

て
曰い
は

く
。
是こ
れ 

何な
ん

の
言げ
ん

興き
よ
う

。
是こ
れ 

何な
ん

の
言げ
ん

興き
よ
う

﹇
原も
と 

與か

の
字じ

﹈。
主し
ゆ

人じ
ん

曰い
は

く
。
如じ
よ

今こ
ん 

再ま

た
二に

分ぶ

を
扣こ
う

し
て
。
存そ
ん

銀ぎ
ん

一い
ち

分ぶ

な
り
。
東と
う

家か

の
母は
は 

傍
か
た
は
ら
に
在あ

り 

曰い
は

く
。
一い
ち

年ね
ん 

辛し
ん

苦く

す
。
半な
か

ば
除の
ぞ

け
ば

罷よ
か
ら

ん
。
先せ
ん

生せ
い 

近き
ん

前ぜ
ん

し 

謝し
や

を
作な

し
て
曰い
は

く
。
夫ふ

人じ
ん 

言い

は
ず
。
言い

へ
ば
必か
な
ら

ず
中あ
た

る
有あ

り
。
主し
ゆ

人じ
ん

曰い
は

く
。

恰か
つ

好か
う 

這こ

の
一い
ち

分ぶ

を
連つ
ら
ね

て 

乾か
ん

浄じ
や
う

に
拿だ

し
進す
す

み
去さ

ら
ん
。

　
現
代
語
訳

　

あ
る
先
生
、
学
識
が
浅
く
、
文
字
の
読
み
間
違
い
ば
か
り
し
て
い
た
。
主
人
は
こ
れ
に
腹
を
立
て
、

一
文
字
読
み
間
違
え
る
ご
と
に
、
給
料
か
ら
銀
一い
ち

分ぶ

（
約
一
万
四
千
円
）
を
差
し
引
く
こ
と
に
取
り

決
め
た
。

　

さ
て
、
年
末
に
な
り
、
給
料
は
差
し
引
き
ゼ
ロ
に
迫せ
ま

っ
て
き
た
。（
主
人
は
）
銀
三さ
ん

分ぶ

（
約

四
万
二
千
円
）
し
か
残
っ
て
い
な
い
、
わ
ず
か
な
給
料
を
袋
に
包
ん
で
（
家
庭
教
師
に
）
差
し
出
し
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身
當
作
心

8

8

8

8

。
有
果
報

8

8

8

。
無
果
報

8

8

8

。

　　
　

大
学
序

　
　

地
獄
の
閻え
ん

魔ま

大だ
い

王お
う

は
、
世
の
中
に
ぼ
ん
く
ら
教
師
が
は
び
こ
り
、
文
章
を
正
し
く
句
切
っ
て
読

む
こ
と
も
で
き
ず
、
教
え
子
た
ち
の
将
来
を
誤
ら
せ
て
い
る
こ
と
を
苦
々
し
く
思
い
、
こ
っ
そ
り

（
人
間
界
）
へ
行
き
、
見
て
ま
わ
っ
た
。
す
る
と
、『
大
学
章
句
序
』
を
教
え
て
い
る
の
が
聞
こ
え

て
き
た
。

　
　
「
大
学
之
。
書
古
之
。
大
学
所
以
教
人
之
。（
大
学
ブ
タ
、書
古
ブ
タ
、大
学
・
理
由
・
教
人
ブ
タ
。）」

　
　
（
閻え
ん

魔ま

大だ
い

王お
う

は
）
す
ぐ
に
鬼
の
獄
卒
に
命
じ
て
引
っ
捕
ら
え
さ
せ
、（
こ
の
ぼ
ん
く
ら
教
師
を
）

責
め
立
て
て
言
っ
た
。

　
　
「
お
前
は
ど
う
し
て
、
そ
ん
な
に
『
之ぶ
た

﹇zhī
﹈』
と
い
う
文
字
が
好
き
な
の
だ
。
罰
と
し
て
、

貴
様
を
一
匹
の
『
猪ぶ
た

﹇zhū

﹈』
に
し
て
や
ろ
う
。」

　
　

こ
の
ぼ
ん
く
ら
教
師
は
、
引
っ
立
て
ら
れ
よ
う
と
す
る
間ま

際ぎ
わ

に
、
振
り
返
り
な
が
ら
、
言
っ
た
。

　
　
「
ブ
タ
に
な
る
の
は
、
仕
方
の
な
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
が
、
願
わ
く
ば
、
南
方
に
生
ま
れ
さ

せ
て
く
だ
さ
い
ま
せ
。」

　
　

閻え
ん

魔ま

大だ
い

王お
う

が
そ
の
訳わ
け

を
問
う
た
と
こ
ろ
、（
ぼ
ん
く
ら
教
師
は
）
こ
う
答
え
た
。

　
　
「（『
中
庸
章
句
』
第
十
章
に
）『
南
方
ノ

之ぶ
た
ハ

。
強
レシ

与よ
り
も

二

北
方
ノ

之ぶ
た

一

。（
南
方
の
ブ
タ
は
北
方
の
ブ

タ
よ
り
も
強
い
。）』
と
申
し
ま
す
ゆ
え
。」（
訳
者
注
…
正
し
く
は
、「
南
方
之
強き
よ
う

与か

。
北
方
之

強き
よ
う

与か

。（（
子
路
が
言
っ
て
い
る
の
は
）
南
方
の
強
さ
か
、
そ
れ
と
も
北
方
の
強
さ
か
。）
と
い
う

意
味
な
の
に
、
ぼ
ん
く
ら
教
師
は
、
ま
た
し
て
も
句く

読と
う

を
誤
っ
た
の
で
あ
る
。」）

　
　
（
編
者
の
コ
メ
ン
ト
）
ま
た
、
次
の
よ
う
な
話
も
伝
わ
っ
て
い
る
。

　
　
　

二
人
の
ぼ
ん
く
ら
教
師
、
死
後
、
地
獄
の
閻え
ん

魔ま

大だ
い

王お
う

に
お
目
に
か
か
っ
た
。
一
人
は
文
字
を

読
み
間
違
え
た
教
師
、
も
う
一
人
は
句く

読と
う

の
切
り
方
を
間
違
え
た
教
師
で
あ
る
。
取
り
調
べ
が

終
わ
り
、
文
字
を
読
み
間
違
え
た
教
師
は
罰
せ
ら
れ
て
イ
ヌ
に
な
り
、
句く

読と
う

の
切
り
方
を
間
違

え
た
教
師
は
ブ
タ
に
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。
そ
こ
で
、
文
字
を
読
み
間
違
え
た
教

師
は
、

　
　
　
「
雌
イ
ヌ
に
し
て
く
だ
さ
い
。」

　
　
　

と
願
い
出
た
。
閻え
ん

魔ま

大だ
い

王お
う

が
「
ど
う
し
て
じ
ゃ
。」
と
訊た
ず

ね
る
と
、

　
　
　
「『
礼ら
い

記き

』（
曲き
よ
く

礼ら
い

篇
）
に
『
臨の
ぞ
み

レテ
ハ

財ざ
い
ニ

毋は
は

苟い
ぬ

得う
ル

。
臨の
ぞ
み

レテ
ハ

難な
ん
ニ

毋は
は

苟い
ぬ

免ま
ぬ
か
ル

。（
財
物
に
つ
い
て
は
、

雌
イ
ヌ
の
も
の
に
な
る
。
災
難
に
つ
い
て
は
、雌
イ
ヌ
は
免
れ
る
。）』
と
あ
る
か
ら
で
す
。」（
訳

者
注
…
正
し
く
は
、『
臨の
ぞ

レデ
ハ 

財ざ
い
ニ

毋な
か

二レ

苟い
や
し
ク
モ

得う
一ル
コ
ト

。
臨の
ぞ

レデ
ハ

難な
ん
ニ

毋な
か

二レ

苟い
や
し
ク
モ

免ま
ぬ
か

一レ
ン
ト
ス
ル
コ
ト

。』（
財

物
に
つ
い
て
は
、
少
し
も
自
分
の
も
の
に
し
よ
う
と
し
て
は
な
ら
な
い
。
困
難
に
直
面
し
て
も
、

一
時
逃
れ
を
し
て
は
な
ら
な
い
。）
と
い
う
意
味
な
の
に
、
ま
た
し
て
も
、
こ
の
先
生
は
句く

読と
う

を
切
り
間
違
え
た
の
で
あ
る
。）

　
　
　

一
方
、
ブ
タ
に
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
教
師
は
、「
南
方
に
生
ま
れ
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。」
と
申
し
出
た
、
云
々
。

　
　

○
（
次
の
よ
う
な
話
も
あ
る
。）
あ
る
主
人
、
米
数
石
で
ぼ
ん
く
ら
教
師
を
招
き
入
れ
、
文
字

を
一
つ
読
み
間
違
え
た
ら
、
罰
と
し
て
米
一
升
を
減
額
す
る
と
約
束
さ
せ
た
。
家
庭
教
師
の

任
が
明
け
た
と
き
、
一
年
間
で
読
み
間
違
え
た
分
を
精
算
し
、
給
料
か
ら
差
し
引
く
と
、
米

二
升
し
か
残
ら
な
か
っ
た
。
主
人
は
（
そ
の
二
升
の
米
を
）
机
の
上
に
ド
ン
と
置
い
た
。
ぼ

ん
く
ら
教
師
は
が
っ
か
り
し
て
、
言
っ
た
。

　
　
　
　
「（『
孝
経
』
の
文
句
を
引
き
な
が
ら
）『
是こ
れ

何な
ん
ノ

言げ
ん

興き
よ
う

。
是こ
れ

何な
ん
ノ

言げ
ん

興き
よ
う

。（
こ
れ
は
何
た
る

こ
と
き
ゃ
。
こ
れ
は
何
た
る
こ
と
き
ゃ
。）』」（
訳
者
注
…
正
し
く
は
、「
是こ
れ 

何な
ん
ノ

言こ
と

ぞ
與や

。

是こ
れ 

何な
ん
ノ

言こ
と

ぞ
與や

。（
こ
れ
は
何
た
る
こ
と
か
。
こ
れ
は
何
た
る
こ
と
か
）」
と
い
う
意
味
な
の

に
、
ま
た
し
て
も
文
字
を
読
み
間
違
え
た
の
で
あ
る
。）

　
　
　
　
「
與よ

﹇yú

﹈」
を
「
興き
よ
う﹇xīng

﹈」
と
間
違
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
主
人
は
、
下
僕
の
少
年
に

言
い
つ
け
た
。

　
　
　
　
「
残
り
の
二
升
も
、
ご
っ
そ
り
片
づ
け
て
し
ま
い
な
さ
い
。」

　
　
　
　

聞
道
下
士
（『
絶
纓
三
笑
』
の
評
者
）
曰
く
、（
こ
の
先
生
の
よ
う
に
）
こ
の
世
で
す
で
に

罰
金
を
支
払
っ
て
い
る
場
合
、
あ
の
世
に
行
っ
て
か
ら
因
果
の
報
い
を
受
け
ず
に
済
む
の
だ

ろ
う
か
。

　
　

○
つ
い
で
に
も
う
一
言
。「
親し
ん

﹇qīn

﹈」
を
「
新し
ん

﹇xīn

﹈」
と
勘
違
い
し
た
り
、「
身し
ん

﹇shēn

﹈」

を
「
心し
ん

﹇xīn

﹈」
と
読
み
間
違
え
た
り
し
た
場
合
、
因
果
の
報
い
は
、
あ
り
や
な
し
や
。

　

『
絶
纓
三
笑
』
第
六
二
八
話
（
巻
四
、
儒
笑
三
四
）

　
　

夫
子
之
道

昔
有
一
盜
席
者
。
一
盜
鐘
者
。
决
於
主
者
。
主
者
問
盜

席
者
以
大
辟
。
而
釋
盜
鐘
者
。
人
問
其
故
。
曰
。
此
引
經
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聞
有
教
大
學
序
者
。
念
曰
。
大
學
之
。
書
古
之
。
大
學
所
以
敎

人
之
。
即
命
鬼
卒
勾
來
。
責
之
曰
。
汝、
、
、
何
甚

之、、
、字。
我、
、
、
罰
你

做
一
箇
猪
。
其
人
臨
行
。
囘
顧
曰
。
做
猪
所
不
敢
辭
。
願
判
生

南
方
。
王
問
其
故
。
對
曰
。
南
方
之

8

8

8

﹇
猪
﹈。
强8

于
北
方

8

8

8

之8

﹇
猪
﹈

　

一
説
。
二
蒙
師
死
。
見
冥
王
。
一
係
讀
別
字
者
。
一
係
讀
破

　

句
者
。
勘
畢
。
別
字
者
罰
為
狗
。
破
句
者
罰
為
猪
。
別
字
者

　

請
為
母
狗
。
王
曰
。
何
也
。
曰
禮
記
云
。
臨、
、財母
狗
得

8

8

8

。
臨、
、難

　
 

母8

狗8

免8

。
做
猪
者
。
請
生
南
方
云
々
。

　

和
刻
本
『
笑
府
』（
半
紙
本
、
明
和
五
年
（
一
七
六
八
）
京
都
刊
、
Ａ
本
）
第
一
〇
話
（
巻
上
、

三
丁
裏
）

冥
│

王
悪
下ム

世
多
二

庸
師
一 

不
レ

識
二

句
讀
一ヲ 

誤
中ル
ヲ

人
ノ

子
弟
上ヲ 

乃
私
ニ

行
訪
レ

之
ヲ

　

聞
レ

有
下ル
ヲ

教
二ル

大
學
ノ

序
一ヲ

者
上 

念トナヘ
曰
。
大
學
ノ

之
。
書
古
ノ

之
。
大
學
所
二ノ

以

　

教
一
レ

人
ヲ

之
。
即
命
二

鬼
卒
一ニ

勾トラヘ
來
シ
メ

責
レ

之
ヲ

曰 

汝
何
ン
ソ

甚
愛
二

之
字
一ヲ 

我

　

罰
レ

你
ヲ

做ナ
サ
ン

二

一
箇
ノ

猪
一ト 

其
ノ

人
臨
レ

行
ニ 

囘
│

顧
シ
テ

曰 

做
レハ

猪
ト 
所
レ

不
二

敢
辭
一

　

願
三フ

判
シ
テ

生
二ン
コ
ト
ヲ

南
方
一ニ 

王
問
二

其
ノ

故
一ヲ 

對
曰 

中
庸
ニ

云 

南
│

方
之ツウイ﹇
猪チユイ
﹈
強
二シ

　

乎
北
│

方
ノ

之ツウイ﹇
猪チユイ
﹈
一ヨ
リ

　　

ま
た
、『
李
卓
吾
先
生
批
点
四
書
笑
』（
国
立
公
文
書
館
蔵
、写
本
）、『
絶
纓
三
笑
』
所
収
の
原
文
は
、

以
下
の
通
り
で
あ
る
。
な
お
、『
絶
纓
三
笑
』
と
『
笑
林
広
記
』
は
、
基
本
的
に
本
文
が
異
な
る
た
め
、

こ
こ
に
日
本
語
訳
（
拙
訳
）
を
添
え
て
お
く
。﹇　

﹈
内
の
文
字
は
、
原
刊
本
に
附
さ
れ
た
割
注
で

あ
る
。『
絶
纓
三
笑
』
の
本
文
は
、『
笑
府
』
の
本
文
に
か
な
り
近
い
（『
笑
府
』
第
五
九
話
「
読
破
句
」

お
よ
び
第
五
八
話
「
又
（
読
別
字
）」
参
照
）。

　
『
李
卓
吾
先
生
批
点
四
書
笑
』（
国
立
公
文
書
館
蔵
、
写
本
）
そ
の
一

二
敎
書
者
死
見
閻
王
閻
王
按
之
。
一
係
讀
別
字
者
。

一
係
讀
破
句
者
勘
畢
。
別
字
者
罰
為
狗
。
破
句
者
罰

為
猪
。
別
字
者
。
曰
狗
不
敢
辭
。
願
為
母
狗
。
王
曰
。
何
也
。

曰
。
禮
記
云
。
臨、
、
、
、

財
母
狗
﹇
苟
﹈
得
。
臨、
、
、
、

難
母
狗
﹇
苟
﹈
免、。
破
句

者
曰
。
猪
不
敢
辭
。
願
為
南
方
猪
。
王
曰
何
也
。
曰
。
中
庸

云
。
南、
、
、
方
猪
﹇
之
﹈
强、与、
、
、
、

北
方
猪
﹇
之
﹈。

　

『
李
卓
吾
先
生
批
点
四
書
笑
』（
国
立
公
文
書
館
蔵
、
写
本
）
そ
の
二

昔
有
一
盗
蓆
者
。
一
盗
鐘
者
。
决
於
主
者
。
主
者
問
盗

蓆
者
。
以
大
辟
。
而
釋
盗
鐘
者
。
人
問
其
故
。
曰
。
此
引
經

斷
獄
也
。
論
語
不
云
乎
。
朝
聞
盗
蓆
﹇
道
夕
﹈
死、
、
、
可
矣
。
夫、

子、
、
、
、

之
盗
鐘
﹇
道
忠
﹈
恕、
、
、
、

而
已
矣
。

　

聖
人
不
死
。
大
盗
不
止
。
聖
人
未
嘗
招
盗
。
皆
引
經

　

斷
獄
者
為
之
也

　

『
絶
纓
三
笑
』
第
五
九
五
話
（
巻
四
、
儒
笑
一
）

　
　

大
學
序

冥
王
惡
世
多
庸
師
。
不
識
句
讀
。
誤
人
子
弟
。
乃
私
行

訪
之
。
聞
有
敎
大
學
序
者
。
讀
曰
。
大
學
之
﹇
句
﹈。
書
古
之
﹇
句
﹈。

大
學
所
以
敎
人
之
。
卽
命
鬼
卒
勾
來
責
之
曰
。
汝

何
甚
愛
之
字
。
罰
你
做
一
箇
猪
。
其
人
臨
行
囘
顧
曰
。

做
猪
所
不
敢
辭
。
願
判
生
南
方
。
王
問
其
故
。
對
曰
。
南8

方
之
8

8

﹇
猪
﹈。
强8

與
北
方
之

8

8

8

8

﹇
猪
﹈。

　

一
說
二
蒙
師
死
見
冥
王
。
一
係
讀
別
字
者
。
一
係

　

讀
破
句
者
。
勘
畢
。
別
字
者
罰
爲
狗
。
破
句
者
罰
爲

　

猪
別
字
者
請
爲
母
狗
。
王
曰
。
何
也
。
曰
。
禮
記
云
。
臨8

　

財
毋
苟

8

8

8

﹇
狗
﹈
得8

。
臨
難
毋
苟

8

8

8

8

﹇
狗
﹈
免8

。
做
猪
請
生
南
方
。

　

云
云 

○ 

有
主
人
以
米
數
石
延
蒙
師
。
與
之
約
。
讀

　

一
別
字
。
罰
米
一
升
。
至
散
館
。
計、
、
、
、
、
、
、

一
年
所
讀
退
卻

　

止、
、
、
、
、
、

存
米
二
升
耳
。
主
人
取
置
案
上
。
師
大
失
望
。
歎

　

曰
。
是
何
言
興
是
何
言
興

8

8

8

8

8

8

8

8 

葢
誤
與
爲
興
也
。
主
人

　

願
童
子
曰
。
連
二
升
一

8

8

8

8

8

拿
進
8

8　

下
士
曰
。
生
前
8

8

　

既8

已
退
卻

8

8

8

。
死
後
或
無
果
報

8

8

8

8

8

8

。
○ 

又
曰
。
親
當
作
新

8

8

8

8

。
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と
。
輪り
ん

廻ね

転て
ん

生し
よ
う

。
左
訓
「
ゴ
フ
ヲ
ミ
セ
」（
業
を
見
せ
＝
前
世
の
悪あ
く

業ご
う

に
よ
っ
て
、
つ
ま
ら
ぬ
も
の

に
生
ま
れ
変
わ
り
、次
の
世
で
恥
を
さ
ら
す
こ
と
。「
業ご
う

を
曝さ
ら

す
」と
も
言
う
）。
○
判
＝
判
決
を
下
す
、

裁
き
を
下
す
。
左
訓
「
サ
バ
イ
テ
」（
裁
い
て
）。
○
狗
ナ
レ
ハ

乞
フ

做
中ラ
ン
コ
ト
ヲ

一
ノ

母
狗
上ト

＝
イ
ヌ
に
生
ま

れ
変
わ
る
の
な
ら
、お
願
い
で
す
か
ら
、雌め
す

イ
ヌ
に
し
て
く
だ
さ
い
。
和
刻
本
は
「
母
狗
﹇m

ǔgǒu

﹈」

を
「
毋
狗
﹇w

úgǒu
﹈」
に
作
る
が
、原
刊
本
（
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
、乾
隆
二
六
年
（
一
七
六
一
）

宝
仁
堂
刊
）に
よ
り
改
め
た
。
こ
こ
は「
母
狗（
雌め
す

イ
ヌ
）」と
理
解
す
べ
き
と
こ
ろ
。
○
南
方
之﹇
猪

仝
音
﹈。
強
與
北
方
之
﹇
猪
﹈。
＝『
中
庸
章
句
』
第
十
章
に
見
え
る
文
章
を
誤
読
し
た
も
の
（「
破
句
」

（
句
切
り
の
ミ
ス
）
＋
「
念
白
字
」（
文
字
の
読
み
違
い
））。
本
来
の
訓
読
と
解
釈
は
次
の
通
り
（
訓

点
は
『
経
典
余
師
』、
解
釈
は
拙
訳
に
よ
る
）。「
南
│

方
ノ

之
強
與カ

。
北
│

方
ノ

之
強
與
。」（（
お
前
が

言
っ
て
い
る
の
は
）
南
方
の
強
さ
の
こ
と
か
、そ
れ
と
も
北
方
の
強
さ
の
こ
と
か
。）
そ
れ
に
対
し
て
、

こ
の
「
ぼ
ん
く
ら
教
師
」
は
、文
の
句
切
り
を
誤
っ
た
う
え
、さ
ら
に
「
之の

﹇zhī

﹈」
を
「
猪ぶ
た
﹇zhū

﹈」、

「
與か

」
を
「
與よ
り
も

」
と
誤
読
し
、「
南
方
ノ

之ぶ
た
ハ

。
強
レシ

與よ
り
も

二

北
方
ノ

之ぶ
た

一

。」（
南
方
の
ブ
タ
は
、
北
方
の
ブ

タ
よ
り
も
強
い
。）
と
解
釈
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
○
又
問
フ

母
狗
ナ
レ
ハ

為イ
カ
ン何
＝（
閻
魔
大
王
は
）

「
雌め
す

イ
ヌ
に
生
ま
れ
変
わ
り
た
い
と
い
う
の
は
、な
ぜ
な
の
じ
ゃ
」と
重
ね
て
聞
い
た
。
和
刻
本
は「
毋

狗
」
に
誤
刻
し
て
い
る
が
、原
刊
本
に
よ
り
「
母
狗
」
に
改
め
た
。
○
曲
禮
＝『
礼ら
い

記き

』
冒
頭
の
篇
名
。

○
臨
レン
デ
ハ

財
ニ

毋ハヽ
イ
ヌ
│

苟
﹇
狗
ト

仝
音
﹈
得
ル

。
臨
レテ
ハ

難
ニ

毋
│

苟
﹇
狗
﹈
免
ル

。
＝『
礼ら
い

記き

』
曲き
よ
く

礼ら
い

篇
の
文
章

を
誤
読
し
た
も
の
。
本
来
は
次
の
よ
う
に
訓
読
す
る
。「
臨の
ぞ
み

レテ
ハ

財ざ
い
ニ

毋な
か

二レ

苟い
や
し
ク
モ

得
一ル
コ
ト

。
臨の
ぞ
み

レテ
ハ

難な
ん
ニ

毋な
か

二レ

苟い
や
し
ク
モ

免ま
ぬ
か

一ル
コ
ト

。」（
財
物
に
関
し
て
は
、
か
り
そ
め
に
も
ご
ま
か
し
て
自
分
の
も
の
に
し
た
り
し
て

は
い
け
な
い
。
困
難
に
直
面
し
た
と
き
も
、
す
こ
し
も
一
時
逃
れ
を
し
て
は
な
ら
な
い
。）「
ぼ
ん
く

ら
教
師
」
は
、「
毋
苟
﹇w

úgǒu

﹈」
を
「
母
狗
﹇m

ǔgǒu

﹈」
と
読
み
違
え
、「
雌め
す

イ
ヌ
は
財
産
を

獲
得
す
る
。
雌め
す

イ
ヌ
は
災
難
を
免
れ
る
。」
と
解
釈
し
、
だ
か
ら
こ
そ
、
生
ま
れ
変
わ
る
な
ら
良
い

こ
と
ず
く
め
の
「
雌め
す

イ
ヌ
」
に
な
り
た
い
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
す
べ
て
経
文
に
対
す
る
荒
唐
無
稽

な
解
釈
で
あ
る
。

　
補
注

　

こ
の
話
は
、
宋
元
期
に
成
立
し
た
と
目
さ
れ
る
中
国
笑
話
集
『
笑
海
叢
珠
』（
第
七
話
「
笑
官
引

法
書
」）
に
部
分
的
な
類
話
が
見
ら
れ
る
ほ
か
、『
李
卓
吾
先
生
批
点
四
書
笑
』（
二
話
）、『
笑
府
』

巻
二
（
第
五
九
話
「
読
破
句
」、同
「（
一
説
）」）、『
絶
纓
三
笑
』
巻
四
（
第
五
九
五
話
「
大
学
序
」（
儒

笑
一
）、
同
「（
一
説
）」（
儒
笑
一
）、
同
第
六
二
八
話
「
夫
子
之
道
」（
儒
笑
三
四
））
に
類
話
が
あ
る
。

　
『
笑
海
叢
珠
』
の
日
本
語
訳
は
、『
中
国
の
笑
話
（
笑
海
叢
珠　

笑
苑
千
金
）』（
荘
司
格
一
・
清
水

栄
吉
・
志
村
良
治 

訳
、
筑
摩
書
房
、
一
九
六
六
年
）
二
七
頁
、『
笑
府
』
の
日
本
語
訳
は
、
松
枝
茂

夫
『
全
訳
笑
府
（
上
）』
六
八
〜
七
〇
頁
を
参
照
。

　

ま
た
、『
笑
海
叢
珠
』
所
収
話
は
、
和
刻
本
『
鶏
窓
解
頤
』（
宝
暦
二
年
（
一
七
五
二
）
刊
、
寛

政
九
年
（
一
七
九
七
）
に
『
開
口
新
話
』
と
し
て
改
題
再
板
）
に
収
録
さ
れ
、『
笑
府
』
所
収
話
は
、

和
刻
本
『
笑
府
』（
半
紙
本
、
明
和
五
年
（
一
七
六
八
）
京
都
刊
、
Ａ
本
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　
『
笑
海
叢
珠
』
所
収
話
の
原
文
、
和
刻
本
『
鶏
窓
解
頤
』（
改
題
本
『
開
口
新
話
』、
京
都
大
学
文

学
部
図
書
室
・
潁
原
文
庫
蔵
）、『
笑
府
』（
筑
波
大
学
中
央
図
書
館
蔵
本
）、
和
刻
本
『
笑
府
（
Ａ
本
）』

（
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本
）
の
原
文
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。『
笑
海
叢
珠
』
の
翻
刻
は
、
内

閣
文
庫
蔵
写
本
と
上
村
幸
次
氏
旧
蔵
写
本
に
よ
っ
て
荘
司
格
一
・
清
水
栄
吉
・
志
村
良
治
の
三
氏
が

校
訂
し
た
も
の
で
あ
る
（『
中
国
の
笑
話
』
二
六
六
頁
所
収
）。
原
本
と
の
文
字
の
異
同
は
、
同
書
に

詳
細
に
注
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
割
愛
す
る
。

　

『
笑
海
叢
珠
』
第
七
話

　
　

笑
官
引
法
書

昔
有
一
人
、
宿
于
店
中
。
次
早
出
店
、
盜
主
人
席
而
去
。
主
人
捕
捉
。
因
行
到
官
。
官
員
處
盜

席
者
以
死
罪
。
同
官
皆
曰
、
恐
无
此
法
。
官
員
曰
、
法
書
上
正
是
合
處
死
。
故
曰
、
朝
聞
道
、

夕
死
可
矣
。

　
和
刻
本
『
鶏
窓
解
頤
』（
改
題
本
『
開
口
新
話
』）
第
五
〇
話
（
二
一
丁
裏
）

　
　

官
引
二

書
一ヲ

昔
有
二

一
人
一 

宿
二ス

于
ハ
タ
コ
ヤ
ニ

店
中
一ニ 

次ヨク
ア
サ早
出
レル
ニ

店
ヲ 

盗
二テ

主アル
ジ人

ノ

席
一ヲ

而

■
ユ
ク

主
人
捕トラ
マ
ヘ
テ
捉
シ 

因
テ

行コウ
ギ
ヘ
デ
ル

レク

官
ニ 

官ヤク
ニ
ン員 

處
サ
ハ
ク
ニ
二ス
ル
ニ

盗
席
ノ

者
一ヲ 

以
二ス

死
罪
一ヲ 

同トウ
ヤ
ク官

皆
曰
フ 

恐タブン
无
二シ
■

此
ノ

■
一 

官
貟
ノ

曰 

書
コ
シ
ヤ
ウ
モ
ク
ニ上

ニ
■

正
ニ

是
ヘ
シ合

マ
サ
ニレ

處
レス

死
ニ 

故

曰 
朝
ニ

聞
二テ
ハ

道
│

夕
一ヲ 

死
コ
ロ
ス
ト
モ

可
ナ
リ

矣

　『
笑
府
』
第
五
九
話
（
巻
二
・
腐
流
部
、
一
三
丁
表
〜
裏
）

　
　

讀
破
句

冥
王
惡
世
多
庸
師
。
不
識
句
讀
。
誤
人
子
弟
。
乃
私
行
訪
之
。
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み
間
違
い
の
話
が
あ
る
。
○
大
學
之
。
書
│

古
│

之
。
大
│

學
所
│

以
教
│

人
│

之
ト

。
＝
朱
子
に
よ
る『
大

学
章
句
序
』
の
冒
頭
部
分
。
本
話
後
半
の
記
述
に
よ
り
、こ
の
先
生
は
「
之
﹇zhī

﹈」
を
「
猪
﹇zhū

﹈」

と
読
み
間
違
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
か
ら
、
無
理
に
解
釈
す
れ
ば
、「
大
学
ブ
タ
、
書
古
ブ
タ
、
大

学
・
理
由
・
教
人
ブ
タ
」
と
な
る
。
文
章
の
句
切
り
を
誤
り
、
さ
ら
に
文
字
を
読
み
違
え
る
と
、
こ

の
よ
う
に
チ
ン
プ
ン
カ
ン
プ
ン
な
読
み
方
に
な
る
。『
大
学
章
句
序
』
の
通
常
行
わ
れ
て
い
る
訓
読

お
よ
び
解
釈
は
、次
の
通
り
で
あ
る
。「
大
学
ノ

之
書
ハ

。
古
ヘ
ノ

之
大
学 

所
二
│

以
ノ

教
一フ
レル

人
ヲ

之
法
ナ
リ

也
。」

（『
大
学
』
と
い
う
書
物
は
、
む
か
し
の
〔
黄
金
時
代
の
〕
大
学
で
人
び
と
を
教
育
し
た
、
そ
の
あ
り

方
を
の
べ
た
も
の
で
あ
る
。）（
訓
点
は
和
刻
本
『
四し

書し
よ

集し
つ

注ち
ゆ
う

』（
元
禄
五
年
（
一
六
九
二
）
刊
本
）、

現
代
語
訳
は
岩
波
文
庫
『
大
学
・
中
庸
』（
金
谷
治
訳
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
八
年
、
八
五
頁
）
に

よ
る
。）
○

官
＝
父
祖
の
功
労
に
よ
っ
て
、
官
職
に
就
い
た
人
。「

」
は
「
蔭
」
の
異
体
字
。
左

訓
「
オ
カ
ケ
テ
ナ
ツ
タ
官
人
」（
御
蔭
で
な
っ
た
官
人
）。
○
入
幕
＝（
役
人
の
）
相
談
役
、
ブ
レ
イ

ン
と
し
て
抜ば
つ

擢て
き

さ
れ
る
こ
と
。
左
訓
「
ク
ハ
ン
ノ
テ
ツ
タ
イ
」（
官
の
手
伝
い
）。
○
毎
事
詢
之
舘
師

＝
事
あ
る
た
び
に
、（
相
談
役
の
）
先
生
に
意
見
を
問
う
た
、相
談
し
た
。
こ
の
箇
所
、原
刊
本
（「
毎

事
詢
之
。
舘
師
一
日
巡
捕
拿
一
盗
鐘
者
至
。」）
と
句く

読と
う

は
異
な
る
が
、
和
刻
本
の
方
が
読
み
や
す
い
。

○
巡
捕
＝
清
代
、
治
安
維
持
の
た
め
に
町
を
巡
回
し
た
歩
兵
。
現
在
の
警
察
官
、
江
戸
時
代
の
「
捕と

り
手て

」「
夜よ

廻ま
わ

り
」
に
相
当
す
る
。
左
訓
「
ト
リ
テ
ミ
マ
ハ
リ
」（
捕
り
手
、
見
回
り
）。
○
鐘
＝
時

を
告
げ
る
金
属
製
の
釣
り
鐘
。「
蓆む
し
ろ

」
な
ど
よ
り
、よ
っ
ぽ
ど
高
価
な
も
の
で
あ
る
。
左
訓
「
カ
ネ
」。

○
夫
子
之
道
忠
。
恕
而
已
矣
。
＝『
論
語
』（
里
仁
篇
一
五
）
の
本
文
を
誤
読
し
た
も
の
。
本
来
の
訓

読
お
よ
び
解
釈
は
、
以
下
の
通
り
。「
夫
│

子
ノ

之
│

道
ハ

。
忠
│

恕
而ノ
ミ
ナ
リ

│

已
矣
。（
先
生
の
道
は
忠ち
ゆ
う

恕じ
よ

の

ま
ご
こ
ろ
だ
け
だ
け
で
す
。）」（
訓
点
は
和
刻
本
『
四
書
集
注
』、現
代
語
訳
は
岩
波
文
庫
『
論
語
』（
金

谷
治
訳
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
九
年
改
訳
、
七
八
頁
）
に
よ
る
。）
金
谷
治
氏
の
注
（
岩
波
文
庫
『
論

語
』）
に
よ
れ
ば
、「
忠
は
内
な
る
ま
ご
こ
ろ
に
そ
む
か
ぬ
こ
と
、
恕
は
ま
ご
こ
ろ
に
よ
る
他
人
へ
の

思
い
や
り
」
と
い
う
。『
論
語
』
本
文
は
、
孔
子
の
道
が
誠
実
さ
と
寛
大
さ
に
あ
る
こ
と
を
意
味
し

て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
「
ぼ
ん
く
ら
教
師
」
は
、
次
の
よ
う
に
解
釈
す
る
。「
鐘か
ね

を
盗
ん
だ
人に
ん

足そ
く

な
ど
、
許
し
て
や
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
。」
と
。「
夫
子
」
に
は
「（
孔
子
）
先
生
」
以
外
に
「
人に
ん

足そ
く

」

「
人に
ん

夫ぷ

」の
意
味
も
あ
り
、読
み
違
え
の
解
釈
と
し
て
は
こ
ち
ら
の
意
味
で
な
け
れ
ば
通
ら
な
い
。「
夫

子
」、左
訓
「
シ
ゴ
ト
シ
」（
仕
事
師
）。「
道
﹇dào

﹈」
は
「
盗
﹇dào

﹈」
と
同
音
、左
訓
「
ヌ
ス
ム
」（
盗

む
）。「
忠
﹇zhōng

﹈」
は
「
鐘
﹇zhōng

﹈」
と
同
音
、
左
訓
「
カ
ネ
ヲ
」（
鐘
を
）。
な
お
、
和
刻

本
『
訳
解
笑
林
広
記
』
は
「
恕
」
を
「
怒
」
に
誤
刻
し
て
い
る
。
○
釋
放
＝
釈
放
す
る
、
許
す
。
左

訓
「
ユ
ル
ス
」（
許
す
）。
○
朝
聞
道
夕
。
死
可
矣
。
＝『
論
語
』（
里
仁
篇
八
）
の
本
文
を
読
み
違
え

た
も
の
。
本
来
は
、
次
の
よ
う
に
解
釈
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
朝
ニ

聞
レテ

道
ヲ

。
夕
ヘ
ニ

死シ
ス
ト
モ

可
ナ
リ

矣

（
朝あ
さ

に
〔
正
し
い
真
実
の
〕
道
を
聞
け
た
ら
、
そ
の
晩
に
死
ん
で
も
よ
ろ
し
い
ね
。）」（
訓
点
は
和
刻

本
『
四し

書し
よ

集し
つ

注ち
ゆ
う

』、
現
代
語
訳
は
岩
波
文
庫
『
論
語
』（
金
谷
治
訳
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
九
年
改
訳
、

七
四
頁
）
に
よ
る
。）
こ
れ
を
、「
ぼ
ん
く
ら
教
師
」
は
「
朝あ
し
た
に
蓆む
し
ろ

を
盗ぬ
す

む
と
聞き

け
ば
、
死こ
ろ

す
と
も

可か

な
り
（
蓆む
し
ろ

泥ど
ろ

棒ぼ
う

は
死
刑
に
す
れ
ば
よ
い
）」
と
解
釈
す
る
。
こ
こ
に
至
っ
て
、
ぼ
ん
く
ら
教
師
の

無
能
さ
は
、
人
殺
し
の
罪
を
犯
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
○
斃
﹇bì

﹈＝
殴
り
倒
す
、
打
ち
殺
す
。

左
訓
「
ウ
チ
コ
ロ
ス
」（
打
ち
殺
す
）。
○
適ゝ
冥
王
私
カ
ニ

行
二フ
テ

察
訪
一ヲ

得
レタ
リ

寔
ヲ

。
＝
原
刊
本
「
適
冥

王
私
行
。
察
訪
得
寔
。」
和
刻
本
と
原
刊
本
は
、句く

読と
う

に
微
妙
な
違
い
が
あ
る
（「
行
」
の
訓
「
行お
こ
な

ふ
」

「
行ゆ

く
」）。
こ
こ
は
、原
刊
本
の
句く

読と
う

に
従
い
、「
冥
王
私
カ
ニ

行ゆ
き
テ

。
察
│

訪
シ

得
レタ
リ

寔
ヲ

」
と
訓よ

ん
で
お
く
。

原
刊
本
『
笑
府
』
第
五
九
話
「
読
破
句
」
及
び
『
絶
纓
三
笑
』
第
五
九
五
話
「
大
学
序
」
の
本
文
は
、

い
ず
れ
も
「（
冥
王
）
乃
私
行
訪
之
。（
そ
こ
で
閻
魔
大
王
は
、
こ
っ
そ
り
出
か
け
、（
人
間
界
へ
）

調
べ
に
行
っ
た
）」
と
あ
る
か
ら
で
あ
る
（『
笑
府
』『
絶
纓
三
笑
』
所
収
の
本
文
は
「
補
注
」
参
照
）。

「
察
訪
」
は
、「
視
察
に
行
く
」
こ
と
。「
得
寔
」
は
、「（
取
り
調
べ
の
結
果
）
実
情
が
明
ら
か
に
な
る
」

こ
と
。「
察
訪
得
寔
」、
左
訓
「
ミ
マ
ワ
リ
ヲ
ヤ
ツ
テ
キ
ヽ
タ
ヾ
シ
」（
見み

廻ま
わ

り
を
や
っ
て
、
聞き

き
質た
だ

し
）。
○
鬼
判
＝（
閻え
ん

魔ま

の
庁
の
）
鬼
の
獄
卒
、
判
事
、
裁
判
官
の
こ
と
。
左
訓
「
メ
イ
ト
ノ
ヤ
ク
ニ

ン
」（
冥
土
の
役
人
）。
○
拿
＝
と
ら
え
る
、
つ
か
ま
え
る
。
左
訓
「
ト
ラ
ヒ
」（
捕
ら
ひ
）。
○
痛
罵

＝
激
し
く
罵
る
こ
と
。
左
訓
「
ヱ
ラ
ク 

シ
カ
ル
」（
え
ら
く
叱し
か

る
）。
○
命
二シ
テ

鬼
判
一ニ

拿
来
テ

痛
罵
シ
テ

曰
ク

。
＝
和
刻
本
の
本
文
に
は
、「
〜
に
命
じ
て
」
の
「
二
」
点
に
対
応
す
る
「
一
」
点
を
欠
く
た
め
、

「
判
」
の
左
下
に
「
一
」
点
を
補
っ
た
。
な
お
、
遠
山
荷
塘
は
「
即す
な
は

ち
鬼き

判は
ん

に
命め
い

じ
て
拿
と
ら
ひ

来き
た
つ

て
痛つ
う

罵ば

し
て
曰い
は

く
」
と
訓
読
し
て
い
る
が
、「
〜
に
命
じ
て
…
せ
し
む
（
即す
な
は

ち
鬼き

判は
ん

に
命め
い

じ
て
拿と
ら

へ
来き
た

ら
し
め
て
痛つ
う

罵ば

し
て
曰い
は

く
）」
と
訓よ

む
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
○
不
通
的
＝
話
が
通
じ
な
い
、
物
の

分
か
ら
な
い
、
文
章
の
意
味
を
理
解
で
き
な
い
。
な
お
、
科
挙
の
試
験
で
は
、
七
番
目
（
最
低
）
の

成
績
（
Ｆ
判
定
）
を
「
文
理
不
通
（
意
味
不
明
の
文
章
し
か
書
け
な
い
レ
ベ
ル
）」
と
い
う
。
左
訓
「
モ

ン
モ
ウ
ナ
」（
文
盲
な
）。
○
畜
生
＝
ち
く
し
ょ
う
（
罵
語
）。
現
代
中
国
語
、
日
本
語
、
と
も
に
同
じ
。

左
訓「
ア
ホ
ヲ
モ
ノ
」（
阿
呆
者
）。
○
騙
人
舘
穀
。
悞
人
子
弟
。
＝
家
庭
教
師
の
報
酬
を
だ
ま
し
取
り
、

人
の
子
弟
を
誤
ら
せ
る
。
む
だ
金
を
受
け
っ
て
、教
え
子
を
台
無
し
に
す
る
。「
騙
」、左
訓「
ダ
マ
シ
」。

「
舘
穀
」、
左
訓
「
ガ
ク
ブ
チ
」（
学
扶
持
）。
○
摘
＝
も
ぎ
と
る
、
つ
ま
み
と
る
、
捕
ま
え
る
。
左
訓

「
ト
ラ
イ
テ
」（「
捕
ら
え
て
」
が
イ
音
便
化
し
た
も
の
）。
○
輪
廻
＝
一
度
死
に
、
生
ま
れ
変
わ
る
こ
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「
鐘か
ね

﹇zhōng

﹈」
と
読
み
間
違
え
、「
鐘か
ね

を
盗
ん
だ
人に
ん

足そ
く

は
、許
し
て
や
っ
て
も
よ
い
」
な
ど
と
、誤
っ

た
解
釈
を
し
た
の
で
あ
る
。）

　

そ
こ
で
役
人
は
、
つ
い
に
こ
の
泥ど
ろ

棒ぼ
う

を
釈
放
し
た
。

　

ま
た
、あ
る
日
、（
こ
ん
ど
は
）
蓆む
し
ろ

を
盗
ん
だ
泥ど
ろ

棒ぼ
う

を
捕つ
か

ま
え
、（
役
人
の
と
こ
ろ
へ
）
引
っ
立
て
た
。

そ
こ
で
こ
の
役
人
、
ま
た
し
て
も
（
ぼ
ん
く
ら
教
師
に
）
相
談
し
た
。
す
る
と
、
先
生
は
（
な
ん
と
）

こ
う
言
っ
た
。

　
「（『
論
語
』
里
仁
篇
に
）『
朝あ
し
た

に
蓆む
し
ろ

を
盗
む
と
聞き

け
ば
、
死こ
ろ

す
と
も
可か

な
り
。』
と
言
う
で
は

ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。（
つ
ま
り
、
蓆
む
し
ろ

泥ど
ろ

棒ぼ
う

は
死
刑
に
す
れ
ば
よ
い
の
で
す
。）」（
訳
者
注
…
正
し
く

は
「
朝あ
し
た

に
道み
ち

を
聞き

け
ば
、
夕ゆ
う
べ

に
死し

す
と
も
可か

な
り
。」（
自
分
の
理
想
と
す
る
「
道
」
が
明
確
に

理
解
で
き
た
暁
あ
か
つ
き

に
は
、
私
は
そ
の
日
の
う
ち
に
、
す
ぐ
に
死
ん
で
し
ま
っ
て
も
構
わ
な
い
く
ら

い
、う
れ
し
い
の
だ
）
と
い
う
意
味
な
の
に
、ぼ
ん
く
ら
教
師
は
「
道み
ち

﹇dào

﹈」
を
「
盗ぬ
す

む
﹇dào

﹈」、

「
夕ゆ
う
べ﹇xī

﹈」
を
「
蓆む
し
ろ﹇xí

﹈」
と
読
み
間
違
え
て
、「
蓆む
し
ろ

泥ど
ろ

棒ぼ
う

は
殺
し
て
も
よ
い
」
な
ど
と
、
と
ん

で
も
な
い
誤
っ
た
解
釈
を
導
き
出
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。）

　

そ
し
て
（
ぼ
ん
く
ら
教
師
の
と
ん
で
も
な
い
ア
ド
バ
イ
ス
を
聞
い
た
）
役
人
は
、
即
座
に
蓆む
し
ろ

泥ど
ろ

棒ぼ
う

を
棒
た
た
き
の
刑
に
処
し
、
殴
り
殺
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

ち
ょ
う
ど
そ
の
と
き
、
地
獄
の
閻え
ん

魔ま

大だ
い

王お
う

が
、
こ
っ
そ
り
（
人
間
界
を
）
視
察
し
、（
今
回
の
取

り
調
べ
の
）
実
情
を
知
る
こ
と
と
相あ
い

な
っ
た
。
閻え
ん

魔ま

大だ
い

王お
う

は
、
す
ぐ
に
鬼
の
獄
卒
に
命
じ
、（
ぼ
ん

く
ら
教
師
を
）
引
っ
捕
ら
え
、
口
汚
く
罵
っ
て
、
こ
う
言
っ
た
。

　
「
文
章
も
碌ろ
く

す
っ
ぽ
読
め
な
い
出で

来き

損そ
こ

な
い
の
す
っ
と
こ
ど
っ
こ
い
!　

貴
様
は
人
を
騙だ
ま

し
て
家

庭
教
師
の
給
金
を
ネ
コ
バ
バ
し
、
若
い
子
弟
の
将
来
を
台
無
し
に
し
た
。
貴
様
の
そ
の
罪
は
、
重
い
。

こ
や
つ
を
つ
ま
み
出
し
て
、
ブ
タ
か
イ
ヌ
に
生
ま
れ
変
わ
ら
せ
て
し
ま
え
。」

　

す
る
と
先
生
は
、
再
三
嘆
願
し
て
、
こ
う
言
っ
た
。

　
「
ブ
タ
や
イ
ヌ
に
な
る
こ
と
は
、そ
れ
は
も
う
仕
方
の
な
い
こ
と
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
で
す
が
、

ブ
タ
に
な
る
な
ら
ば
、
ぜ
ひ
と
も
南
方
に
生
ま
れ
さ
せ
て
く
だ
さ
い
ま
せ
。
イ
ヌ
に
生
ま
れ
変
わ
る

場
合
は
、
な
に
と
ぞ
雌め
す

イ
ヌ
に
し
て
頂
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。」

　

閻え
ん

魔ま

大だ
い

王お
う

は
、「
そ
れ
は
ま
た
、ど
う
し
て
じ
ゃ
。」と
訊た
ず

ね
た
。
ぼ
ん
く
ら
教
師
は
、答
え
て
言
っ
た
。

　
「（『
中
庸
章
句
』
第
十
章
に
）『
南
方
ノ

之ぶ
た
ハ

。
強
レシ

与よ
り
も

二

北
方
ノ

之ぶ
た

一

。（
南
方
の
ブ
タ
は
、
北
方
の

ブ
タ
よ
り
も
強
い
。）』
と
言
う
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。（
だ
か
ら
、
ど
う
せ
ブ
タ
に
な
る
の
な

ら
、
よ
り
強
い
「
南
方
の
ブ
タ
」
に
な
り
た
い
と
思
う
の
で
す
。）」（
訳
者
注
…
正
し
く
は
、「
南
方

之の

強き
よ
う

与か

。
北
方
之の

強き
よ
う

与か

。」（（
子
路
が
言
っ
て
い
る
の
は
）
南
方
の
強
さ
か
、
そ
れ
と
も
北
方
の

強
さ
か
。）
と
い
う
意
味
な
の
に
、
ぼ
ん
く
ら
教
師
は
「
之の

﹇zhī

﹈」
を
「
猪ぶ
た

﹇zhū

﹈」、「
与か

」
を

「
与よ
り
も

」
と
読
み
違
え
、
ど
う
せ
生
ま
れ
変
わ
る
な
ら
ば
、
よ
り
強
い
「
南
方
の
ブ
タ
」
に
な
り
た
い

な
ど
と
、
馬
鹿
げ
た
こ
と
を
言
っ
た
の
で
あ
る
。）

　

閻え
ん

魔ま

大だ
い

王お
う

は
、
こ
ん
ど
は
「
雌め
す

イ
ヌ
に
な
り
た
い
と
い
う
の
は
、
ど
う
し
て
な
の
じ
ゃ
。」
と
訊た
ず

ね
て
み
た
。
ぼ
ん
く
ら
教
師
は
、
答
え
て
言
っ
た
。

　
「『
礼ら
い

記き

』
曲き
よ
く

礼ら
い

篇へ
ん

に
、『
臨の
ぞ
み

レテ
ハ

財ざ
い
ニ 

毋は
は

苟い
ぬ 

得う
ル

。
臨の
ぞ
み

レテ
ハ

難な
ん
ニ 

毋は
は

苟い
ぬ 

免ま
ぬ
か
ル

。』
と
言
う
で
は
ご
ざ

い
ま
せ
ん
か
。（
財
産
を
手
に
入
れ
る
の
も
雌め
す

イ
ヌ
で
す
し
、
災
難
が
降
り
か
か
っ
た
と
き
に
も
、

助
か
る
の
は
雌め
す

イ
ヌ
な
の
で
す
。
だ
か
ら
私
は
、
ど
う
せ
畜
生
道
に
落
ち
る
の
な
ら
、
い
っ
そ
の
こ

と
雌め
す

イ
ヌ
に
な
り
た
い
と
思
う
の
で
す
。）」（
訳
者
注
…
正
し
く
は
、『
臨の
ぞ
み

レテ
ハ

財ざ
い
ニ

毋な
か

二レ

苟い
や
し
ク
モ

得う
一ル
コ
ト

。

臨の
ぞ
み

レテ
ハ

難な
ん
ニ

毋な
か

二レ

苟い
や
し
ク
モ

免ま
ぬ
か

一レ
ン
ト
ス
ル
コ
ト

。
』（
財
物
に
つ
い
て
は
、
少
し
も
自
分
の
も
の
に
し
よ
う
と
し

て
は
な
ら
な
い
。
困
難
に
直
面
し
て
も
、
一
時
逃
れ
を
し
て
は
な
ら
な
い
。）
と
い
う
意
味
な
の
に
、

「
毋な
か

二レ

苟い
や
し
ク
モ

﹇w
úgǒu

﹈」
を
「
毋は
は

狗い
ぬ

﹇m
ǔgǒu

﹈」
と
読
み
違
え
、
ど
う
せ
生
ま
れ
変
わ
る
な
ら
ば
、

雌め
す

イ
ヌ
に
し
て
ほ
し
い
な
ど
と
、
荒
唐
無
稽
な
こ
と
を
言
っ
た
の
で
あ
る
。）

　
注○

『
訳
解
笑
林
広
記
』
巻
之
上
・
腐
流
部
（
七
丁
表
〜
裏
）。『
新
鐫
笑
林
広
記
』
巻
之
二
・
腐
流
部
（
第

一
〇
六
話
、
一
〇
丁
裏
〜
一
一
丁
表
）。
な
お
、
本
話
に
附
さ
れ
た
割
注
（﹇　

﹈
で
表
記
）
は
、
遠

山
荷
塘
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
す
べ
て
中
国
刊
本
に
見
え
る
原
注
で
あ
る
。
○
庸
師
＝
ぼ
ん
く
ら

な
教
師
。「
庸
﹇yōng

﹈」
は
、「
平
凡
な
」「
月
並
み
な
」「
あ
り
き
た
り
な
」
と
い
う
意
味
。
否
定

的
に
用
い
る
。
ち
な
み
に
「
藪や
ぶ

医い

者し
や

」
の
こ
と
を
「
庸
医
﹇yōng yī

﹈」
と
い
う
。
○
破
句
＝
文
章

を
切
っ
て
は
い
け
な
い
箇
所
で
区
切
る
こ
と
。
左
訓
「
ク
ギ
リ
チ
カ
イ
」（
句
切
り
違
い
）。
○
念
＝

（
声
に
出
し
て
）
読
む
。
左
訓
「
ヨ
ム
」。
○
白
字
＝
誤
字
、
読
み
間
違
え
の
文
字
。
同
音
語
、
類
音

語
、
ま
た
は
字
形
の
類
似
に
よ
る
読
み
間
違
い
を
い
う
。
本
話
で
は
、
音
に
よ
る
読
み
間
違
い
と
し

て
「
道
﹇dào

﹈」「
盗
﹇dào

﹈」、「
忠
﹇zhōng

﹈」「
鐘
﹇zhōng

﹈」、「
夕
﹇xī

﹈」「
蓆
﹇xí

﹈、
字

形
の
類
似
に
よ
る
読
み
間
違
い
と
し
て
「
毋
苟
﹇w

úgǒu

﹈」「
母
狗
﹇m

ǔgǒu

﹈」
が
挙
げ
ら
れ
て

い
る
。
左
訓
「
ソ
ラ
ジ
」（
空
字
）。
な
お
、
原
刊
本
『
笑
府
』（
内
閣
文
庫
他
蔵
）
第
五
七
話
（
巻
二
、

一
二
丁
裏
）「
讀
別
字
」
の
割
注
に
「
呉
語
謂
之
白
字
」（
呉
方
言
で
は
「
別
字
」
の
こ
と
を
「
白
字
」

と
い
う
）
と
あ
る
。
ま
た
、『
訳
解
笑
林
広
記
』
第
二
三
話
「
退
束
修
」
に
も
「
別
字
」
に
よ
る
読
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る
。
せ
っ
か
く
腹
一
杯
食
べ
さ
せ
て
や
っ
た
の
に
、
尻し
り

か
ら
屁へ

を
出
す
と
は
何
事
か
、
出
し
た
分
は

き
っ
ち
り
飲
み
こ
ん
で
も
ら
い
ま
し
ょ
う
、
と
い
う
も
の
。
か
な
り
下し
も

が
か
っ
て
い
る
。
古
今
東
西
、

必
ず
笑
話
に
は
下
ネ
タ
が
付
い
て
回
る
。

　

た
だ
し
、
下
世
話
な
咄は
な
し

に
し
て
は
、
な
か
な
か
気
が
利
い
て
い
る
。

　　
㉒
読ど
く

破は

句く

（
と
ん
で
も
な
い
読
み
違
い
）

原
文

　
　

讀
二ム

破
句
一ヲ

庸
師
慣
レル

讀
二ム
コ
ト
ニ

ク
ギ
リ
チ
カ
イ

破
句
一

。
又
念ヨム
二ス

白ソラ
ジ字
一ヲ

。
一
日
訓
レユ

徒
ニ

。
教
二ユ

大
學
ノ

序
一ヲ

。
念
シ
テ

云
ク

。
大
學
之
。

書
│

古
│

之
。
大
│

學 

所
│

以 

教
│

人
│

之
ト

。
主
人
知
│

覺
シ
テ

。
怒
テ

而
逐
レフ

之
ヲ

。
復

オ
カ
ケ
テ
ナ
ツ
タ
官
人

被
二

一
■
■
官
■

延
キ

請
フ
テ

入クハン
ノ
テ
ツ
タ
イ

一ル
レヲ

幕
ニ

。
官
不
レ

識
二ラ

律
令
一ヲ

。
毎
レニ

事
詢
二フ

之
ヲ

舘
師
一ニ

。
一
日
■ト
リ
テ
ミ
マ
ハ
リ

巡
│

捕
■
拿
二シ
テ

一
ノ

盗
レム

鐘カネ
ヲ

者
一

至
ル

。
官
問
フ

何
以
テ

治
レン

之
ヲ

。
師
曰
ク

。
夫シゴ
ト
シ
│

子
之
道ヌスム﹇
盗
音
仝
﹈
忠カネヲ﹇
鐘
仝
音
﹈。
恕
セ
ン

而ノ
ミ已

矣
。
官
遂
ニ

釋ユ
ル
ス
│

放
ス

。
又
一
日
獲
二テ

一
ノ

盗
レム

蓆
ヲ

者
一ヲ

至
ル

。
官
又
問
。
師
曰
ク

。
朝
ニ

聞
レケ
バ 

道ヌスム﹇
盜
仝
音
﹈

夕ムシロ
ヲ

﹇
蓆
仝
音
﹈。
死
コ
ロ
ス
ト
モ可
也

矣
。
官
即
チ

将
二ツ
テ

盜
レム

蓆
ヲ

者
一ヲ

立
ロ
ニ

斃
ウ
チ
コ
ロ
ス
二ス

杖
下
一ニ

。
適ゝ
冥
王
私
カ
ニ

行
二フ
テ

察ミマワ
リ
ヲ
ヤ
ツ
テ
キ
ヽ
タ
ヾ
シ

訪
一ヲ

得
レタ
リ

寔
ヲ

。
即
チ

命
二シ
テ
■メ
イ
ト
ノ
ヤ
ク
ニ
ン

鬼
判
一ニ

■
拿トラヒ
来
テ

痛ヱラク
罵シカル
シ
テ

曰
ク

。
不モ
ン
モ
ウ
ナ

│

通
│

的
畜アホ
ヲ
モ
ノ

│

生
。
你
チ

騙ダマシ
二シ
テ

人
ノ

舘ガク
ブ
チ穀
一ヲ

。
悞
二ル

人
ノ

子
弟
一ヲ

。
其
ノ

罪
不
レ

小
ナ
ラ

。
摘
ト
ラ
イ
テ シ

テ

往
二キ

輪ゴフヲ
ミ
セ廻　
一ニ

テ

變
二セ
シ
ム
ト

猪
│

狗
一ニ

。
師
再
│

三
哀
│

告
シ
テ

曰
ク

。
做
二ル
ハ

猪
狗
一ト

固
ヨ
リ

不
二

敢
テ

辞
一セ

。
但
猪
ナ
レ
ハ

要
下ス

判サバ
イ
テ

シ
テ

生
二セ
シ
メ

南
方
一ニ

。
狗
ナ
レ
ハ

乞
フ

做
中ラ
ン
コ
ト
ヲ

一
ノ

母
狗
上ト

。
王
問
フ

何
ン

故
ソ

。
荅
テ

曰
ク

。
南
方
ノ

之ブタ
ハ

﹇
猪
仝
音
﹈。
強
レシ

與ヨ
リ
モ

二

北
方
之
一

﹇
猪
﹈。
又
問
フ

母
狗
ナ
レ
ハ

為イ
カ
ン何
、
荅
テ

曰
ク

。
曲
禮
ニ

云
ク

。
臨
レン
デ
ハ

財
ニ

毋ハヽ
イ
ヌ
│

苟
﹇
狗
仝
音
﹈
得
ル

。
臨
レテ
ハ

難
ニ

毋
│

苟
﹇
狗
﹈

免
ル

。

　
書
き
下
し
文

　
　

破は

句く

を
読よ

む

庸よ
う

師し 

破は

句く

を
読よ

む
こ
と
に
慣な

る
。
又ま
た 

白は
く

字じ

を
念ね
ん

ず
。
一い
ち

日じ
つ 

徒と

に
訓を
し

ゆ
。
大だ
い

学が
く

の
序じ
よ

を
教を
し

ゆ
。
念ね
ん

じ
て
云い
は

く
。
大だ
い

学が
く

之し

。
書し
よ

古こ

之し

。
大だ
い

学が
く 

所し
よ

以い 

教け
う

人じ
ん

之し 

と
。
主し
ゆ

人じ
ん 

知ち

覚か
く

し
て
。
怒い
か
つ

て 

之こ
れ

を
逐お

ふ
。

復ま

た 

一い
ち

蔭い
ん

官く
わ
ん 

延ま
ね

き
請こ

ふ
て 

幕ば
く

に
入い

る
を
被か
う
む

る
。
官く
わ
ん 

律り
つ

令り
や
う

を
識し

ら
ず
。
事こ
と

毎ご
と

に 

之こ
れ

を 

館く
わ
ん

師し

に
詢と

ふ
。一い
ち

日じ
つ 

巡じ
ゆ
ん

捕ほ 

一ひ
と
り

の
鐘か
ね

を
盗ぬ
す

む
者も
の

を
拿だ

し
て 

至い
た

る
。官く
わ
ん 

問と

ふ 

何な
に

を
以も
つ

て 

之こ
れ

を
治を
さ
め

ん
。

師し 

曰い
は

く
。
夫ふ
う

子し

の
忠か
ね

﹇
鐘し
よ
う

と
同ど
う

音お
ん

﹈
を
道ぬ
す

む
﹇
盗た
う

と 

音お
と 

同お
な

じ
﹈。
恕じ
よ

せ
ん
の
み
。
官く
わ
ん 

遂つ
ひ

に
釈し
や
く

放は
う

す
。
又ま
た 

一い
ち

日じ
つ 

一ひ
と
り

の
鐘か
ね

を
盗ぬ
す

む
者も
の

を
獲と
つ

て 

至い
た

る
。
官く
わ
ん 

又ま
た 

問と

ふ
。
師し 

曰い
は

く
。
朝あ
し
た

に
夕む
し
ろ﹇
蓆せ
き

と
同ど
う

音お
ん

﹈
を
道ぬ
す

む
﹇
盗た
う

と
同ど
う

音お
ん

﹈
と
聞き

け
ば
。
死こ
ろ

す
と
も
可か

な
り
。
官く
わ
ん 

即す
な
はち 

蓆む
し
ろ

を
盗ぬ
す

む
者も
の

を
将も
つ

て 

立
た
ち
ど
こ

ろ
に
杖ぢ
や
う

下か

に
斃た
ふ

す
。
適た
ま

た
ま 

冥め
い

王わ
う 

私ひ
そ

か
に
行ゆ
き

て
、
察さ
つ

訪は
う

し 

寔ま
こ
と

を
得え

た
り
。
即す
な
は

ち 

鬼き

判は
ん

に
命め
い

じ
て 

拿と
ら

へ
来き
た
つ

て 

痛つ
う

罵ば

し
て 

曰い
は

く
。
不ふ

通つ
う

の
畜ち
く

生し
や
う

。
你な
ん
ぢ 

人ひ
と

の
館く
わ
ん

穀こ
く

を
騙へ
ん

し
て
。
人ひ
と

の

子し

弟て
い

を
悞あ
や
ま

る
。
其そ

の
罪つ
み 

小せ
う

な
ら
ず
。
摘て
き

し
て 

輪り
ん

廻ゑ

に
往ゆ

き
去さ
つ

て 

猪ち
よ

狗く

に
変へ
ん

ぜ
し
む 

と
。
師し 

再さ
い

三さ
ん 

哀あ
い

告こ
く

し
て 

曰い
は

く
。
猪ち
よ

狗く

と
做な

る
は 

固も
と

よ
り 

敢あ
へ

て
辞じ

せ
ず
。
但た

だ 

猪ち
よ

な
れ
ば 

判は
ん

じ
て
南な
ん

方ぱ
う

に
生し
や
う

ぜ
し
め
。
狗く

な
れ
ば 

乞こ

ふ 

一ひ
と
つ

の
母は
は

狗い
ぬ

と
做な

ら
ん
こ
と
を
要え
う

す
。
王お
う 

問と

ふ 

何な
に

故ゆ
ゑ

ぞ
。
答こ
た
へ

て
曰い
は

く
。
南な
ん

方ぱ
う

の
之ぶ
た

﹇
猪ち
よ

と
同ど
う

音お
ん

﹈
は
。
北ほ
つ

方ぱ
う

の
之ぶ
た

﹇
猪ち
よ

﹈
よ
り
も
強つ
よ

し
。
又ま
た

問と

ふ 

母は
は

狗い
ぬ

な
れ

ば 

為い
か
ん何
。
答こ
た
へ

て
曰い
は

く
。
曲き
よ
く

礼ら
い

に
云い
は

く
。
財ざ
い

に
臨の
ぞ

ん
で
は 

毋は
は

苟い
ぬ

﹇
狗く

と
同ど
う

音お
ん

﹈
得う

る
。
難な
ん

に
臨の
ぞ
み

て
は 

毋は
は

苟い
ぬ

﹇
狗く

﹈
免ま
ぬ
か

る
。

　
現
代
語
訳

　

ぼ
ん
く
ら
教
師
、し
ょ
っ
ち
ゅ
う
文
章
の
切
り
方
を
間
違
え
た
り
、文
字
を
読
み
間
違
え
た
り
し
た
。

　

あ
る
日
、
弟
子
に
『
大
学
章
句
序
』
を
教
え
て
い
る
と
き
、

　
「
大だ
い

学が
く

之し

。
書し
よ

古こ

之し

。
大だ
い

学が
く 

所し
よ

以い 

教き
よ
う 

人じ
ん

之し

。（
大だ
い

学が
く

ブ
タ
、
書し
よ

古こ

ブ
タ
、
大だ
い

学が
く

・
理り

由ゆ
う

・
教き
よ
う

人じ
ん

ブ
タ
。」

と
（
声
に
出
し
て
）
読
ん
だ
。
主
人
は
、こ
れ
を
聞
い
て
怒い
か

り
狂く
る

い
、こ
の
家
庭
教
師
を
ク
ビ
に
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
の
ぼ
ん
く
ら
な
家
庭
教
師
は
、（
な
ぜ
か
）
親お
や

の
七な
な

光ひ
か

り
で
官
職
に
就
い
た
役
人

に
招し
よ
う

聘へ
い

さ
れ
、
そ
の
相
談
役
に
就
任
し
た
。
役
人
は
、
法
律
の
知
識
が
な
か
っ
た
の
で
、
事
あ
る

ご
と
に
、（
ブ
レ
イ
ン
役
の
）
こ
の
家
庭
教
師
に
相
談
し
た
。

　

あ
る
日
、市
内
警
備
の
捕と

り
手て

が
、釣つ

り
鐘が
ね

を
盗
ん
だ
泥ど
ろ

棒ぼ
う

を
捕つ
か

ま
え
、（
役
人
の
と
こ
ろ
へ
）
や
っ

て
来
た
。
こ
の
役
人
、

　
「
こ
れ
は
、
ど
の
よ
う
に
処
罰
し
た
ら
よ
い
だ
ろ
う
ね
。」

と
、
先
生
に
質
問
し
た
。
先
生
は
、

　
「（『
論
語
』
里
仁
篇
に
）『
夫に
ん

子そ
く

の
鐘か
ね

を
盗ぬ
す

む
は
。
恕じ
よ

せ
ん
の
み
。』
と
言
う
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん

か
。（
つ
ま
り
、鐘か
ね

泥ど
ろ

棒ぼ
う

は
許
し
て
あ
げ
て
も
よ
い
の
で
す
。）」（
訳
者
注
…
正
し
く
は
「
夫ふ
う

子し

の
道み
ち

は
、

忠ち
ゆ
う

恕じ
よ

の
み
」（
孔
子
先
生
の
道
は
、「
ま
ご
こ
ろ
」
を
も
っ
て
他
人
に
思
い
や
り
の
気
持
ち
を
示
す

こ
と
、
そ
れ
だ
け
で
あ
る
。「
ま
ご
こ
ろ
」
こ
そ
が
、
人
間
と
し
て
最
も
大
切
な
道
で
あ
る
。）
と
い

う
意
味
な
の
に
、
ぼ
ん
く
ら
教
師
は
、「
道み
ち

﹇dào

﹈」
を
「
盗ぬ
す

む
﹇dào

﹈」、
「
忠ち
ゆ
う

﹇zhōng

﹈」
を
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字
で
記
す
こ
と
は
珍
し
い
）。
○
怪
＝
咎と
が

め
る
、
責
め
る
。
現
代
中
国
語
と
同
じ
。
古
典
漢
文
や
日

本
語
で
使
用
さ
れ
る「
あ
や
し
む
」と
は
異
な
る
。『
笑
府
』所
収
の
類
話（
第
六
七
話「
兄
弟
延
師
」）

は
、「
咎8

供
給
之
不
豊
」
に
作
る
。
○
師
輪
至
日
＝
先
生
の
面
倒
を
見
る
順
番
が
回
っ
て
き
た
、
そ

の
日
に
。「
輪
」は
、「
番
が
ま
わ
っ
て
く
る
」意
の
動
詞
。
現
代
中
国
語
と
同
じ
。
○
觔
両﹇jīnliǎng

﹈

＝「
斤
両
﹇jīnliǎng
﹈」、
目
方
、
重
さ
。「
觔
」
は
「
筋
」
の
異
体
字
、「
斤
」
と
同
音
。「
秤
觔
両
」

で
「
重
さ
を
量
る
」
意
、
左
訓
「
メ
カ
タ
ニ
カ
ケ
ル
」（
目
方
に
か
け
る
）。
○
将
交
師
于
兄
＝
先
生

を
兄
に
渡
そ
う
と
す
る
。「
交
」、
左
訓
「
ワ
タ
サ
ン
ト
」（
渡
さ
ん
と
）。
○
飽

＝「
飽
餐
」、
御
馳

走
を
お
腹な
か

い
っ
ぱ
い
食
べ
る
。「

」
は
「
餐
」
の
異
体
字
。
○
撒
一
屁
＝
お
な
ら
を
一
発
、
放
つ
。

左
訓
「
ヘ
ヲ
ヒ
ル
」（
屁
を
放
る
）。
○
秤
上
買
賣
＝
重
さ
で
物
の
値
段
が
決
ま
る
商
売
。
左
訓
「
ハ

カ
リ
メ
ノ　

ア
キ
ナ
イ
」（
秤
目
の
商
い
）。
○
軽
易
＝
軽
々
し
く
、
不
注
意
に
、
簡
単
に
。
現
代
中

国
語
と
同
じ
。
左
訓
「
タ
ヤ
ス
ク
」。
○
撒
出
＝（
お
な
ら
を
）
放ひ

り
出だ

す
、
屁へ

を
こ
く
。
左
訓
「
ヒ

リ
ダ
ス
」。
○

不
得
＝
口
に
出
す
の
が
憚は
ば
か

ら
れ
る
、口
に
出
せ
な
い
、言
え
な
い
。「

」
は
「
説
」

の
異
体
字
。
左
訓
「
イ
ヒ
ハ
サ
レ
ネ
ト
モ
」（
言
ひ
は
さ
れ
ね
ど
も
）。
○
原
替
我
吃
了
下

＝（
お

腹な
か

か
ら
体
の
外
に
出
し
て
し
ま
っ
た
も
の
を
）
元
通
り
に
（
口
か
ら
入
れ
て
）
お
腹な
か

の
な
か
へ
飲
み

下
し
て
し
ま
い
な
さ
い
、と
い
う
意
味
。「
替
我
」
は
現
代
中
国
語
「
給
我
」
と
同
じ
く
、直
訳
は
「
私

の
た
め
に
（
〜
す
る
）」。
必
ず
し
も
「
私
の
代
わ
り
に
」
と
い
う
意
味
に
は
な
ら
な
い
。
遠
山
荷
塘

は
「
タ
メ
ニ
」
と
い
う
右
傍
訓
を
附
す
。「

」
は
「
去
」
の
異
体
字
。「
下

」
は
、
下
の
方
へ
向

か
っ
て
離
れ
て
い
く
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
添
え
る
複
合
方
向
補
語
。「
了
」
は
「
〜
し
て
し
ま
う
」
意
を

表
す
ア
ス
ペ
ク
ト
助
詞
。
現
代
中
国
語
と
同
じ
。「
吃
了
下

」、左
訓「
ノ
ミ
コ
ン
デ
ク
ダ
サ
レ
」（
飲

み
込
ん
で
く
だ
さ
れ
）。『
笑
府
』
第
六
七
話
に
も
同
文
「
原
替
我
喫
了
下
去
」
と
あ
る
が
、
岩
波
文

庫
本（
松
枝
茂
夫
氏
）の
翻
訳「
う
ち
の
物
を
食
っ
て
行
っ
た
の
に
」（
上
巻
、七
六
頁
）は
誤
訳
。「
言

い
に
く
い
こ
と
だ
が
（
説
不
得
）」「
元
通
り
（
お
な
ら
を
口
か
ら
）
飲
み
込
ん
で
し
ま
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
い
う
意
味
で
な
け
れ
ば
、
こ
の
咄は
な
し

は
落
ち
な
い
。『
絶
纓
三
笑
』
所
収
の
類
話
の
タ
イ
ト
ル

が
「
師
吃
屁
（
先
生
が
オ
ナ
ラ
を
食
べ
る
）」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
、
そ
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
補
注

　

こ
の
話
は
、『
笑
府
』
巻
二
（
第
六
七
話
「
兄
弟
延
師
」）
お
よ
び
『
絶
纓
三
笑
』
第
一
八
三
話
「
師

吃
屁
」（
巻
二
、時
笑
・
舛
語
九
三
）
に
類
話
が
あ
り
、『
笑
府
』
と
『
笑
林
広
記
』
は
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
。

『
笑
府
』
の
日
本
語
訳
は
、
松
枝
茂
夫
『
全
訳
笑
府
（
上
）』
七
六
頁
参
照
。
た
だ
し
、
松
枝
氏
の
翻

訳
に
は
オ
チ
の
部
分
に
誤
訳
が
あ
る
の
で
注
意
し
た
い
。『
絶
纓
三
笑
』
は
、『
笑
林
広
記
』
と
ほ
ぼ

同
文
と
言
え
る
が
、例
に
よ
っ
て
編
者
の
コ
メ
ン
ト
（「
評
語
」）
は
他
書
に
な
い
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、

『
絶
纓
三
笑
』
の
標
題
は
他
書
と
は
異
な
る
。
な
お
、
和
刻
本
『
笑
府
』
に
、
こ
の
話
の
類
話
は
な
い
。

　
『
笑
府
』『
絶
纓
三
笑
』
収
録
話
の
原
文
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。『
絶
纓
三
笑
』
の
「
評
語
」

に
は
拙
訳
を
添
え
る
。

　

『
笑
府
』
第
六
七
話
（
巻
二
・
腐
流
部
、
一
六
丁
表
〜
裏
）

　
　

兄
弟
延
師

有
兄
弟
二
房
。
共
延
一
師
。
分
班
供
給
。
毎
交
班
。
必
互
嫌
師

痩
。
咎
供
給
之
不
豊
。
于
是
兄
弟
相
約
。
師
初
至
。
即、
、
、
、

称
斤
兩

以、
、
、
、
、
、
、

為
交
班
肥
痩
之

。、 
一
日
弟
将
交
師
于
兄
。
乃
令
師
飽

餐
而
去
。
既
上
秤
。
師
偶
撒
一
屁
。
乃
咎
之
曰
。
秤、
、
、
、

上
買
賣
。
豈、

可、
、
、
撒
出
。
説、
、
、
不
得
。
原、
、
、
、
、
、
、

替
我
喫
了
下
去

　『
絶
纓
三
笑
』
第
一
八
三
話
（
巻
二
、
時
笑
・
舛
語
九
三
）

　
　

師
吃
屁

有
兄
弟
共
延
師
。
分
班
供
給
。
每
交
班
。
互
嫌
師
痩
。
於

是、
、
、
、
、
、

相
約
稱
斤
兩
。
以、
、
、
、
、
、
、
、

爲
交
班
肥
痩
之
驗
。
一
日
弟
供

滿
。
交
師
于
兄
。

上
秤
。
師
偶
撒
一
屁
。
乃
咎
之
曰
。
秤、

上、
、
、
買
賣
。
豈、
、
、
、

可
撒
出
。
說8

不
得
8

8

。
原8

替8

我8

吃8

了8

下8

去8

　

先
生
一
年
不
知
多
少
束
脩
。
身
體
不
知
多
少
重
。

　

歸
除
一

8

8

8

算8

。
便8

知8

多8

少8

價8

錢8

一8

斤8

也8

　
　
　
　
（
編
者
の
コ
メ
ン
ト
）
先
生
は
一
年
に
ど
れ
く
ら
い
の
謝
礼
を
受
け
取
っ
て
い
た
か
分
か

ら
な
い
し
、
体
重
も
ど
れ
く
ら
い
の
重
さ
だ
っ
た
の
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
謝
礼
を
体
重

で
割
り
算
し
て
み
れ
ば
、
一い
つ

斤き
ん

（
約
六
〇
〇
グ
ラ
ム
）
当
た
り
、
ど
れ
く
ら
い
の
給
金
を

も
ら
っ
て
い
た
か
が
分
か
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

　
余
説

　

こ
の
話
は
、
貧
乏
書
生
を
二
人
の
兄
弟
が
食
べ
さ
せ
て
い
る
話
だ
が
、
笑
い
の
ツ
ボ
は
オ
チ
に
あ
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み
上
げ
、
凶
作
に
備
え
る
。
事
前
に
準
備
す
る
こ
と
の
喩た
と

え
。「
養
児
防
老
、
積
穀
防
饑
」（
子
ど
も

を
育
て
て
老
後
に
備
え
、
穀
物
を
蓄
え
て
飢
餓
に
備
え
る
）
と
い
う
八
字
の
成
語
と
し
て
用
い
ら
れ

る
。
貧
乏
書
生
の
こ
じ
つ
け
た
解
釈
は
、
こ
の
成
語
に
基
づ
い
て
い
る
。

　
補
注

　

原
本
『
笑
府
』『
絶
纓
三
笑
』
と
も
に
類
話
は
な
く
、
和
刻
本
の
中
国
笑
話
集
等
に
も
採
録
さ
れ

て
い
な
い
。

　
余
説

　

前
話
「
講
書
」
と
同
じ
く
、
貧
乏
書
生
（
私
塾
の
家
庭
教
師
）
が
勤
め
先
の
主
人
に
気
に
入
ら
れ

よ
う
と
し
て
、
む
や
み
や
た
ら
と
教
え
子
を
褒ほ

め
ち
ぎ
る
話
で
あ
る
。
話
の
オ
チ
は
、「
割か
つ

稲と
う

（
稲

を
刈
る
）」
と
い
う
二
字
に
付
け
た
「
行こ
う

房ぼ
う

（
房ぼ
う

事じ

を
行
う
）」
と
い
う
語
、
こ
の
下
ネ
タ
が
ら
み
の

禁
句
ま
で
を
も
、
貧
乏
書
生
は
（
金
に
目
が
く
ら
ん
で
）
絶
賛
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
教
え
子

が
先
生
に
向
か
っ
て
「
行こ
う

房ぼ
う

」
と
答
え
た
の
は
、
現
代
日
本
風
に
言
い
替
え
れ
ば
、「
性
交
」
も
し

く
は
、
そ
の
も
の
ズ
バ
リ
「
セ
ッ
ク
ス
」
と
い
う
語
を
口
に
し
た
に
等
し
い
。
教
育
の
場
に
お
け
る

学
生
の
発
言
と
し
て
、
不
適
切
、
不
謹
慎
、
不
真
面
目
き
わ
ま
る
も
の
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
雇

い
主
が
「
大お
ほ

い
に
怒い
か

」
っ
た
の
は
、
む
し
ろ
当
然
だ
っ
た
の
で
あ
る
。「
屁
理
屈
と
チ
ュ
ー
イ
ン
ガ

ム
は
、
ど
こ
に
で
も
く
っ
つ
く
」
と
言
わ
れ
る
が
、
本
話
の
ポ
イ
ン
ト
も
、
そ
こ
に
あ
る
。

　

た
だ
し
、「
養
児
待
老
」「
積
穀
防
饑
」
と
い
う
成
語
を
用
い
た
、
こ
の
こ
じ
つ
け
解
釈
は
、
な
か

な
か
気
の
利
い
た
も
の
で
あ
る
。

　　
㉑
兄
き
よ
う

弟だ
い

延え
ん

師し

（
兄
弟
が
家
庭
教
師
を
招
く
）

原
文

　
　

兄
弟
延
レク

師
ヲ

有
二リ 

兄
弟
両
人
一

、
共
ニ

延
二ク

一
師
一ヲ

、
分カワリ
バ
ン
ニ

レテ

班
ヲ 

供マカナ
イ
ス
ル

│

給
ス

、
毎
二ニ

交交
代班
一ス
ル

、
必
互
ニ

嫌
二ヒ

師
ノ

痩
一ヲ

、
怪
二ム

供

給
ノ

之
不
一ル
レヲ

豐
ナ
ラ

、
于
レテ

是
ニ

兄
弟
相
約
シ
テ

、
師
輪
シ

至
ル

日
、
即
チ

秤メカ
タ
ニ
カ
ケ
ル

二シ
テ

觔
両
一ヲ

以
為
二ス

交
│

班 

肥
│

痩
之

一ヲ

、
一
日
弟
将
レニ

交ワタ
サ
ン
ト

二セ
ン
ト

師
ヲ

于
兄
一ニ

、
乃
チ

令
二ム

師
ニ

飽
シ
テ

而
去
一ヲ

、
既
ニ

上
レス

秤
ニ

、
師
偶ゝ
撒
二ス

一ヘヲ
ヒ
ル屁
一ヲ

、

乃
チ

咎
レメ
テ

之
ヲ

曰
ク

、秤ハカ
リ
メ
ノ

│

上
ノ

買アキ
ナ
イ賣
、豈
ニ

可
二ン
ヤ

軽タヤ
ス
ク
│

易
ニ

撒ヒリ
ダ
ス出
一ス

、
キ

イ
ヒ
ハ
サ
レ
ネ
ト
モ

不
レレ
ト
モ

得
、原
ヨ
リ

替タ
メ
ニレ

我
カ

吃
ノ
ミ
コ
ン
デ
ク
ダ
サ
レ

シ

了
下
シ
■

レ

、

書
き
下
し
文

　
　

兄き
や
う

弟だ
い 

師し

を
延ま
ね

く

兄き
や
う

弟だ
い 

両り
や
う

人に
ん 

有あ

り
、
共と
も

に
一い
つ

師し

を
延ま
ね

く
、
班は
ん

を
分わ
か
ち

て
供き
よ
う

給き
ふ

す
、
交か
う

班は
ん

す
る
毎ご
と

に
、
必か
な
ら

ず
互た
が

ひ

に
師し

の
痩そ
う

を
嫌き
ら

ひ
、
供き
よ
う

給き
ふ

の
豊ほ
う

な
ら
ざ
る
を
怪あ
や
し

む
、
是こ
こ

に
于お
い

て
兄き
や
う

弟だ
い 

相あ
ひ

約や
く

し
て
、
師し 

輪り
ん

し
至い
た

る
日ひ

、
即す
な
は

ち
筋き
ん

両り
や
う

を
秤し
よ
う

し
て 

以も
つ

て
交か
う

班は
ん

肥ひ

痩そ
う

の
験け
ん

を
為な

す
、
一い
ち

日じ
つ 

弟
お
と
う
と 

将ま
さ

に
師し

を
兄あ
に

に
交か
う

せ

ん
と
す
、
乃
す
な
は

ち
師し

に
飽は
う

餐さ
ん

し
て
去さ

ら
し
む
、
既す
で

に
秤し
よ
う

に
上の
ぼ

す
、
師し 

偶た
ま

た
ま
一い
ち

屁ひ

を
撒さ
ん

ず
、
乃す
な
は

ち

之こ
れ

を
咎と
が

め
て
曰い
は

く
、
秤し
よ
う

上じ
や
うの
買ば
い

売ば
い

、
豈あ

に
軽け
い

易い

に
撒さ
ん

出し
ゆ
つ

す
、
説と

き
得え

ざ
れ
ど
も
、
原も
と

よ
り
我わ

が

替た
め

に 

吃き
つ

し
下く
だ

し
去さ

れ
、

　
現
代
語
訳

　

二
人
の
兄
弟
、
共
同
で
一
人
の
先
生
を
招
き
、（
先
生
の
）
食
事
な
ど
は
、
交
代
で
面
倒
を
み
る

こ
と
に
し
た
。
引
き
渡
し
の
際
に
は
、
必
ず
決
ま
っ
て
二
人
と
も
、
先
生
の
体
重
が
軽
く
な
っ
て
い

る
こ
と
に
文
句
を
言
い
、
食
事
の
世
話
が
十
分
で
は
な
い
と
言
っ
て
責
め
立
て
た
。

　

そ
こ
で
、
兄
弟
は
相
談
し
て
、
先
生
を
受
け
入
れ
る
順
番
が
ま
わ
っ
て
く
る
日
に
、
体
重
計
で
重

さ
を
量は
か

り
、
交
代
時
の
体
重
の
記
録
を
、
証
拠
と
し
て
残
し
て
お
く
こ
と
に
し
た
。

　

あ
る
日
、
弟
が
先
生
を
兄
に
引
き
渡
す
に
あ
た
り
、
先
生
に
御
馳
走
を
お
腹な
か

い
っ
ぱ
い
食
べ
さ
せ

て
か
ら
、（
兄
の
と
こ
ろ
へ
）
連
れ
て
行
っ
た
。
そ
れ
な
の
に
先
生
は
、
体
重
計
の
上
に
載の

っ
た
と
き
、

思
わ
ず
一
発
、
屁へ

を
こ
い
た
。（
弟
は
、
そ
れ
を
見
て
、
先
生
を
）
咎と
が

め
て
こ
う
言
っ
た
。

　
「
目め

方か
た

何
キ
ロ
か
で
値
段
が
決
ま
る
商
売
な
ん
や
!　

何
を
軽
々
し
く
屁へ

え
こ
い
と
ん
ね
ん
!　

口
に
は
出
し
に
く
い
こ
と
や
け
ど
、
き
っ
ち
り
元
通
り
（
出
し
た
も
ん
は
、
耳
そ
ろ
え
て
）
飲
み
こ

ん
で
も
ら
い
ま
っ
せ
!
」

　
注○

『
訳
解
笑
林
広
記
』
巻
之
上
・
腐
流
部
（
六
丁
裏
）。『
新
鐫
笑
林
広
記
』
巻
之
二
・
腐
流
部
（
第

一
〇
五
話
、
一
〇
丁
表
〜
裏
）。
○
兄
弟
延
師
＝
兄
弟
が
先
生
を
招
く
。「
延
﹇yán

﹈」
は
「
招
く
」

意
。
○
分
班
＝
代
わ
る
代
わ
る
、
交
代
に
。
本
来
は
、「
仕
事
の
分
担
チ
ー
ム
（
班
）
を
（
い
く
つ

か
に
）
分
け
る
」
意
。
左
訓
「
カ
ワ
リ
バ
ン
ニ
（
代
わ
り
番
に
）」。
○
供
給
＝
食
料
な
ど
を
提
供
す
る
。

左
訓
「
マ
カ
ナ
イ
ス
ル
」（
賄
い
す
る
）。
○
交
班
＝（
家
庭
教
師
に
食
事
を
与
え
る
仕
事
を
相
手
に
）

引
き
渡
す
、
交
代
す
る
。「
交
﹇jiāo

﹈」
は
「（
相
手
に
）
渡
す
」
意
。
左
訓
「
交
代
」（
左
訓
を
漢
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⑳
師し

賛さ
ん

徒と

（
先
生
、
教
え
子
を
褒ほ

め
ち
ぎ
る
）

原
文

　
　

師 
贊ホメ
ルレス

徒
ヲ

舘
師
欲
レシ
テ

為
二サ
ン
ト 

固イツ
マ
テ
モ
舘
ニ
ヲ
ル

│

舘
ノ

計
一ヲ

、
毎
ニ

贊
二ス

學デ
シ生

ノ

明
一ヲ

、
東シユ
ジ
ン家
不
レ

信
セ

、
命
シ
テ

當メノ
マ
ヘ
デ

│

面
ニ

對ツイ
句
ツ
ケ
サ
ス
ル

課
セ
シ
ム

、
師

曰
ク

蟹
、
學
生
對
シ
テ

曰
ク

傘
、
師
贊
レシ
テ

之
ヲ

不
レ

已
マ

、
東シユ
ジ
ン翁
不
レ

觧
セ

、
師
曰
ク

、
我
レ

有
二リ

隠
意
一

、
蟹
ハ

乃
チ

横
行
ノ

之
物
、
令
│

郎
對
レス

傘
ト

有
二リ

獨
立
ノ

之
意
一

、
豈
ニ

不
二ヤ

絶
玅
一ニ

、
東
翁
又
命
シ
テ

對
二セ
シ
ム

両
字
課
一ヲ

、
師

曰
ク

割
レル

稲
ヲ

、
學
生
曰
ク

行
レフ

房
ヲ

、
師
又
賛
シ
テ

不
レ

已
マ

、
東
家
大
ニ

怒
ル

、
師
曰
ク

、
此
ノ

對
モ

也
タ

有
二リ

隠
意
一

、

我
レ

出
二ス

割
稲
一

者
ノ
ハ

、
乃
チ

積
レミ

穀
ヲ

防
レク

饑
ヲ

、
他
對
二ス
ル

行
房
一ト

者
ノ
ハ

、
乃
チ

養
レヒ

児
ヲ

待
レス
ル
也

老
ヲ

、

　
書
き
下
し
文

　
　

師し 

徒と

を
賛さ
ん

す

館く
わ
ん　
師し 

固こ

館く
わ
ん

の
計け
い

を
為な

さ
ん
と
欲ほ
つ

し
て
、
毎つ
ね

に
学が
く

生せ
い

の
聡そ
う

明め
い

を
賛さ
ん

す
、
東と
う

家か 

信し
ん

ぜ
ず
、
命め
い

じ
て
当た
う

面め
ん

に
対つ
い

課く
わ

せ
し
む
、
師し 

曰い
は

く 

蟹か
に

、
学が
く

生せ
い 

対つ
い

し
て
曰い
は

く 
傘か
さ

、
師し 

之こ
れ

を
賛さ
ん

し
て
已や

ま
ず
、
東と
う

翁を
う 

解か
い

せ
ず
、
師し 

曰い
は

く
、
我わ
れ 

隠い
ん

意い 

有あ

り
、
蟹か
に

は 

乃す
な
は

ち 

横わ
う

行か
う

の
物も
の

、
令れ
い

郎ら
う 

傘か
さ

と
対つ
い

す 

独ど
く

立り
つ

の
意い 

有あ

り
、

豈あ

に 

絶ぜ
つ

妙め
う

に
あ
ら
ず
や
、
東と
う

翁を
う 

又ま
た 

命め
い

じ
て
両り
や
う
字じ

課く
わ

を
対つ
い

せ
し
む
、
師し 

曰い
は

く 

稲い
ね

を
割わ

る
、
学が
く

生せ
い 

曰い
は

く 

房ば
う

を
行お
こ
な

ふ
、
師し 

又ま
た 

賛さ
ん

し
て
已や

ま
ず
、
東と
う

家か 

大お
ほ
い
に
怒い
か

る
、
師し 

曰い
は

く
、
此こ

の
対つ
い

も 

也ま

た 

隠い
ん

意い 

有あ

り
、
我わ
れ 

割か
つ

稲た
う

を
出い
だ

す
者も
の

は
、
乃す
な
は

ち 

穀こ
く

を
積つ

み
饑き

を
防ふ
せ

ぐ
、
他か
れ 
行か
う

房ば
う

と
対つ
い

す
る
者も
の

は
、

乃す
な
は

ち 

児こ

を
養や
し
な

ひ
老ら
う

を
待た
い

す
る
な
り
、

　
現
代
語
訳

　

私
塾
の
教
師
、
雇や
と

い
主ぬ
し

の
家
に
で
き
る
だ
け
長
く
居
続
け
た
い
と
思
い
、
い
つ
も
教
え
子
を
「
か

し
こ
い
」「
す
ご
い
」
と
褒ほ

め
ち
ぎ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
家
の
主
人
は
そ
ん
な
こ
と
を
信
じ
な
い
。

そ
れ
な
ら
自
分
の
目
の
前
で
、
対つ
い

句く

を
付つ

け
て
み
ろ
と
言
う
。
そ
こ
で
、
先
生
が
「
蟹か
に

」
と
言
う
と
、

教
え
子
は
「
傘か
さ

」
と
付つ

け
た
。
先
生
は
「
か
し
こ
い
」「
す
ご
い
」
と
賛
嘆
し
て
止や

ま
な
か
っ
た
が
、

ご
主
人
さ
ま
の
方
は
さ
っ
ぱ
り
訳わ
け

が
分
か
ら
な
い
。
先
生
は
言
う
。

　
「
私
が
出
し
た
対つ
い

句く

の
題
に
は
、
隠
さ
れ
た
意
味
が
あ
る
の
で
す
。
つ
ま
り
『
蟹か
に

』
と
は
『
横
に

歩
く
も
の
』
な
の
で
す
。
だ
か
ら
御
子
息
さ
ま
は
、
こ
れ
に
『
傘か
さ

』
と
付つ

け
た
の
で
す
。『
傘か
さ

』
に

は
『
一
本
す
っ
く
と
立
つ
』
と
い
う
意
味
が
あ
る
か
ら
で
す
（
訳
者
注
…
「
横
方
向
に
移
動
す
る

『
蟹か
に

』」
と
「
縦
方
向
に
立
ち
つ
く
す
『
傘か
さ

』」
の
対つ
い

）。
こ
の
見み

事ご
と

な
対つ
い

句く

、
絶
妙
と
い
う
べ
き
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。
あ
あ
。」

　

御
主
人
は
、
こ
ん
ど
は
二
字
の
対つ
い

句く

を
息
子
に
作
ら
せ
て
み
ろ
と
言
っ
た
。
そ
こ
で
、
先
生
が

「
割か
つ

稲と
う

（
稲
を
刈
る
）」
と
言
う
と
、
教
え
子
は
「
行こ
う

房ぼ
う

（
房ぼ
う

事じ

を
行お
こ
な

う
＝
男
女
が
交
わ
る
）」
と

付つ

け
た
。
先
生
は
、
ま
た
し
て
も
「
か
し
こ
い
」「
す
ご
い
」
と
賛
嘆
し
て
止や

ま
な
い
。
と
こ
ろ
が
、

家
の
主
人
は
か
ん
か
ん
に
怒
っ
て
い
る
。
先
生
は
言
う
。

　
「
こ
の
対つ
い

句く

に
も
、隠
れ
た
意
味
が
あ
る
の
で
す
。
私
が『
割か
つ

稲と
う（
稲
を
刈
る
）』と
言
っ
た
の
は
、『
穀

物
を
積
み
上
げ
、
飢き

饉き
ん

に
備
え
る
』
と
い
う
意
味
で
す
。
そ
し
て
御
子
息
さ
ま
は
、
そ
れ
に
対
し
て

『
行こ
う

房ぼ
う

（
房ぼ
う

事じ

を
行お
こ
な

う
＝
男
女
が
交
わ
る
）』
と
付つ

け
ま
し
た
。
そ
れ
は
つ
ま
り
、『
子
ど
も
を
作
っ

て
、
老
後
に
備
え
る
』
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
（
訳
者
注
…
「
稲
を
刈
っ
て
、
飢き

饉き
ん

に
備
え
る
『
割か
つ

稲と
う

』」
と
「
子
ど
も
を
作
っ
て
、
老
後
に
備
え
る
『
行こ
う

房ぼ
う

』」
の
対つ
い

）。」

　
注○

『
訳
解
笑
林
広
記
』
巻
之
上
・
腐
流
部
（
六
丁
表
〜
裏
）。『
新
鐫
笑
林
広
記
』
巻
之
二
・
腐
流
部

（
第
一
〇
一
話
、
九
丁
表
〜
裏
）。
○
師
贊
徒
＝
先
生
が
弟
子
を
褒ほ

め
る
。「
贊
」
は
「
賛
」
の
本
字
。

「
賛
」、
左
訓
「
ホ
メ
ル
」。
○
固
舘
＝
家
庭
教
師
が
勤
め
先
の
家
に
長
期
間
居
続
け
る
こ
と
。「
舘
」

は
「
館
」
の
異
体
字
。
私
塾
の
家
庭
教
師
と
い
う
職
は
、
科
挙
の
上
級
試
験
を
控
え
た
貧
乏
書
生
に

と
っ
て
、
き
わ
め
て
重
要
な
生
活
の
糧か
て

で
あ
っ
た
。
左
訓
「
イ
ツ
マ
テ
モ
舘
ニ
ヲ
ル
（
い
つ
ま
で
も

館や
か
た
に
居お

る
）」。
○
學
生
＝
教
え
子
。
左
訓
「
デ
シ
」（
弟
子
）。
○
東
家
＝
雇
い
主
、主
人
。
左
訓
「
シ

ユ
ジ
ン
」（
主
人
）。
○
當
面
＝
目
の
前
で
、
そ
の
場
で
。
左
訓
「
メ
ノ
マ
ヘ
デ
（
目
の
前
で
）」。
○

對
課
＝
対
句
を
作
る
授
業
。
教
師
が
提
出
し
た
言
葉
に
対
し
て
、
同
じ
文
字
数
の
言
葉
を
返
す
。
一

字
句
、
二
字
句
か
ら
始
ま
り
、
五
字
句
、
七
字
句
に
至
る
。
例
え
ば
、「
山
」（
一
字
の
名
詞
）
に
は

「
海
」「
水
」
な
ど
（
一
字
の
名
詞
）
を
付
け
（
蔡
元
培
『
我
在
教
育
界
的
経
験
』）、「
一
双
征
雁
向

南
飛
」（
七
字
句
）
に
は
「
両
隻
焼
鵞
朝
北
走
」（
七
字
句
）
を
付
け
る
（『
西
湖
二
集
』
第
四
巻
「
愚

郡
守
玉
殿
生
春
」）。
○
東
翁
＝「
東
家
」（
雇
い
主
）
の
敬
称
、
御
主
人
さ
ま
。
左
訓
「
シ
ユ
ジ
ン
」

（
主
人
）。
○
隠
意
＝
は
っ
き
り
と
は
示
さ
な
い
が
、
間
接
的
、
比
喩
的
に
示
さ
れ
た
意
味
。
秘
め
ら

れ
た
意
味
、
隠
さ
れ
た
意
味
の
こ
と
。
○
絶
玅
＝
絶
妙
。「
玅
」
は
「
妙
」
と
同
字
（『
康
煕
字
典
』）。

○
對
両
字
課
＝
二
字
の
対
句
を
付
け
る
。「
對
」
は
「
対
」
の
正
字
（
旧
字
体
）。「
対
（
一
字
）
課
」

は
「
一
字
の
対
句
を
付
け
る
」
意
、「
対
両
字
課
」
は
「
二
字
の
対
句
を
付
け
る
」
意
。
○
割
稲
＝

稲
を
刈
る
こ
と
。
○
行
房
＝
房ぼ
う

事じ

を
行
う
こ
と
、
男
女
が
交
わ
る
こ
と
。
○
積
穀
防
饑
＝
穀
物
を
積
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先
生
は
言
っ
た
。

　
「
こ
の
講
義
内
容
は
、（
よ
そ
と
は
全
然
）
違
う
ん
だ
ぞ
。
こ
の
私
の
余よ

姚よ
う

の
家
に
代
々
伝
わ
る

秘
伝
の
読
み
方
な
の
じ
ゃ
（
だ
か
ら
、
心
し
て
聞
け
）。
そ
も
8

8

そ8

も8

、
書8

を8

読8

む8

と8

き8

は8

、
前8

後8

の8

文8

章8

を8

し8

っ8

か8

り
と
8

8

読8

ま8

ね8

ば8

な8

ら8

ぬ8

。」

　

教
え
子
は
言
っ
た
。

　
「
前
の
部
分
は
ど
の
よ
う
な
文
章
で
す
か
。」

　

先
生
が
言
う
。

　
「
前
の
文
は
『
郷き
よ
う

人じ
ん 
儺
お
に
や
ら
い

す
』
と
あ
る
。
季き

康こ
う

子し

は
大た
い

夫ふ

、
孔
子
は
大だ
い

聖せ
い

人じ
ん

で
あ
る
。
大た
い

夫ふ

が
大だ
い

聖せ
い

人じ
ん

に
薬
を
贈
る
と
い
う
の
は
、
並な
み

大た
い

抵て
い

の
こ
と
じ
ゃ
な
い
。
そ
し
て
田
舎
の
人
は
、
み
な

孔
子
様
の
た
め
に
薬
を
練
り
合
わ
せ
て
差
し
上
げ
る
、
と
い
う
の
じ
ゃ
か
ら
、
丸
薬
に
決
ま
っ
と

る
の
じ
ゃ
。」

　

教
え
子
は
言
う
。

　
「
そ
う
い
う
こ
と
な
ら
、
丸
薬
で
決
ま
り
で
す
ね
。」

　

先
生
は
言
っ
た
。

　
「
い
や
8

8

い8

や8

、
そ8

う8

で8

も8

な8

い8

の8

じ8

ゃ8

。
ま
だ
そ
の
後
ろ
を
読
ま
な
け
れ
ば
な
ら
ん
。」

　

教
え
子
は
言
っ
た
。

　
「
次
は
ど
の
よ
う
な
文
で
す
か
。」

　
「
次
は
『
厩う
ま
や 

焚や

け
た
り
』
と
あ
る
。
子
ど
も
が
う
っ
か
り
（
火
の
扱
い
を
誤
っ
て
）
馬
屋
ま

で
焼
い
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
じ
ゃ
。
つ
ま
り
、
そ
れ
は
煎
じ
薬
で
も
あ
っ
た
と
い
う
わ
け

じ
ゃ
。」

　

教
え
子
は
言
う
。

　
「
丸
薬
で
も
あ
り
、
煎
じ
薬
で
も
あ
っ
た
と
。
さ
て
そ
う
い
う
場
合
、
ど
の
よ
う
に
作
文
す
れ

ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。」

　

先
生
は
言
っ
た
。

　
「
そ
の
8

8

質8

問8

は8

、
さ8

ら8

に8

一8

段8

と8

冴8

え8

わ8

た8

っ8

と8

る8

な8

。
い8

っ8

そ8

の8

こ8

と8

、
お8

前
に
8

8

秘8

法8

を8

伝8

授8

し8

て8

や8

ろ8

う8

か8

し8

ら8

。
文
章
を
作
る
と
き
は
、『
一い
つ

股く
ノ

丸ぐ
わ
ん

薬や
く

。
一い
つ

股く
ノ

煎せ
ん

薬や
く

。
両り
や
う

股く
ノ

丸ぐ
わ
ん

薬や
く

。

両り
や
う

股く
ノ

煎せ
ん

薬や
く

。
』
と
す
れ
ば
よ
い
。
二
つ
の
言
い
方
が
ど
ち
ら
も
兼
ね
備
わ
っ
て
い
て
、
は
じ
め

て
そ
の
意
味
が
十
全
な
も
の
に
な
る
の
じ
ゃ
。
さ
て
8

8

、
お8

前
は
8

8

ち8

ゃ8

ん8

と8

お8

父8

様8

に8

束8

修8

を8

増8

額8

す8

る8

よ8

う8

言8

っ8

て8

く8

れ8

な8

い8

と8

い8

か8

ん8

ぞ8

。
そ8

れ
が
8

8

肝8

心8

な8

こ8

と8

じ8

ゃ8

。」

（
編
者
の
コ
メ
ン
ト
）前
話（
第
六
五
七
話「
適
可
而
止
」評
文
）に
お
い
て「
衣
鉢﹇yībō

﹈」（
代
々

師
匠
か
ら
弟
子
へ
と
受
け
継
が
れ
る
奥
義
）
と
呼
ば
れ
て
い
た
も
の
が
、
本
話
に
お
け
る
「
心

訣
﹇xīnjué

﹈」（
家
伝
の
秘
法
）
で
あ
る
。
書
物
の
読
み
方
、
文
章
の
作
り
方
、
い
ず
れ
に
お

い
て
も
要
点
を
尽
く
し
た
至
極
の
理
は
、
こ
こ
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
束8

修
は
8

8

、
増8

額
し
8

8

て8

も8

よ8

ろ8

し8

か8

ろ8

う8

。

　

和
刻
本
『
笑
府
』（
Ａ
本
）
第
一
話
（
巻
上
、
腐
流
）

一
先
│

生
講
レ

書
ヲ

、
至
二

康
│

子
饋
一ル
レニ

藥
ヲ

、
徒
問
二

是
煎
│

藥
是
丸
│

藥
一カ
ト

、
先
生

　

向
二

主
人
一ニ

誇ホ
│

奬メ
シ
テ

曰
、
非
二レ
ハ

令ゴシ
ソ
ク郎

ノ

美
質
一ニ

不
レ

能
レ

問
、
非
二レ
ハ

學
生
博
學
一ニ

　

不
レ

能
レ

答
、
上
│

節
郷
│

人
儺
ノ

、
儺ヒロ
ゲ
タ
ハ

8

ノ

的
是
自
│

然
ニ

是
丸
│

藥
、
下
│

節
又

　

是
煎
│

藥
、
不
三ン
ハ

是
用
二

爐
火
一ヲ

、
如
│

何
ン
シ
テ

就
チ

厩
焚
ケ

起
來
ン

、

　
余
説

　

ま
た
し
て
も
、
私
塾
の
家
庭
教
師
を
バ
カ
に
し
た
話
。
こ
の
話
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
次
の
二
点
。
一

つ
目
は
、
雇
い
主
に
気
に
入
ら
れ
よ
う
と
し
て
、
教
え
子
を
褒ほ

め
ち
ぎ
り
、
御
主
人
様
に
媚こ

び
へ
つ

ら
お
う
と
す
る
、
雇
わ
れ
教
師
の
さ
も
し
さ
。
二
つ
目
は
、
経
書
を
俗
語
で
曲
解
し
よ
う
と
す
る
、

学
者
と
し
て
の
愚
か
し
さ
。

　
『
論
語
』
本
文
は
、
孔
子
に
関
わ
る
言
葉
を
寄
せ
集
め
た
断
片
的
な
孔
子
語
録
で
あ
り
、
前
後
の

断
章
が
そ
れ
ぞ
れ
緊
密
に
意
味
的
に
結
び
つ
い
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。
朱
子
学
者
な
ら
ば
、
そ
れ

を
朱
子
の
切
り
方
と
解
釈
に
従
っ
て
理
解
す
る
の
が
正
当
と
さ
れ
た
。
そ
れ
を
こ
の
家
庭
教
師
は
、

無
理
に
俗
語
を
用
い
て
読
み
解
こ
う
と
し
て
お
り
、
そ
れ
を
「
博
学
」
の
自
分
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る

解
釈
だ
と
自
慢
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、『
論
語
』
郷
党
篇
に
見
え
る
「
薬
」
が
、「
丸
薬
」

（
練
っ
て
丸
め
た
錠
剤
）
で
あ
る
と
同
時
に
「
煎
じ
薬
」（
煮
詰
め
た
液
体
の
飲
み
薬
）
で
も
あ
る
と

い
う
こ
の
解
釈
（「
固
体
で
あ
る
と
同
時
に
液
体
で
あ
る
」）
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
そ
れ
自
体
が

矛
盾
で
あ
る
。
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あ
る
。
薬
を
贈
ら
れ
た
す
ぐ
後
に
火
事
が
起
き
て
い
る
の
だ
か
ら
、
火
を
使
っ
て
薬
を
煎
じ
て
い
た

の
だ
ろ
う
と
い
う
、
穿う
が

っ
た
経
書
解
釈
を
行
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
解
釈
が
荒
唐
無
稽
な
も
の

で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　
補
注

　

こ
の
話
は
、『
絶
纓
三
笑
』
巻
四
・
儒
笑
六
三
「
康
子
饋
薬
」（
第
六
五
七
話
）
に
類
話
が
あ
る
。

中
国
刊
本
『
笑
府
』
に
類
話
は
な
い
が
、和
刻
本
『
笑
府
』（
明
和
五
年
（
一
七
六
八
）
九
月
、京
都
刊
、

半
紙
本
二
巻
一
冊
）
に
は
、『
笑
林
広
記
』
所
収
の
本
話
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　　

な
お
、『
笑
林
広
記
』
所
収
の
テ
キ
ス
ト
は
、
す
で
に
松
枝
茂
夫
氏
と
武
藤
禎
夫
氏
に
よ
る
翻
訳

が
備
わ
る
が
（
東
洋
文
庫
24
『
中
国
笑
話
選―
江
戸
小
咄
と
の
交
わ
り―

』、
平
凡
社
、
一
九
六
四

年
八
月
、二
六
四
頁
）、「
注
」の
記
述
に
や
や
不
正
確
な
と
こ
ろ
が
あ
る（「
儺﹇nuó

﹈」を「
攤﹇tān

﹈」

に
誤
る
）。
こ
の
誤
り
は
、
和
刻
本
『
笑
府
』
に
見
え
る
「
儺
的
」
に
附
さ
れ
た
左
訓
「
ヒ
ロ
ゲ
タ

ハ
」
に
影
響
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
字
形
の
よ
く
似
た
「「
攤
﹇tān

﹈」
は
「
広
く
並
べ
る
」
意
だ

が
、
こ
こ
は
同
音
語
﹇nuó

﹈（「
儺
（
お
に
や
ら
い
）」＋「

（
動
か
す
↓
丸
薬
）」）
に
よ
る
誤
読

で
な
け
れ
ば
意
味
を
成
さ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
和
刻
本
『
笑
府
』
の
左
訓
「
ヒ
ロ
ゲ
タ
ハ
」
も
誤

訓
で
あ
る
。『
訳
解
笑
林
広
記
』（
遠
山
荷
塘
）
は
、「
儺
的
」
に
適
切
な
左
訓
「
マ
ル
メ
ル
」
を
附

す
。
遠
山
荷
塘
は
、
さ
ら
に
「
割
注
」
と
し
て
「（
儺
）

同
音
」
と
で
も
記
し
、
無
学
な
家
庭
教

師
が
経
典
中
の
文
字
「
儺
﹇nuó

﹈」
を
同
音
の
俗
語
「
﹇nuó

﹈」（
指
を
動
か
し
て
練
り
合
わ
せ
る
）

に
こ
じ
つ
け
て
曲
解
し
て
い
る
こ
と
を
、
し
っ
か
り
と
明
記
し
て
お
き
た
か
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

ま
た
、
東
洋
文
庫
本
に
「
と
こ
ろ
が
下
節
の
は
煎
薬
で
す
」
と
あ
る
も
、
適
切
な
翻
訳
で
は
な
い
。

原
文
は
「
下
節
又
是
煎
薬
」、「
又
」
と
い
う
副
詞
は
「
〜
で
あ
る
と
同
時
に
…
で
も
あ
る
」
意
を
表

す
。
こ
の
教
師
は
、『
論
語
』
に
出
て
く
る
薬
が
、
丸
薬
で
あ
る
と
同
時
に
煎
薬
で
も
あ
る
、
と
い

う
辻つ
じ

褄つ
ま

の
合
わ
な
い
矛
盾
し
た
説
明
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。「
上
節
の
は
丸
薬
、
と
こ
ろ
が
下
節

の
は
煎
薬
で
あ
る
」
と
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
そ
の
こ
と
は
、『
絶
纓
三
笑
』
の
類
話
を
見
れ
ば
、

さ
ら
に
明
ら
か
に
な
ろ
う
。

　　
『
絶
纓
三
笑
』お
よ
び
和
刻
本『
笑
府
』所
収
の
原
文
は
、以
下
の
通
り
で
あ
る
。『
絶
纓
三
笑
』と『
笑

林
広
記
』
は
、
本
文
に
か
な
り
異
同
が
あ
る
た
め
、
日
本
語
訳
（
拙
訳
）
も
添
え
て
お
く
。

『
絶
纓
三
笑
』
第
六
五
七
話
（
巻
四
、
儒
笑
六
三
）

　

○
康
子
饋
藥

一
餘
姚
師
講
康
子
餽
藥
。
學
徒
問
曰
。
藥
是
丸
藥
煎

8

8

8

8

8

藥8

。
師
喜
曰
。
此
問
甚
聰
明
。
汝
可
與
父
親
說
。
增
些
束

修
。
我
纔
說
與
汝
。
徒
曰
。
講
了
去
說
就
是
。
師
曰
。
此
講

法
不
同
。
乃
我
餘
姚
人
傳
家
心
訣
也
。
凡
看
8

8

書8

要8

看8

上8

下8

文8

。
徒
曰
。
上
文
云
何
。
曰
。
上
文
是
鄕
人
儺
。
康
子

是
大
夫
。
孔
子
是
大
聖
。
大
夫
餽
藥
與
大
聖
。
是
急
猛

事
。
合
鄕
之
人
。
都
來
替
他
搓
儺
搓
儺
。
可
不
是
丸
藥
。

徒
曰
。
這
等
是
丸
薬
了
。
師
曰
。
又
不

8

8

。
還
要
看
下
文
。
徒

曰
。
下
文
云
何
。
曰
。
下
文
是
厩
焚
。
童
子
不
小
心
。
延
燒

馬
房
。
這
又
是
煎
藥
。
徒
曰
。
又
是
丸
藥
。
又
是
煎
藥
。
如

何
作
文
。
師
曰
。
此
問

8

8

更8

聰8

明8

。
索8

性8

把8

心8

訣8

傳8

與8

汝8

。

作
文
時
一
股
丸
藥
。
一
股
煎
藥
。
兩
股
丸
藥
。
兩
股
煎

藥
。
二
說
相
兼
。
其
義
始

。
卻
須
8

8

對8

父8

親8

說8

增8

束8

修8

要8

緊8

　
　
　

前
所
云
衣
鉢
。
卽
此
師
所
云
心
訣
也
。
看
書
之
法
。

　
　

作
文
之
法
。
要
之
至
理
。
不
外
乎
是
。
束
修
宜

8

8

8

增8

　
　
　

○
季き

康こ
う

子し

が
薬
を
贈
る
。

　

余よ

姚よ
う

（
浙
江
省
東
部
）
出
身
の
先
生
が
、「
康こ
う

子し 

薬く
す
り

を
饋お
く

る
」（『
論
語
』
郷
党
篇
）
と
い
う

本
文
を
講
義
し
た
と
こ
ろ
、
教
え
子
が
質
問
し
た
。

　
「
そ
の
薬
は
丸
薬
で
す
か

8

8

8

8

8

8

8

8

8

、
そ
れ
と
も
煎
じ
薬
で
す
か

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

。」

　

先
生
は
喜
ん
で
言
っ
た
。

　
「
こ
の
よ
う
な
質
問
を
す
る
と
は
、
す
ば
ら
し
く
頭
が
よ
い
で
は
な
い
か
。
お
父
さ
ん
に
も
っ

と
束そ
く

修し
ゆ
う（
謝
礼
の
お
金
）
を
増
や
す
よ
う
に
言
っ
て
く
れ
る
な
ら
、
私
は
お
前
に
（
そ
の
質
問

の
答
え
を
）
教
え
て
あ
げ
よ
う
。」

　

教
え
子
は
言
っ
た
。

　
「
教
え
て
く
れ
た
ら
（
お
父
さ
ん
に
）
言
っ
て
あ
げ
る
。
約
束
す
る
よ
。」
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起
シ

来
ン

、

　
書
き
下
し
文

　

書し
よ

を
講か
う

ず
﹇
呆た
い

館く
わ
ん

師し 

長ち
や
う

久き
う 

館く
わ
ん

に
坐ざ

せ
ん
と
欲ほ
つ

し
て 

主し
ゆ

人じ
ん

に
趨す
う

奉ほ
う

す
る
を
嘲て
う

す
る
な
り
﹈

一い
ち

先せ
ん

生せ
い 

書し
よ

を
講か
う

ず
、
康か
う

子し 

薬く
す
り

を
饋お
く

る 

に
至い
た

る
、
徒と 

問と

ふ 

是こ
れ 

煎せ
ん

薬や
く

か 

是こ
れ 

丸ぐ
わ
ん

薬や
く

か
、
先せ
ん

生せ
い 

主し
ゆ

人じ
ん

に
向む
か
つ

て
跨こ

奨し
や
うし
て
曰い
は

く
、
令れ
い

郎ら
う 

美び

質し
つ

に
非あ
ら
ざ

れ
ば 

問と

ふ
こ
と
能あ
た

は
ず
、
学が
く

生せ
い 

博は
く

学が
く

に

非あ
ら
ざ

れ
ば 

答こ
た
ふ

る
こ
と
能あ
た

は
ず
、
上じ
や
う

節せ
つ

に 

郷き
や
う

人じ
ん 

儺
お
に
や
ら
ひ

す
、
儺だ

す
る
も
の
は 

是こ
れ 

自し

然ぜ
ん

に 

是こ
れ 

丸ぐ
わ
ん

薬や
く

な
り
、
下か

節せ
つ

は 

又ま
た 

是こ
れ 
煎せ
ん

薬や
く

な
り
、
是こ
れ 

炉ろ

火く
わ

を
用も
ち
う

る
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
如い
か
ん何
ぞ 

就す
な
は

ち 

厩う
ま
や 

焚や

け
起お
こ

し
来き
た

ら
ん
、

　
現
代
語
訳

　

あ
る
先
生
、
経け
い

書し
よ

を
講
読
し
、「
康こ
う

子し 

薬く
す
り

を
饋お
く

る
」（『
論
語
』
郷
党
篇
）
と
い
う
一
節
ま
で
来

た
と
き
、
教
え
子
が
、

　
「
こ
れ
は
煎
じ
薬
で
し
ょ
う
か
、
そ
れ
と
も
丸
薬
で
し
ょ
う
か
。」

と
質
問
し
た
。
先
生
は
御
主
人
に
向
か
い
、（
息
子
を
）
褒ほ

め
ち
ぎ
っ
て
こ
う
言
っ
た
。

　
「
御ご

子し

息そ
く

様
が
利
発
で
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
け
れ
ば
、
と
て
も
こ
の
よ
う
な
質
問
を
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
そ
し
て
ま
た
、
わ
た
く
し
の
学
識
が
か
く
も
豊
か
な
も
の
で
な
け
れ
ば
、
こ
の
質
問
に

お
答
え
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
さ
て
、前
の
段
に『
郷き
よ
う

人じ
ん 

儺
お
に
や
ら
いす
』と
あ
り
ま
す
。『
儺﹇nuó

﹈

（
＝

﹇nuó

﹈＝
指
を
動
か
し
て
練
り
合
わ
せ
る
）』
と
い
う
か
ら
に
は
、
当
然
そ
れ
は
丸
薬
で
す
。

た
だ
し
、
後
の
文
章
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
煎
じ
薬
で
も
あ
る
の
で
す
。
囲い

炉ろ

裏り

の
火
を
使
っ
（
て
薬

を
煎
じ
）
た
の
で
な
け
れ
ば
、「
厩う
ま
や 

焚や

け
た
り
」（『
論
語
』
郷
党
篇
）
と
い
う
事
態
が
起
こ
る
は

ず
は
な
い
か
ら
で
す
。」

　
注○

『
訳
解
笑
林
広
記
』
巻
之
上
・
腐
流
部
（
六
丁
表
）。『
新
鐫
笑
林
広
記
』
巻
之
二
・
腐
流
部
（
第

一
〇
〇
話
、
九
丁
表
）。
○
﹇
嘲
下

呆
舘
師
欲
二シ
テ

長
久
坐
一
レ

舘
趨
中

奉
セ
ン
ト

主
人
上ニ

也
﹈（
割
注
）＝
可
能

な
限
り
長
い
あ
い
だ
雇
っ
て
も
ら
お
う
と
考
え
、
間
抜
け
な
家
庭
教
師
が
教
え
子
の
御
主
人
に
媚こ

び

へ
つ
ら
う
の
を
バ
カ
に
し
た
話
、と
い
う
意
味
。「
呆
」
は
「
獃
﹇dāi

﹈」
の
俗
字
、日
本
漢
字
音
は
「
タ

イ
」、「
の
ろ
ま
」「
間
抜
け
」「
ア
ホ
」
の
意
。「
趨
奉
﹇qūfèng

﹈」
は
、「
お
も
ね
る
」「
へ
つ
ら
う
」

「
迎
合
す
る
」
意
。
現
代
中
国
語
と
同
じ
。
和
刻
本
原
本
に
「
趨
中

奉
セ
ン
ト

」
と
あ
る
の
は
、「
欲
シ
テ
」

に
返
る
も
の
と
勘
違
い
し
た
こ
と
に
よ
る
誤
訓
で
あ
ろ
う
。
正
し
く
は
「
趨
中

奉
ス
ル
ヲ

」（
嘲あ
ざ
け

る
な
り
）。

こ
の
割
注
は
、
遠
山
荷
塘
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
中
国
原
本
に
は
な
い
。
○
至
康
子
饋
藥
＝「
経け
い

書し
よ

」

講
読
の
授
業
中
、「
康か
う

子し 

薬く
す
り

を
饋お
く

る
」（『
論
語
』
郷
党
篇
）
と
い
う
一
節
ま
で
来
た
と
き
に
。
○
徒

＝
教
え
子
。
左
訓
「
デ
シ
」（
弟
子
）。『
絶
纓
三
笑
』
所
収
の
類
話
に
は
「
學
徒
」
と
あ
る
。
○
跨

奨
﹇kuàjiāng

﹈＝「
誇
奨
﹇kuājiǎng

﹈」（
褒ほ

め
る
）
と
同
意
で
あ
ろ
う
。
主
人
に
気
に
入
ら
れ
よ

う
と
い
う
下
心
か
ら
、
教
え
子
の
質
問
が
す
ば
ら
し
い
と
褒ほ

め
ち
ぎ
っ
た
の
で
あ
る
。『
笑
林
広
記
』

原
本
も
「
跨
」
字
（
ま
た
ぐ
）
に
作
る
。『
絶
纓
三
笑
』
に
こ
の
一
節
は
な
い
。
○
令
郎
＝
御
子
息
。

相
手
の
息
子
に
対
す
る
敬
称
。
左
訓
「
オ
ム
ス
コ
」（
御
息
子
）。
○
美
質
＝
素
質
が
優
れ
て
い
る
、

と
い
う
こ
と
。
左
訓
「
ハ
ツ
メ
イ
」（
発
明
＝
利
発
な
こ
と
）。
○
學
生
＝
わ
た
く
し
。
明
清
時
代
の

読
書
人
が
用
い
た
謙
称
。
左
訓
「
ソ
レ
カ
シ
」（
そ
れ
が
し
）。
○
上
節
＝
前
の
段
落
。
左
訓
「
マ
ヘ

ノ
ホ
ウ
ニ
」（
前
の
方
に
）。
○
郷
人
儺
＝「
郷き
よ
う

人じ
ん 

儺
お
に
や
ら
い

す
（
村
の
人
が
鬼
や
ら
い
を
す
る
）」（『
論

語
』
郷
党
編
）。
○
儺
的
是
自
然
是
丸
藥
＝
手
で
練
り
合
わ
せ
た
も
の
、
そ
れ
は
当
然
丸
薬
で
あ
る
、

と
い
う
意
味
。
こ
の
「
儺
﹇nuó

﹈」
は
、同
音
語
「

﹇nuó

﹈」（
動
か
す
）
の
意
味
で
解
し
て
い
る
。

こ
れ
は
経
典
の
解
釈
と
し
て
は
誤
読
・
曲
解
で
あ
り
、
私
塾
の
家
庭
教
師
が
無
能
で
あ
る
こ
と
を
示

し
て
い
る
。「
儺
」、
左
訓
「
マ
ル
メ
ル
」（
丸
め
る
）。『
絶
纓
三
笑
』
所
収
の
類
話
に
は
「
合
鄕
之

人
。
都
來
替
他
搓
儺
搓
儺
。
可
不
是
丸
藥
。」（
そ
し
て
田
舎
の
人
は
、
み
な
孔
子
様
の
た
め
に
薬
を

練
り
合
わ
せ
て
差
し
上
げ
る
、
と
い
う
の
じ
ゃ
か
ら
、
丸
薬
に
決
ま
っ
と
る
、
と
い
う
わ
け
じ
ゃ
。）

と
あ
る
。「
搓
儺
﹇cuōnuó

﹈」（
＝「
搓

」）
は
、
練
り
合
わ
せ
て
動
か
す
（
手
で
揉も

み
合
わ
せ
て
、

団
子
状
に
丸
め
る
）
意
。
な
お
、「
儺
的
是8

自
然
是
丸
薬
」
の
一
つ
目
の
「
是
」
は
文
法
的
に
は
不

要
で
あ
る
。『
笑
林
広
記
二
種
』（
寥
東
輯
校
、済
南
、斉
魯
書
社
、一
九
九
六
年
）
所
収
テ
キ
ス
ト
は
、

一
つ
目
の
「
是
」
を
削
除
し
て
い
る
（「
前
言
（
ま
え
が
き
）」
に
「
校
点
中
、
只
改
正
了
原
書
明
顕

訛
誤
（
本
文
を
校
訂
し
、
句
読
を
切
る
際
に
、
明
ら
か
な
誤
字
は
訂
正
し
た
）」
と
記
さ
れ
て
い
る
）。

た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
重
複
表
現
は
、
口
頭
語
で
は
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。
○
下
節
又
是
煎
藥
、
不

是
用
爐
火
、
如
何
就
厩
焚
起
来
、＝
後
ろ
の
段
落
（
の
薬
）
は
、
煎
じ
薬
で
も
あ
る
、
囲
炉
裏
の
火

を
使
っ
た
の
で
な
け
れ
ば
、
ど
う
し
て
「
厩う
ま
や 

焚や
け

た
り
（
厩
が
火
事
に
な
る
）」（『
論
語
』
郷
党
篇
）

こ
と
が
あ
ろ
う
か
。「
康
子
饋
藥
」
と
い
う
一
節
が
出
て
く
る
箇
所
の
す
ぐ
後
ろ
に
、「
厩
焚
。
子
退

朝
曰
。
傷
人
乎
。
不
問
馬
。」（
馬
屋
が
火
事
に
な
っ
た
。
孔
子
先
生
は
朝
廷
を
退
出
し
、「
怪け

我が

を

し
た
人
は
な
か
っ
た
か
。」
と
言
っ
た
が
、
馬
の
こ
と
は
訊た
ず

ね
な
か
っ
た
。）
と
い
う
有
名
な
一
節
が
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昼
間
、
来
客
が
あ
っ
た
と
き
に
も
知
ら
せ
て
く
れ
る
の
で
す
よ
（
す
ご
い
ニ
ワ
ト
リ
で
し
ょ
）。」

　

親
戚
が
ま
た
、

　
「
書
物
を
読
む
イ
ヌ
を
ち
ょ
っ
と
見
せ
て
く
れ
ま
せ
ん
か
。」

と
言
う
と
、
妻
は
こ
う
答
え
た
。

　
「
親
戚
の
誼よ
し
み

で
す
か
ら
、
も
う
何
も
か
も
包
み
隠
さ
ず
申
し
上
げ
ま
し
ょ
う
。
実
は
わ
が
家
は
火

の
車
、
お
金
が
足
り
な
く
て
困
っ
て
お
り
ま
す
。（
だ
か
ら
少
し
で
も
小
銭
を
稼
ぐ
た
め
に
、
書
物

を
読
む
わ
が
家
の
イ
ヌ
は
）、
外
へ
家
庭
教
師
の
出
稼
ぎ
に
行
っ
て
い
る
の
で
す
。」

　
注○

『
訳
解
笑
林
広
記
』
巻
之
上
・
腐
流
部
（
五
丁
表
〜
裏
）。『
新
鐫
笑
林
広
記
』
巻
之
二
・
腐
流
部

（
第
九
九
話
、八
丁
裏
〜
九
丁
表
）。
○
狗
坐
舘
＝
イ
ヌ
が
私
塾
の
家
庭
教
師
を
す
る
。「
舘
」
は
「
館
」

の
異
体
字
。
左
訓
「
カ
ヽ
ヘ
シ
シ
ヤ
ウ
」（
抱
え
師
匠
）。
○
﹇
嘲
上ス

舘
師
ノ

無
二キ

滴
墨
一

者
上ヲ

﹈（
割
注
）

＝
教
養
の
か
け
ら
も
な
い
家
庭
教
師
を
バ
カ
に
し
た
話
、
と
い
う
意
味
。「
滴
墨
」
と
は
、「
一
滴
の

墨
」「
少
し
の
学
問
」
の
意
。
こ
の
割
注
は
、
遠
山
荷
塘
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
中
国
原
本
に
は
な
い
。

○
慣
會
　

﹇guàn huì shuō huǎng

﹈＝
よ
く
嘘う
そ

を
つ
く
。「
慣
会
」
は
「
よ
く
〜
す
る
」、「

　

」
は
「
嘘う
そ

を
つ
く
」
意
。
現
代
中
国
語
と
同
じ
。「

」
は
「
説
」
の
異
体
字
。
左
訓
「
ヨ
ク
ウ

ソ
ヲ
ツ
キ
ナ
レ
タ
モ
ノ
」（
よ
く
嘘う
そ

を
つ
き
慣
れ
た
者
）。
○
親
家
﹇qìngjia
﹈＝
婚
姻
に
よ
る
親
戚

関
係
（
第
一
二
話
「
四
等
親
家
」
参
照
）。
○
舎
間
＝
拙
宅
。
自
分
の
家
を
謙
遜
し
て
言
う
語
。
○

此
異
事
＝
こ
の
よ
う
な
変
わ
っ
た
出
来
事
、
不
思
議
な
こ
と
。
左
訓
「
フ
シ
ギ
ナ
コ
ト
タ
」（
不
思

議
な
こ
と
だ
）。
○
一
時
＝
そ
の
と
き
限
り
の
、ふ
と
し
た
。
左
訓「
フ
ト
」。
○
登
堂
＝「
登
門
」、（
人

の
家
を
）
訪
問
す
る
、
参
上
す
る
。
○

了

＝
嘘う
そ

を
言
っ
た
。「

﹇shuō

﹈」
は
「
言
う
」「
話

す
」
意
の
動
詞
、「

﹇huǎng

﹈」
は
「
嘘う
そ

」
と
い
う
意
味
の
名
詞
、「
了
﹇le

﹈」
は
動
詞
の
後
に

つ
く
ア
ス
ペ
ク
ト
助
詞
、
動
作
の
完
了
（
〜
し
た
）
を
表
す
。
現
代
中
国
語
と
同
じ
。
左
訓
「
ウ
ソ

イ
フ
タ
」（
嘘う
そ

言
う
た
）。
○
怎
生
﹇zěnshēng

﹈＝「
怎

﹇zěnm
e

﹈」「
怎
様
﹇zěnyàng

﹈」、
ど

う
し
て
、
な
ぜ
、
ど
の
よ
う
に
。
左
訓
「
ド
ヲ
シ
テ
」。
○

護
＝（
嘘う
そ

を
）
つ
き
通
す
、
言
い
逃
れ

る
、
強
弁
す
る
。「

」
は
「
回
」
の
異
体
字
。
○
不
妨
＝
構
い
ま
せ
ん
、
差
し
支
え
な
い
、
大
丈
夫
。

現
代
中
国
語
と
同
じ
。
左
訓
「
カ
マ
ハ
ヌ
」（
構
わ
ぬ
）。
○
有
處
＝「
有
処
理
的
辧
法
」、
処
理
す
る

方
法
が
あ
る
、
や
り
方
が
あ
る
、（
私
に
）
考
え
が
あ
る
。
左
訓
「
シ
カ
タ
カ
ア
ル
」（
仕
方
が
あ
る
）。

○
早
上
﹇zǎoshàng

﹈＝
朝
。
現
代
中
国
語
と
同
じ
。
左
訓
「
ケ
サ
ガ
タ
」（
今
朝
方
）。
○
往
北
京

去
了
＝
北
京
に
行
き
ま
し
た
。「
往
﹇w

ǎng

﹈」
は
「
〜
へ
」
と
い
う
意
味
の
前
置
詞
。
現
代
中
国

語
と
同
じ
。
○
幾
時
﹇jǐshí

﹈＝「
甚

時
候
」「
什

時
候
」
の
文
語
表
現
、い
つ
。
○
自
家
＝
自
分
、

自
身
。
左
訓
「
ジ
フ
ン
」（
自
分
）。
○
適
値
中
午
雞
啼
＝
中
国
原
本
と
本
文
に
一
文
字
異
同
が
あ
る
。

原
本
は
「
適
値
亭
中
午
雞
啼
。」
に
作
り
、
和
刻
本
に
な
い
「
亭
」
字
が
あ
る
。
原
本
の
ま
ま
に
訓よ

め
ば
、「
適
値
二フ

亭
中
ノ

午
雞
ノ

啼
一ク
ニ

。（
適
た
ま
た
ま

亭て
い

中ち
ゆ
う

の
午ご

鶏け
い

の
啼な

く
に
値あ

ふ
。）」（
ち
ょ
う
ど
そ
の
と
き
、

庭
の
四あ
ず
ま
や阿
に
い
た
ニ
ワ
ト
リ
が
正
午
を
告
げ
る
鳴
き
声
を
上
げ
た
。）
と
な
り
、
和
刻
本
の
本
文
に

従
え
ば
、「
ち
ょ
う
ど
お
昼
の
十
二
時
に
な
っ
た
と
き
、
ニ
ワ
ト
リ
が
鳴
い
た
。」
と
な
る
。
○
寒
＝

貧
し
い
、お
金
が
な
い
。
左
訓
「
コ
ン
キ
ウ
」（
困
窮
）。
○
出
外
坐
舘
去
了
＝（
お
金
を
稼
ぐ
た
め
に
、

ア
ル
バ
イ
ト
を
す
る
た
め
に
）
外
へ
家
庭
教
師
を
し
に
行
っ
た
。

　
補
注

　

原
本
『
笑
府
』『
絶
纓
三
笑
』
と
も
に
類
話
は
な
く
、
和
刻
本
『
笑
府
』
等
に
も
本
話
は
採
録
さ

れ
て
い
な
い
。

　
余
説

　

遠
山
荷
塘
の
割
注
に
よ
れ
ば
、
こ
の
話
は
「
私
塾
の
家
庭
教
師
（
抱
え
師
匠
）
が
い
さ
さ
か
の
教

養
も
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
こ
と
を
バ
カ
に
し
て
い
る
」
と
い
う
。
ほ
ら
吹
き
男
の
嘘う
そ

を
取
り
繕つ
く
ろ

う
妻
の
話
の
最
後
に
、「
家
計
を
助
け
る
た
め
に
イ
ヌ
が
出で

稼か
せ

ぎ
に
行
っ
て
い
る
」
と
あ
る
。
も
は

や
「
イ
ヌ
並な
み

の
頭
脳
」
し
か
持
た
な
い
バ
カ
教
師
を
嘲
あ
ざ
わ
ら

う
ど
こ
ろ
の
騒
ぎ
で
は
な
く
、「
私
塾
の

家
庭
教
師
」
な
ど
は
「
イ
ヌ
の
仕
事
」
に
す
ぎ
ぬ
と
痛
烈
に
罵
倒
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
表
現
が
間

接
的
な
だ
け
に
、
当
事
者
に
と
っ
て
は
極
め
て
「
痛
い
」
話
で
あ
ろ
う
。

　　
⑲
講こ
う

書し
よ

（
書
物
の
講
義
を
す
る
）

原
文

　
　

講
レス

書
ヲ

﹇
嘲
下

呆
舘
師
欲
二シ
テ

長
久
坐
一
レ

舘
趨
中

奉
セ
ン
ト

主
人
上ニ

也
﹈

一
先
生
講
レス

書
ヲ

、至
二ル

康
子
饋
一ル
レニ

藥
ヲ

、
徒デシ
問
フ

是
レ

煎
藥
カ

是
レ

丸
藥
カ

、
先
│

生
向
二テ

主
人
一ニ

跨
│

奨
シ
テ

曰
ク

、

非
二レ
ハ

令オム
ス
コ郎
美ハツ
メ
イ質
一ニ

不
レ

能
レ

問
コ
ト

、非
二レ
ハ

學ソレ
カ
シ
│

生
博
│

學
一ニ 

不
レ

能
レ

荅
ル
コ
ト

、
上マヘノ
ホ
ウ
ニ

│

節
ニ

郷
│

人
儺
オ
ニ
ヤ
ラ
ヒ
ス

、

儺マ
ル
メ
ル

ス
ル

的
ハ

是
レ

自
│

然
ニ

是
レ

丸
藥
也

、
下
節
ハ

又
タ

是
レ

煎
藥
也

、
不
三レ
ハ

是
レ

用
二ル
ニ

爐
火
一ヲ

、
如
何
ン
ソ

就
チ

厩
焚
ケ

72



－－

の
日
暮
ら
し
の
生
き
方
の
ほ
う
が
、
ま
だ
し
も
マ
シ
な
よ
う
に
思
え
て
く
る
。

　

な
お
、
日
本
で
は
人
を
罵
る
と
き
の
比
喩
と
し
て
「
ブ
タ
」
や
「
タ
コ
」
を
用
い
る
が
、
中
国
で

は
そ
の
よ
う
な
場
合
、「
イ
ヌ
（
狗
）」
や
「
カ
メ
（
烏
亀
）」
を
使
用
す
る
（
第
八
話
「
楊
相
公
」、

第
三
二
話
「
是
我
」
参
照
）。

　　
⑱
狗く

坐ざ

館か
ん

（
イ
ヌ
が
家
庭
教
師
を
す
る
）

原
文

　
　

狗カヽ
ヘ
シ
シ
ヤ
ウ

坐
レス

舘
ニ

﹇
嘲
上ス

舘
師
ノ

無
二キ

滴
墨
一

者
上ヲ

﹈

一
人
慣
二
│

會
ス

│

一ヲ

、
對

ヨ
ク
ウ
ソ
ヲ
ツ
キ
ナ
レ
タ
モ
ノ

二シ
テ

親
家
一ニ

云
ク

、
舎
間
有
二リ

三
ノ

寳
一

、
一
牛
毎
│

日
能
ク

行
二ク

千
里
一ヲ

、
一
雞
毎
レト
ニ

更
止ゝ
啼
二ク

一
聲
一

、
又
タ

一
狗
善
ク

能
レク
ス

讀
レム
コ
ト
ヲ

書
ヲ

、
親
家
駭
テ

云
ク

、
有
二リ

此フシ
ギ
ナ
コ
ト
タ

ノ

異
│

事
一

、
来
│

日
必
ス

要
二ス

登
レテ

堂
ニ

求
メ

看
一ン
コ
ト
ヲ

、
其
ノ

人
歸
テ

與
レ

妻
述
レフ

之
ヲ

、
一フ
ト│時
二ウ

ソ
イ
フ
タ

│

了
ス

一ヲ 

怎ドヲ
シ
テ生

ン
カ
シ
テ

│

シ
リ
ヲ
カ
ク
サ
ン
護
セ
ン

、
妻
曰
ク

不カマ
ハ
ヌ
レ

妨
ケ

、
我
レ

自
有シカタ
カ
ア
ル

レリ

處
、
次
│

日
親
家
来
リ

訪
フ

、
内 
云
ク 
早ケサ
ガ
タ
│

上
往
二キ

北
京
一ニ

去
ル

了
、
問
フ

幾
ク

時
カ

ル

、

荅
テ

曰
ク 

七
八
日
ニ

就
チ

来
リ

的ヱ
ン

、
又
問
フ

為イ
カ
ン
ソ
│

何 

能
ク

快
キ

、
曰
ク

、
二
│

了
シ

自ジ
フ
ン
│

家
ノ

牛
一ニ

去
ル

、
問
フ

宅
│

上
還
タ

有
二ニ
ヤ

報
レス
ル

更
ヲ

雞
一

、
適ゝ
値
二フ

中
午
一ニ

雞
啼
ク

、
即
指
シ
テ

曰
ク

、
只ゝ
此
レ

便
チ

是
レ
也

、
不
二

但ゝ
夜
│

裡

報
一ズ
レル

更
ヲ

、
日
│

間
モ

生
│

客
来
レ
ハ 

也
タ

報
シ
│

的ウ
ル
也

、
又
問
フ

讀
レム

書
ヲ

狗 
請
フ

借
シ
テ

一
觀
セ
シ
メ
ヨ

、
荅
テ

曰
ク

、

不
下

瞞
二シ
テ

親
家
一ヲ

上カ

、
只ゝ
為
二メ
ニ

家
ノ

寒コン
キ
ウ
一ナ
ル
カ

、
出
レテ
ヽ

外
ニ

坐
レシ

舘
ニ

去
リ

了
ル

、

　
書
き
下
し
文

　
　

狗い
ぬ 

館く
わ
ん

に
坐ざ

す
﹇
館く
わ
ん

師し

の
滴て
き

墨ぼ
く

無な

き
者も
の

を
嘲て
う

す
﹈

一い
ち
に
ん人 

説せ
つ

を

く
わ
う

 

慣く
わ
ん

会く
わ
いす
、
親し
ん

家か

に
対た
い

し
て
云い
は

く
、
舎し
や
か
ん間
に
三み
つ

つ
の
た
か
ら宝
有あ

り
、
一い
ち
ぎ
う牛 

毎ま
い
に
ち日 
能よ

く

千せ
ん

里り

を
行ゆ

く
、
一い
ち
け
い鶏 

更か
う
ご
と毎
に 

止た

だ
一い
つ
せ
い声 

啼な

く
、
又ま
た 

一い
つ

狗く 

善よ

く
書し
よ

を
読よ

む
こ
と
を
能よ

く
す
、
親し
ん

家か 

駭
お
ど
ろ
き

て
云い
は

く
、
此こ

の
異い

事じ 

有あ

り
、
来ら
い
じ
つ日 

必か
な
ら

ず
堂だ
う

に
登の
ぼ
り

て
求も
と

め
看み

ん
こ
と
を
要え
う

す
、
其そ

の

人ひ
と 

帰か
へ
り

て
妻つ
ま

と
之こ
れ

を
述の

ぶ
、
一い
ち

時じ

 

を

く
わ
う

説せ
つ

了れ
う

す 

怎い
か
ん生
ん
か
し
て
回く
わ
い

護ご

せ
ん
、
妻つ
ま

曰い
は

く 

妨さ
ま
た

げ
ず
、

我わ
れ

自み
づ
か

ら
処と
こ
ろ

有あ

り
、
次じ

日じ
つ 

親し
ん

家か 

来き
た

り 

訪お
と
な

ふ
、
内な
い

云い
は

く 

早さ
う

上じ
や
う 

北ぺ

京き
ん

に
往ゆ

き
去さ

る
、
問と

ふ 

幾い
く

時と
き

か
回か
へ

る
、
答こ
た
へ

て
曰い
は

く 

七し
ち

八は
ち

日に
ち 

就す
な
は

ち
来き
た

り
え
ん
、
又ま
た

問と

ふ 

為い
か
ん
ぞ何 

能よ

く
快は
や

き
、
曰い
は

く
、
自じ

家か

の
牛う
し

に
騎き

了れ
う

し
去さ

る
、
問と

ふ 

宅た
く

上じ
や
う 

還ま

た
更か
う

を
報ほ
う

ず
る
鶏と
り 

有あ

り
や
、
適
た
ま
た
ま 

中ち
ゆ
う

午ご

に
値あ

ふ 

鶏と
り 

啼な

く
、

即す
な
は

ち
指ゆ
び
さ

し
て
曰い
は

く
、
只た
だ 

此こ

れ
便す
な
は

ち
是こ
れ

な
り
、
但た

だ 

夜や

裡り 

更か
う

を
報ほ
う

ず
る
の
み
な
ら
ず
、
日に
つ

間か
ん

も 

生せ
い

客き
や
く

来き
た

れ
ば 

也ま

た
報ほ
う

じ
う
る
な
り
、
又ま
た

問と

ふ 

書し
よ

を
読よ

む
狗い
ぬ 

請こ

ふ 

借し
や
く

し
て
一い
ち

観く
わ
ん

せ
し
め
よ
、

答こ
た
へ

て
曰い
は

く
、親し
ん

家か

を
瞞だ
ま

し
て
説と

か
ず
、只た
だ 

家い
へ

の
寒か
ん

な
る
が
為た
め

に
、外そ
と

に
出い

で
て
館く
わ
ん

に
坐ざ

し
去さ

り
了を
は

る
、

　
現
代
語
訳

　

あ
る
人
、
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
嘘う
そ

を
つ
い
て
い
た
。（
あ
る
と
き
）
親
類
縁
者
（
配
偶
者
の
親
戚
）
に

向
か
っ
て
、
こ
う
言
っ
た
。

　
「
拙
宅
に
は
、
三
つ
の
宝
物
が
あ
る
ん
で
す
。
一
つ
目
は
、
毎
日
千
里
の
道
を
行
く
こ
と
の
で
き

る
牛
で
す
。
二
つ
目
は
、
二
時
間
毎
（
一
更
毎
に
）
に
た
だ
一
声
だ
け
時
を
告
げ
る
ニ
ワ
ト
リ
で
す

（
時
報
ド
リ
）。
そ
れ
か
ら
三
つ
目
は
、
す
ら
す
ら
と
書
物
を
読
む
こ
と
の
で
き
る
イ
ヌ
で
す
。」

　

彼
の
親
戚
は
び
っ
く
り
し
て
言
っ
た
。

　
「
そ
ん
な
不
思
議
な
こ
と
が
あ
る
の
で
す
か
。
今
度
ぜ
っ
た
い
、
お
宅
に
伺
っ
た
と
き
に
見
せ
て

く
だ
さ
い
。」

　

そ
の
嘘う
そ

つ
き
の
男
、
家
に
帰
っ
て
、
妻
に
こ
の
こ
と
を
話
し
た
。

　
「
わ
し
ゃ
、
つ
い
つ
い
嘘う
そ

を
つ
い
て
し
ま
っ
た
。
ど
う
や
っ
て
言
い
逃
れ
よ
う
か
。」

　

妻
は
言
う
。

　
「
構
い
ま
せ
ん
わ
。
私
に
考
え
が
あ
り
ま
す
。」

　

次
の
日
、
親
戚
が
家
に
や
っ
て
き
た
。
奥
さ
ん
は
言
っ
た
。

　
「（
主
人
は
）
今
朝
、
北
京
の
方
へ
参
り
ま
し
た
。」

　
「
い
つ
帰
り
ま
す
か
。」

と
訊た
ず

ね
た
と
こ
ろ
、

　
「
一
週
間
く
ら
い
し
た
ら
帰
っ
て
き
ま
す
。」

と
答
え
た
の
で
、
今
度
は
、

　
「
ど
う
し
て
そ
ん
な
に
早
く
帰
れ
る
の
で
す
か
。」

と
質
問
し
た
。

　
「（
一
日
に
千
里
の
道
を
行
く
と
い
う
、
例
の
）
自
分
の
牛
に
乗
っ
て
行
っ
た
か
ら
（
そ
ん
な
に
早

く
帰
れ
る
の
）
で
す
。」

　
「
お
宅
に
は
、
さ
ら
に
時
を
告
げ
る
ニ
ワ
ト
リ
（
時
報
ド
リ
）
も
い
る
の
で
し
ょ
う
。」

と
聞
く
と
、
ち
ょ
う
ど
折
よ
く
、
四あ
ず
ま
や阿
に
い
た
ニ
ワ
ト
リ
が
鳴
い
た
。
妻
は
す
か
さ
ず
、
ニ
ワ
ト
リ

を
指
さ
し
て
言
っ
た
。

　
「
こ
れ
で
す
よ
、こ
れ
。
こ
の
ニ
ワ
ト
リ
が
、例
の
鳥
な
の
で
す
。
夜
中
に
時
を
告
げ
る
だ
け
で
な
く
、

川上　『訳解笑林広記』全注釈（二） 73



富山県立大学紀要第27巻（2017）－ －

　

船
頭
は
言
っ
た
。

　
「
ほ
、
わ
た
し
も
戌い
ぬ
ど
し年
生
ま
れ
で
す
ぞ
、
ど
う
し
て
こ
ん
な
に
身
分
が
違
う
の
で
し
ょ
う
ね
ぇ
。」

　

船
頭
は
、
さ
ら
に
聞
い
た
。

　
「
何
月
生
ま
れ
で
す
か
。」

　
「
正
月
生
ま
れ
じ
ゃ
。」

　

船
頭
は
、
そ
れ
で
ハ
ッ
と
納
得
し
、
こ
う
言
っ
た
。

　
「
そ
う
い
う
こ
と
で
し
た
か
。
な
る
ほ
ど
な
る
ほ
ど
。
わ
た
し
は
十
二
月
生
ま
れ
、
つ
ま
り
イ
ヌ

の
尻し
つ

尾ぽ

で
す
。
だ
か
ら
こ
う
し
て
一
生
涯
（
尻し
つ

尾ぽ

を
）
振
っ
て
い
る
の
で
す
（
＝
舟
を
揺
ら
し
て
世

渡
り
を
し
て
い
る
の
で
す
）。旦
那
さ
ん
は
正
月
生
ま
れ
、
つ
ま
り
イ
ヌ
の
頭
で
す
。
だ
か
ら
一
生
涯

（
人
に
も
の
を
）教
え
て
生
活
し
て
い
る
の
で
す（
＝
人
に
媚こ

び
て
ワ
ン
ワ
ン
鳴
い
て
い
る
の
で
す
）。」

　
注○

『
訳
解
笑
林
広
記
』
巻
之
上
・
腐
流
部
（
五
丁
表
）。『
新
鐫
笑
林
広
記
』
巻
之
二
・
腐
流
部
（
第

九
八
話
、
八
丁
表
〜
裏
）。
○
狗
頭
師
＝
イ
ヌ
並な
み

の
頭
脳
し
か
な
い
教
師
、
バ
カ
教
師
。
人
を
罵
る

と
き
に
、「
狗
頭
狗
脳
」（
愚
か
者
）
な
ど
と
「
狗
」
の
字
を
使
う
。
こ
こ
で
は
、「
戌い
ぬ
ど
し年
の
初
め
（
一
月
）

に
生
ま
れ
た
教
師
」
の
意
味
を
掛
け
て
い
る
。
○
﹇
嘲
二ス

舘
師
一

也 
其
ノ

比
レス
ル

狗
ニ

者
ハ

以
二テ
也

人
│

家
討
レメ

飯
ヲ

吃
一ス
ル
ヲ

﹈（
割
注
）＝
私
塾
の
家
庭
教
師
を
バ
カ
に
し
た
話
、
私
塾
の
家
庭
教
師
が
イ
ヌ
扱
い
さ
れ

て
い
る
の
は
、
家
庭
教
師
は
（
イ
ヌ
の
よ
う
に
飼
い
主
に
尻し
つ

尾ぽ

を
振
っ
て
）
食
べ
物
を
恵
ん
で
も
ら

う
か
ら
で
あ
る
、
と
い
う
意
味
。「
人
家
」
は
「
そ
の
人
（
＝
家
庭
教
師
）」、「
討
飯
」
は
「
ご
は
ん

を
恵
ん
で
も
ら
う
」「
乞こ

食じ
き

を
す
る
」
意
。
こ
の
割
注
は
、
遠
山
荷
塘
に
よ
る
訳
注
で
あ
り
、
原
本

に
は
な
い
。
○
舘
師
＝
私
塾
の
家
庭
教
師
。「
舘
」
は
「
館
」
の
異
体
字
。
○
買
舟
＝
舟
を
雇
う
こ
と
。

船
頭
に
お
金
を
払
い
、舟
を
出
し
て
も
ら
う
こ
と
。
文
字
通
り
「
舟
を
買
う
」
わ
け
で
は
な
い
。「
買
」、

左
訓
「
ヤ
ト
ヒ
テ
」（
雇
ひ
て
）。
○
舟
子
＝
船
頭
の
こ
と
。
左
訓
「
セ
ン
ド
ウ
」（
船
頭
）。
○
貴
庚

＝
相
手
に
年
齢
を
尋
ね
る
と
き
の
敬
語
表
現
。「
年
齢
は
お
い
く
つ
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。」の
意
。

左
訓「
ナ
ン
ノ
ヲ
ト
シ
」（
何
の
お
年
）。
○
属
狗﹇shǔ gǒu

﹈＝
干え

と支
で
年
齢
を
伝
え
る
と
き
の
表
現
、

「
戌い
ぬ
ど
し年
で
す
」
と
い
う
意
味
。
現
代
中
国
語
と
同
じ
。
左
訓
「
イ
ヌ
ノ
ト
シ
」（
戌
の
年
）。
○
開
年

＝
来
年
、
翌
年
。
中
国
南
方
の
言
い
方
。『
笑
林
広
記
』
の
編
者
「
遊
戯
主
人
」
は
江
南
蘇
州
の
文

人
で
あ
る
。
北
方
で
は
通
常
「
明
年
」
と
い
う
。
左
訓
「
ラ
イ
ネ
ン
」（
来
年
）。
○
那
一
月
生
的
﹇nǎ 

yí yuè shēng de

﹈＝
何
月
生
ま
れ
で
す
か
。「
那
」
は
現
代
中
国
語
の
「

﹇nǎ

﹈」
と
同
じ
。
近

代
以
前
の
中
国
で
は
、
代
詞
「
那
﹇nà

﹈（
そ
れ
、
そ
の
、
あ
れ
、
あ
の
）」
と
疑
問
詞
「

﹇nā

﹈（
ど

れ
、
ど
の
）」
に
表
記
上
の
区
別
は
な
か
っ
た
。「
那
一
月
」
は
「
ど
の
一ひ
と
つ
き月
」
と
い
う
意
味
。
左
訓

「
ド
ノ
ツ
キ
ウ
マ
レ
タ
ソ
」（
ど
の
月
、
生
ま
れ
た
ぞ
）。
○
大
悟
＝
は
っ
と
分
か
っ
た
（
豁
然
大
悟
）。

左
訓「
ガ
テ
ン
シ
テ
」（
合
点
し
て
）。
○
是
了
＝
そ
う
だ
。「
了
」は
文
末
の
語
気
助
詞
、断
定
の
ニ
ュ

ア
ン
ス
を
添
え
る
。
訓
読
不
能
な
口
語
語
彙
。
左
訓
「
ナ
ル
ホ
ド
」。
○
怪
不
得
﹇guài bu de

﹈＝

道
理
で
、
な
る
ほ
ど
、
そ
う
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
か
、
と
い
う
意
味
。
現
代
中
国
語
と
同
じ
。
左
訓

「
フ
シ
キ
ニ
モ
オ
モ
ワ
レ
ヌ
」（
不
思
議
に
も
思
わ
れ
ぬ
）。
○
所
以
揺
了
這
一
丗
＝（
戌い
ぬ
ど
し年
の
十
二
月

生
ま
れ
、つ
ま
り
「
狗
の
尻し
つ

尾ぽ

」）
だ
か
ら
、（
わ
し
は
）
一
生
涯
（
尻し
つ

尾ぽ

を
）
振
っ
て
い
る
の
だ
（
＝

舟
を
揺
ら
し
て
漕こ

い
で
い
る
）。「
揺
﹇yáo

﹈」
は
、「（
尻し
つ

尾ぽ

を
）
振
る
」「（
舟
を
）
揺
ら
す
」
と

い
う
二
つ
の
意
味
を
掛
け
て
い
る
。「
揺
」
に
は
、
右
傍
訓
「
ウ
コ
カ
ス
」（
動
か
す
）、
左
訓
「
フ

ネ
コ
ク
」（
舟
漕こ

ぐ
）
が
附
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、「
所
以
」
は
「
だ
か
ら
」
と
い
う
意
味
の
接
続
詞
。

現
代
中
国
語
と
同
じ
。「
丗
」
は
「
世
」
の
異
体
字
。
○
所
以
教
了
這
一
卋
＝（
戌い
ぬ
ど
し年
の
一
月
生
ま
れ
、

つ
ま
り
「
狗
の
頭
」）
だ
か
ら
、（
あ
ん
た
は
）
一
生
涯
（
イ
ヌ
の
よ
う
に
ワ
ン
ワ
ン
）
啼な

い
て
い
る

の
だ
（
＝
教
え
て
い
る
の
だ
）。「
教
﹇jiāo

﹈」（
教
え
る
）
は
、
こ
こ
で
は
「
叫
﹇jiào

﹈」（
動
物

が
鳴
き
声
を
上
げ
る
）
と
い
う
意
味
も
掛
け
て
い
る
。
た
だ
し
、
現
代
中
国
語
で
は
、
こ
の
二
つ
の

動
詞
は
、
類
似
音
で
は
あ
る
が
、
声
調
が
異
な
る
。「
教
」
に
は
、
左
訓
「
ヲ
シ
ヱ
ル
」（
教
え
る
）

が
附
さ
れ
、割
注
内
の
「

」
字
に
は
右
傍
訓
「
ナ
ク
」（
鳴
く
）
が
附
さ
れ
て
い
る
。「
卋
」
は
「
世
」

の
異
体
字
。
○
教
﹇

仝
音
﹈（
割
注
）＝（「
教
」
と
い
う
字
は
）「
叫
」
と
い
う
字
と
発
音
が
同
じ

で
あ
る
、
と
い
う
意
味
。「

」
は
「
叫
」
の
異
体
字
。

　
余
説

　

し
ば
ら
く「
歳
試
」ネ
タ
が
続
い
て
い
た
が
、前
話
に
引
き
続
き
、中
国
語
の
同
音
語
に
よ
る
ダ
ジ
ャ

レ
を
用
い
た
笑
話
で
あ
る
。「
狗
頭
師
」
と
は
、
普
通
に
読
め
ば
「
オ
ツ
ム
の
弱
い
（
頭
脳
は
イ
ヌ

並な
み

の
）
バ
カ
教
師
」
と
い
う
意
味
に
し
か
取
れ
な
い
が
、
こ
こ
で
は
「
戌い
ぬ
ど
し年
の
初
め
（
正
月
）
に
生

ま
れ
た
教
師
」
と
い
う
意
味
を
効き

か
せ
て
い
る
。

　

こ
の
先
生
は
、戌い
ぬ
ど
し年
生
ま
れ
の
五
十
歳
、「
イ
ヌ
並な
み

の
頭
脳
」を
持
ち
、戌い
ぬ
ど
し年
の
頭（
正
月
）に
生
ま
れ
、

「
イ
ヌ
の
よ
う
に
人
に
媚こ

び
を
売
っ
て
ワ
ン
ワ
ン
鳴
き
（「
叫
」）」、
そ
し
て
「
イ
ヌ
の
よ
う
に
ワ
ン

ワ
ン
と
口
先
だ
け
で
人
に
も
の
を
教
え
て
い
る
（「
教
」）」
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。「
イ
ヌ
が
尻し
つ

尾ぽ

を

振
る
」
よ
う
に
舟
の
櫂か
い

を
横
に
ゆ
ら
ゆ
ら
と
「
揺
ら
し
な
が
ら
」
世
を
渡
っ
て
い
る
「
船
頭
」
の
そ
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訓
読
に
は
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
。
和
刻
本
は
、「
夫
」
を
「
失
」
と
取
り
違
え
、「
夫
子
弟
子
禮
」

を
「
失
二ス

子
弟
子
ノ

禮
一ヲ

」
と
誤
読
し
て
い
る
。「
今
日
ハ

是
夫
子
弟
子
。
禮
ト
シ
テ

應
二ニ

坐
シ
テ

受
一ク

。（
今け

日ふ

は
是こ
れ 
夫ふ
う

子し

弟て
い

子し

、
礼れ
い

と
し
て
応ま
さ

に
坐ざ

し
て
受う

く
べ
し
。）」
と
訓よ

む
べ
き
で
あ
ろ
う
。『
笑
林
広
記
』

原
本
の
句く

読と
う

も
、
こ
こ
は
微
修
正
が
必
要
で
あ
る
。
な
お
、『
笑
林
広
記
』
原
本
第
九
九
話
「
狗
坐

館
」（
和
刻
本
で
は
第
一
八
話
）
に
も
句く

読と
う

の
誤
り
が
見
ら
れ
る
（
後
出
）。
○
豈
敢
＝
ど
う
し
て
そ

ん
な
こ
と
が
で
き
ま
し
ょ
う
か
、そ
ん
な
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
左
訓
「
ナ
ニ
カ
サ
テ
」（
何
が
さ
て
）。

○
孔
方
兄
＝
銀
貨
、
つ
ま
り
「
金か
ね

」「
銭ぜ
に

」（
貶
語
）
の
こ
と
。
清
代
の
銀
貨
は
、
中
央
部
分
に
「
四

角
い
穴
（
孔
方
）」
が
空
い
て
い
た
た
め
、「
孔
方
」
ま
た
は
「
孔
方
兄
」
と
呼
ば
れ
た
。
こ
こ
で
は
、

「
お
金
」
を
卑い
や

し
め
た
語
「
孔
方
兄
」
と
、「
孔
方
と
い
う
名
前
の
年
上
の
人
」
と
い
う
意
味
の
語
「
孔

方
兄
」
が
掛
詞
に
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
中
国
語
で
「
兄
」
と
は
、
同
輩
の
男
性
を
呼
ぶ
敬
称
と
し

て
用
い
ら
れ
る
。
必
ず
し
も
、孔
子
の
実
兄
を
想
定
す
る
必
要
は
な
い
。
○
断
不
受
拜
＝
断
じ
て（
あ

な
た
の
）
礼
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
和
刻
本
は
「
断
」
字
に
左
訓
「
ケ
ツ
シ
テ
」（
決
し
て
）

を
附
す
。

　
補
注

　

こ
の
話
は
、『
笑
府
』
巻
二
（
第
四
八
話
「
謁
孔
廟
」）
に
類
話
が
あ
る
。『
笑
府
』
の
日
本
語
訳
は
、

松
枝
茂
夫
『
全
訳
笑
府
（
上
）』
五
七
頁
、
大
木
康
『
笑
林
・
笑
賛
・
笑
府
他
〈
歴
代
笑
話
〉』（
中

国
古
典
小
説
選
12
、
明
治
書
院
、
二
〇
〇
八
年
、
二
四
四
〜
二
四
五
頁
）
参
照
。
な
お
、
和
刻
本
『
笑

府
』
に
類
話
は
な
い
。

　
『
笑
府
』
収
録
話
の
原
文
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。『
笑
林
広
記
』
本
文
と
対
校
す
れ
ば
、
わ
ず

か
に
文
字
の
異
同
が
あ
る
。

　　
『
笑
府
』
第
四
八
話
（
巻
二
・
腐
流
部
、
八
丁
裏
）

　
　
　

謁
孔
廟

　

有
以
財
入
泮
者
。
拜
謁
孔
廟
。
孔
子
下
席
荅
之
。
士
曰
。
今
日

　

是
夫
子
弟
子
。
禮
應
坐
受
。
孔
子
曰
。
你、
、
、
、
、
、
、
、

是
我
孔
方
兄
的
弟

　

子、。
不、
、
、
、

敢
受
拜

　　

余
説

　

袖
の
下
を
使
っ
て
「
生
員
」
の
資
格
を
手
に
入
れ
た
輩や
か
ら

を
、
痛
烈
に
皮
肉
っ
た
話
。
お
金
の
力

で
学
校
に
入
っ
た
者
は
、
断
じ
て
学
問
の
神
様
・
孔
子
様
の
弟
子
で
は
な
く
、「
孔
方
兄
（
卑
し
い

お
金
）」
の
弟
子
に
す
ぎ
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
孔
方
兄
」
と
い
う
掛
詞
を
用
い
た
と
こ
ろ

が
、
中
国
語
と
し
て
は
面
白
い
。
和
刻
本
の
施
訓
者
で
あ
り
、
当
代
一
流
の
中
国
語
学
者
で
も
あ
っ

た
遠
山
荷
塘
好
み
の
笑
話
で
あ
る
。

　　
⑰
狗く

頭と
う

師し

（
戌い
ぬ

年ど
し

生
ま
れ
の
バ
カ
教
師
）

原
文

　
　

狗
│

頭
│

師
﹇
嘲
二ス

舘
師
一

也 

其
ノ

比
レス
ル 

狗
ニ

者
ハ

以
二テ
也

人
│

家
討
レメ

飯
ヲ

吃
一ス
ル
ヲ

﹈

舘
師

暮
ニ

、ヤ
ト
ヒ
テ
買
レテ

舟
ヲ

レル

家
ニ

、
舟セン
ド
ウ
│

子
問
テ

曰
ク

、
相
│

公
ナ
ン
ノ
ヲ
ト
シ

■

貴
庚
ハ

、
荅
テ

曰
ク

属イヌ
ノ
ト
シ

レル

狗
ニ

的
也

、
開ライ
ネ
ン年
已
ニ

是
レ

五
十

了
也

、
舟
人
曰
ク 

我
レ
モ

也
属
レ

狗
ニ

、
為イ
カ
ン
ソ
│

何
貴
│

賤
不
レル

等
シ
カ
ラ

、
又
問
フ 

那ドノ
ツ
キ
ウ
マ
レ
タ
ソ

レ
ノ

一
月
生
ル

的
、

荅
テ

曰
ク 

正
│

月
也

、
舟
子
大ガテ
ン
シ
テ

│

悟
シ
テ

曰
ク

、
是ナル
ホ
ド
│

了
是
│

了
、フ
シ
キ
ニ
モ
オ
モ
ワ
レ
ヌ

怪
ミ

不
レ

得
、
我
レ
ハ

十
二
月
生
レ 

是
レ

個
ノ

狗
ノ

尾
也

、
所
以
ニ

揺
ウ
コ
カ
ス

二
│

了

フ
ネ
コ
ク

這
ノ

一
丗
一ヲ

、
相
公
ハ

正
月
生
レ 

是
レ

個
狗
ノ

頭
也

、
所
以
ヱ
ニ

教
ヲ
シ
エ
ル
二
│﹇

仝
ナ
ク
ト

音
﹈

了
ス

這
ノ

一
卋
一ヲ

、

　
書
き
下
し
文

　
　

狗く

頭と
う

師し

﹇
館く
わ
ん

師し

を
嘲て
う

す
也な
り 

其そ

の
狗い
ぬ

に
比ひ

す
る
者も
の

は 

人じ
ん

家か 

飯め
し

を
討も
と

め
吃き
つ

す
る
を
以も
つ

て
な
り
﹈

 

館く
わ
ん

師し 

歳せ
い

暮ぼ

に
、
舟ふ
ね

を
買か
ひ

て
家い
へ

に
回か
へ

る
、
舟し
う

子し 

問と
ひ

て
曰い
は

く
、
相さ
う

公こ
う 

貴き

庚か
う

は
、
答こ
た
へ

て
曰い
は

く
、
狗い
ぬ

に

属ぞ
く

す
る
な
り
、開か
い
ね
ん年 

已す
で

に
五ご

十じ
つ

歳さ
い

な
り
、舟し
う

人じ
ん

曰い
は

く 

我わ
れ

も
狗い
ぬ

に
属ぞ
く

す
、為い
か
ん
ぞ何 

貴き

賤せ
ん 

等ひ
と

し
か
ら
ざ
る
、

又ま
た

問と

ふ 

那い
づ

れ
の
一い
ち
げ
つ月
に
生う
ま

る
、
答こ
た
へ

て
曰い
は

く 

正し
や
う

月ぐ
わ
つな
り
、
舟し
う

子し 

大た
い

悟ご

し
て
曰い
は

く
、
是ぜ

了れ
う

是ぜ

了れ
う

、

怪あ
や
し

み
得え

ず
、
我わ
れ

は
十じ
ふ

二に

月ぐ
わ
つ

生う
ま

れ 

是こ
れ 

個こ

の
狗い
ぬ

の
尾を

な
り
、
所ゆ

以ゑ

に 

這こ

の
一い
つ
せ
い世
を
揺う
ご
か

す
、
相さ
う
こ
う公
は

正し
や
う

月ぐ
わ
つ

生う
ま

れ 

是こ
れ 

個こ

の
狗い
ぬ

の
頭あ
た
ま

な
り
、
所ゆ

以ゑ

に 

這こ

の
一い
つ
せ
い世
を
教け
う

﹇
叫な
く

と
同ど
う
お
ん音
﹈
了れ
う

す
、

　
現
代
語
訳

　

私
塾
の
先
生
、年
の
暮
れ
に
、船
頭
を
雇
っ
て
、（
舟
で
）
家
に
帰
る
こ
と
に
し
た
。
船
頭
は
訊た
ず

ね
た
。

　
「
旦
那
さ
ん
、
お
年
は
い
く
つ
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。」

　
「
戌い
ぬ
ど
し年
生
ま
れ
じ
ゃ
。
年
が
明
け
た
ら
、
五
十
に
な
る
。」

川上　『訳解笑林広記』全注釈（二） 75



富山県立大学紀要第27巻（2017）－ －

　

本
稿
は
、「『
訳
解
笑
林
広
記
』
全
注
釈
（
一
）」（『
富
山
県
立
大
学
紀
要
』
第
二
六
巻
）
の
続
稿

で
あ
り
、
遠
山
荷
塘
施
訓
『
訳
解
笑
林
広
記
』
第
一
六
話
か
ら
第
二
六
話
ま
で
の
日
本
語
訳
と
注
釈

を
掲
載
す
る
。
底
本
、
諸
本
、
凡
例
等
に
つ
い
て
は
、
前
稿
を
参
照
し
て
頂
き
た
い
。

　　
⑯
謁え
つ

孔こ
う

廟
び
よ
う（
孔
子
廟
に
お
参
り
す
る
）

原
文

　
　

謁
二ス

孔
廟
一ニ

﹇
嘲
下ス

納
レレ
テ

錢
ヲ

及
第
ス
ル

者
上ヲ

﹈

有
下リ

以
二テ

銀
錢
一ヲ

夤テヨ
リ
シ
テ

│

縁
シ
テ

入
レル

泮
ニ

者ノ
上

、
拜
二
│

謁
ス

孔
廟
一ニ

、
孔
子
下
レリ

席
ヲ

荅
レ

之
ニ

、
士
曰
ク

、
今
日
是
レ

失
二ス

子
弟
子
ノ

禮
一ヲ

、
應シ
二ニ

坐
シ
テ

受
一ク

、
孔
子
曰
ク

、
豈ナニ
カ
サ
テ

ニ

敢
セ
ン
ヤ

、
你
ハ

是
レ

我
カ

孔
方
兄
ノ

的
弟
子
也

、
断ケツ
シ
テ
シ
テ

不
レ

受
レケ

拜
ヲ

、

　
書
き
下
し
文

　
　

孔こ
う

廟べ
う

に
謁え
つ

す
﹇
銭ぜ
に

を
納い

れ
て
及き
ふ

第だ
い

す
る
者も
の

を
嘲て
う

す
﹈

銀ぎ
ん

銭せ
ん

を
以も
つ

て
夤い
ん

縁え
ん

し
て
泮は
ん

に
入い

る
者も
の 

有あ

り
、
孔こ
う

廟べ
う

に
拝は
い

謁え
つ

す
、
孔こ
う

子し 

席せ
き

に
下お

り 

之こ
れ

に
答こ
た

ふ
、
士し

曰い
は

く
、
今け

日ふ

は 

是こ
れ 

夫ふ
う

子し

弟て
い

子し

、
礼れ
い

と
し
て
応ま
さ

に
坐ざ

し
て
受う

く
べ
し
、
孔こ
う

子し

曰い
は

く
、
豈あ

に
敢あ
へ

て
せ
ん

や
、
你な
ん
ぢ

は 

是こ
れ 

我わ

が 

孔こ
う

方は
う

兄け
い

の
弟て
い

子し

な
り
、
断だ
ん

じ
て
拝は
い

を
受う

け
ず
、

　
現
代
語
訳

　

お
金
で
権
力
者
に
取
り
入
っ
て
「
生
員
」
の
地
位
を
手
に
入
れ
た
書
生
が
、
孔
子
廟
を
参
詣
し
た
。

（
孔
子
廟
に
鎮
座
ま
し
ま
す
）
孔
子
は
祠ほ
こ
ら

よ
り
降
り
て
返
礼
し
た
。
書
生
が
言
う
。

　
「
今
日
は
孔
子
先
生
と
師
弟
の
礼
を
尽
く
す
た
め
に
参
詣
し
た
の
で
す
か
ら
、
ぜ
ひ
と
も
祠ほ
こ
ら

に
着

座
な
さ
っ
た
ま
ま
（
私
の
礼
を
）
受
け
て
い
た
だ
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。」

　

孔
子
は
言
っ
た
。

　
「
そ
ん
な
こ
と
で
き
る
わ
け
が
な
か
ろ
う
。
そ
な
た
は
孔こ
う

方ほ
う

さ
ん
（「
孔
方
兄
」＝
銀
貨
）
の
教
え

子
じ
ゃ
（
お
前
は
金
で
「
生
員
（
学
生
）」
の
地
位
を
買
っ
た
だ
け
の
書
生
の
分
際
、
真
剣
に
学
問

に
打
ち
込
ん
で
い
る
私
の
弟
子
で
は
な
い
）。
だ
か
ら
、
断
じ
て
（
お
前
如
き
の
）
礼
を
受
け
る
わ

け
に
は
い
か
ん
の
じ
ゃ
。」

　
注○

『
訳
解
笑
林
広
記
』
巻
之
上
・
腐
流
部
（
四
丁
裏
〜
五
丁
表
）。『
新
鐫
笑
林
広
記
』
巻
之
二
・
腐

流
部
（
第
九
七
話
、
八
丁
表
）。
○
﹇
嘲
下ス

納
レレ
テ

錢
ヲ

及
第
ス
ル

者
上ヲ

﹈（
割
注
）＝
お
金
を
支
払
っ
て
科
挙

試
験
に
及
第
し
た
者
を
バ
カ
に
し
た
話
。
こ
れ
は
遠
山
荷
塘
に
よ
る
訳
注
で
あ
り
、
中
国
原
本
に

は
な
い
。
○
夤
縁
＝
賄
賂
や
コ
ネ
で
権
力
者
に
取
り
入
る
こ
と
（
第
一
四
話
、
第
一
五
話
に
前
出
）。

左
訓
「
テ
ヨ
リ
シ
テ
」。
何
ら
か
の
「
手
づ
る
（
ツ
テ
）」
に
よ
っ
て
、
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
が
、

未
詳
。
○
入
泮
＝
学
校
に
入
る
。「
泮﹇pàn

﹈」
と
は
、
も
と
も
と
孔
子
廟
の
前
に
あ
る
池
の
こ
と
。

転
じ
て
学
校
の
こ
と
を
「
泮
宮
」
と
言
い
、
科
挙
の
第
一
試
験
に
合
格
し
、「
生
員
」
の
資
格
を
獲

得
す
る
こ
と
を
「
入
泮
」「
進
学
」
な
ど
と
言
っ
た
。
○
今
日
是
レ

失
二ス

子
弟
子
ノ

禮
一ヲ

、
應シ
二ニ

坐
シ
テ

受
一ク

、

＝「
失
」
は
「
夫
」
の
誤
り
。
中
国
原
本
の
本
文
は
以
下
の
通
り
。「
今
日
是
夫
子
弟
子
禮
。
應
坐
受
。

（
今
日
は
、
孔
子
先
生
と
教
え
子
が
礼
儀
を
尽
く
す
日
で
あ
る
。（
だ
か
ら
、
孔
子
様
は
）
祠ほ
こ
ら

に
座
っ

た
ま
ま
、
教
え
子
の
礼
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。）」
た
だ
し
、『
笑
府
』
所
収
の
本
文
は
中
国

原
本
『
笑
林
広
記
』
と
は
句く

読と
う

が
異
な
り
、
文
意
も
微
妙
に
異
な
る
。『
笑
府
』
の
句く

読と
う

は
以
下
の

通
り
。「
今
日
是
夫
子
弟
子
。
禮
應
坐
受
。（
今
日
は
、孔
子
先
生
と
教
え
子
が
、礼
儀
作
法
か
ら
言
っ

て
、座
っ
た
ま
ま
礼
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。）」読
点
の
位
置
が
一
文
字
ず
れ
て
い
る
だ
け
だ
が
、

　
　
　
『　

訳　

解　

笑　

林　

広　

記　

』
全　

注　

釈
（ 

二 

）

川
上　

陽
介
（
工
学
部
教
養
教
育
）
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